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は
じ
め
に
ｌ
視
角
と
対
象
一
都
市
公
園
政
策
を
取
り
上
げ
る
理
由
二
分
析
視
点
と
方
法
ｌ
分
析
軸
と
し
て
の
機
能
の
社
会
化
に
つ
い
て
三
研
究
の
制
約
と
展
望
に
つ
い
て
四
本
稿
の
構
成
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と政策形成（二
第
一
章
近
代
的
都
市
公
園
の
発
祥
と
伝
播
第
一
節
初
期
都
市
公
園
の
形
成
第
二
節
太
政
官
布
達
公
園
の
展
開
第
三
節
遊
園
か
ら
都
市
計
画
公
園
へ
第
四
節
初
期
公
園
論
の
展
開
１
枚
属
官
思
想
の
一
断
面（以上、本号）
申
龍
八 徹
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一
九
九
○
年
代
以
降
、
中
央
・
地
方
政
府
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
多
く
の
行
政
計
画
な
い
し
主
な
政
策
に
お
い
て
登
場
す
る
共
通
の
テ
ー
マ
は
、
経
済
規
模
に
似
合
う
「
生
活
の
豊
か
さ
の
向
上
」
、
す
な
わ
ち
、
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
感
じ
る
生
活
資
本
の
整
備
お
よ
び
充
（１） 
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
表
現
は
、
経
済
水
準
に
似
合
う
生
活
の
質
的
満
足
度
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
社
会
の
変
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
を
優
先
的
に
行
う
た
め
に
維
持
さ
れ
て
き
た
成
長
本
位
の
全
体
的
で
画
一
的
な
社
会
（２） 
構造から地域の個性と市民文化を反映する分権的な仕組みへの変化を意味するものであった。とくに、全体人口の九
（３） 
割
が
都
市
に
住
む
「
都
市
型
社
〈
室
」
の
深
化
に
と
も
な
い
緑
豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備
は
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
す
べ
て
の行政施策の中に取り組まれているのが現状である。都市装置（インフラ）の充足に対する社会的要求が高まり、な
かでも都市公園・緑地などの緑環境に関するニーズは従来の自由時間の増大やレクリエーションなど個人の余暇生活
の充実のためだけではなく、長寿・福祉社会への対応、安全で快適なまちづくりなど社会全体においても必要不可欠
（４） 
な
根
幹
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こうした社会変化の中で、都市の緑や自由空間（○℃のｐｍｇ８の）を規定してきた法制度の変化も行われるように
（５） 
なった。とくに、平成六（一九九四）年に「都市緑地保全法」が改正され、すべての都市の緑地をその対象とする
は
じ
め
に
ｌ
視
角
と
対
象
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
都
市
公
園
を
取
り
上
げ
る
理
由
八
四
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「
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）
の
緑
地
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
緑
の
基
本
計
画
」
と
が
市
町
村
・
区
に
よ
っ
て
策
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
市
町
村
は
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
適
正
な
保
全
お
よ
び
緑
化
に
関
す
る
措
置
で
、
主
と
し
て
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
る
も
の
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
当
該
市
町
村
の
緑
地
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
法
第
二
条
の
二
第
一
項
）
と
す
る
法
令
の
改
正
で
あ
っ
た
。
従
来
の
建
設
省
通
達
に
基
づ
く
都
市
の
緑
化
対
策
と
し
て
の
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
対
し
て
、
こ
の
「
緑
の
基
本
計
画
」
は
、
緑
化
を
法
律
に
よ
っ
て
定
め
自
治
体
の
固
有
事
務
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
に
そ
の
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
他
方
、
こ
の
都
市
緑
地
保
全
法
の
改
正
を
う
け
、
平
成
七
二
九
九
五
）
年
七
月
に
都
市
計
画
中
央
審
議
会
か
ら
は
「
今
後
の
都
市
公
園
の
等
の
整
備
と
管
理
は
、
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
答
申
に
は
「
都
市
公
園
等
の
管
理
の
課
題
と
今
後
の
方
向
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
内
容
が
述
べ
ら
れ
た
。
都
市
公
園
等
は
、
施
設
の
持
つ
諸
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
い
つ
で
も
誰
で
も
が
安
全
、
快
適
に
公
平
で
、
楽
し
い
公
園
利
用
が
可
能
な
管
理
や
運
営
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
管
理
水
準
の
低
下
、
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
本
来
の
利
用
が
阻
害
さ
れ
た
り
、
ト
イ
レ
等
の
公
園
施
設
内
に
お
け
る
防
犯
等
安
心
感
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
利
用
に
関
す
る
規
制
が
、
市
民
の
自
己
責
任
の
自
覚
や
公
園
へ
の
市
民
参
加
を
阻
害
し
て
い
る
と
の
指
摘
や
、
公
園
、
公
園
施
設
等
の
供
用
時
間
に
柔
軟
性
を
欠
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
経
営
（
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
の
視
点
に
欠
け
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
時
代
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
郁
市
公
園
等
の
管
理
迎
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
都
市
公
園
な
ど
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
様
々
な
現
状
の
問
題
を
指
摘
し
、
そ
の
解
決
の
方
向
を
提
言
し
て
い
る
こ
の
答
申
は
、
都
市
に
お
け
る
緑
豊
か
な
自
由
空
間
、
す
な
わ
ち
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
あ
り
方
を
問
う
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
都
市
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
行
政
に
よ
る
公
共
施
設
の
緑
化
だ
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
一
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
八
五
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否Ｉ）
ところが、本稿の対象となる「都市公園」は、制度的な概念規定と一般的な認識．との間には大きな認識上の開きが
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
の
中
に
存
在
す
る
公
園
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
社
会
一
般
に
お
け
る
「
都
市
公
園
」
の
概
念
と
は
かけ離れ、制度上の都市公園は非常に後見的な仕組みの中で規定されている。この「都市公園」は、昭和三一（一九
五六）年に制定された「都市公園法」およびその施行令によって規定されているが、実際のところは都市計画法や地
方自治法などによる制度上の集権的規定性をその特徴とする。都市公園を規定する現行法規である「都市公園法」の
関連規定を整理すれば、「都市公園」とは、「都市の中において、都市計画区域の中に設邇されるものおよびそれに準
ずるもの」であり、それ以外のものは都市公園ではないとされている。この定義は、都市公園を空間や機能厩念とし
て捉えるのではなく、「施設概念」として捉えているのがその特徴であり、各種の行政文章においては「営造物公園」
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
八
六
けではなく民有地などを含む都市会一体の緑とオープンスペースをその対象とし、市民・企業という多元的な整備主体
の
想
定
と
そ
の
主
体
間
の
連
携
・
協
勵
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
都
市
の
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
整
備
の
〈
主
体
と
対
象
〉
に
関
す
る
制
度
・
政
策
の
転
換
で
あ
り
、
明
治
以
降
続
い
て
き
た
「
強
い
公
的
（６） 
介入」か．ｂの脱皮を象徴する動きである。
その意味から上記の「都市緑地保全法」と都市計画中央塞録選云の答申「今後の都市公園の等の整備と管理は、いか
に
あ
る
べ
き
か
」
は
、
従
来
の
公
園
緑
諏
地
の
整
備
や
管
理
運
営
に
対
し
今
後
の
都
市
に
お
け
る
公
園
緑
地
の
あ
り
方
の
転
換
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
転
換
は
、
公
園
緑
地
の
整
備
・
運
営
の
主
体
が
従
来
の
行
政
か
ら
多
様
な
主
体
と
主
体
間
の
連
携
・
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
へ
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る
が
、
法
制
度
上
に
お
け
る
整
備
主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
想
定
は
明
治
以
来
の
最
大
の
転
換
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
雷
Hosei University Repository
本稿は、都市空間において「緑とオープンスペース」の根源である都市公園を取り上げ、その歴史的変遷をマクロ
的
な
「
政
策
形
成
の
過
程
」
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
の
提
供
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
六
二
八
七
三
）
年
の
太
政
官
布
達
第
一
六
号
を
そ
の
始
発
点
と
し
、
今
日
ま
で
の
都
市
公
園
政
策
の
流
れ
を
《
機
能
の
社
会
化
》
と
い
う
視
点
に
立
ち、都市公園行政を支えてきた「制度・計画・管理」という三つの側面を批判的に検討することを通じてその歴史的
変遷を「政策形成（で（）一一Ｑ扁曰ョｇ－ｏｐ）」の過程として読み直すことが本稿の課題である。
（８） 
（９） 
ここでの政策は「問題解決の手法」であり、それは「目的と手段の体系」である。また、「形成」とは、「社会的問
（川）
題を解決していく社会的・地域的合意を共有する過程（プロセス）」として認識する。そのため、「政策形成」とは、
「
市
民
社
会
の
中
で
生
じ
る
問
題
を
多
元
的
主
体
が
社
会
的
・
地
域
的
合
意
を
通
じ
て
そ
の
解
決
を
模
索
す
る
諸
過
程
」
と
し
て
さ
し
あ
という用語で説明されることが多いこともそれを裏付けているといえる。この都市公園の種類には、閣議決定に基づ
く
環
境
庁
所
管
の
「
国
民
公
園
」
を
は
じ
め
、
都
市
林
、
特
定
地
区
公
園
ま
で
が
含
ま
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
「
地
域
制
公
園
（
自
然
公
園）」を除く都市空間のほとんどの公園がこの都市公園の範鴎に属することになる。
他方、この「営造物公園」である都市公園に対しては、「自然公園法」（厚生省所管）に規定される自然公園、すな
わち、国立公園・国定公園・都道府県立自然公園がある。言い換えれば、一般的な用語としての公園は大きく「営造
物
公
園
（
都
市
公
園
と
と
「
地
域
制
公
園
（
自
然
公
園
と
に
よ
っ
て
大
別
さ
れ
て
い
る
。
たり定義する。 分
寝
点
と
至
分
M’ 
て
の
機
能
の
社：
ｉ 
に
い
て
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
八七
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都
市
公
園
を
含
め
、
緑
地
な
ど
公
共
空
地
を
取
り
上
げ
て
き
た
造
園
学
な
い
し
建
築
学
な
ど
に
お
い
て
、
都
市
公
園
を
含
む
公
園
緑
地
の
機
能
は
大
き
く
「
存
在
機
能
」
と
「
利
用
機
能
」
と
し
て
通
説
的
に
大
別
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
の
「
存
在
機
能
」
と
は
公
園
緑
地
が
存
在
す
る
こ
と
を
通
じ
て
都
市
機
能
、
都
市
環
境
な
ど
都
市
構
造
上
に
も
た
さ
れ
る
効
果
の
こ
と
で
あ
り
、
「
利
用
機
能
」
と
は
そ
の
公
園
緑
地
を
利
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
利
用
者
で
あ
る
市
民
に
も
た
さ
れ
る
効
果
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
都
市
公
園
を
含
め
た
公
園
緑
地
の
機
能
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
二
分
法
的
区
別
は
大
き
な
変
化
な
く
今
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
お
よ
び
議
論
に
は
、
大
き
な
欠
如
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
型
社
会
に
お
いて、欠かすことのできない社会資本としての都市公園・公園緑地が政策ニーズとして認知・計画・実施を経て、存
鰹過程である。 法学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
八
八
他
方
、
「
機
能
」
と
は
、
都
市
公
園
に
対
し
て
期
待
す
る
役
割
の
こ
と
で
あ
る
。
公
園
緑
地
を
扱
う
数
多
く
の
文
献
は
効
果
・
効
用
・
価
値
な
ど
の
言
葉
を
多
様
に
使
用
し
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
一
括
に
「
機
能
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
。
社
会
の
一
般
的
な
用
例
に
お
い
て
の
「
機
能
」
は
、
「
相
互
に
連
関
し
、
全
体
を
構
成
す
る
各
因
子
が
有
す
る
固
有
な
役
割
。
物
の
は
た
ら
き
。
作
用
」
（
広
辞
苑
、
一
九
七
六
、
五
四
三
頁
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
都
市
公
園
を
含
む
広
い
概
念
と
し
て
の
「
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
の
領
域
で
は
、
「
防
災
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
都
市
骨
格
の
形
成
・
都
市
景
観
の
形
成
」
を
「
四
系
統
」
と
呼
び
そ
の
機
能
として代用している（日本公園緑地協会編、『公園緑地マニュアル』（平成一○年改訂版）一九九九、三頁）。
都市公園制度の発注舵麺として位置づけられている、明治初期の遊園において求められた「遊観（遊び歩いて見物す
る
こ
と
〉
｜
と
い
う
唯
一
の
機
能
が
、
歴
史
的
変
遷
を
経
て
、
現
在
は
上
記
の
「
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
の
四
系
統
（
防
災
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
都
市
骨
格
の
形
成
・
都
市
景
観
の
形
成
）
へ
と
複
合
化
し
て
い
く
過
程
が
本
稿
で
見
る
都
市
公
園
に
お
け
る
機
能
の
変
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在
す
る
ま
で
の
過
程
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
の
所
在
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
都
市
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
都
市
装
置
と
し
て
の
都
市
公
園
が
ど
の
よ
う
な
経
路
（
プ
ロ
セ
ス
）
を
通
じ
て
生
活
の
場
に
存
在
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
社
会
的
過
程
論
の
研
究
が
あ
ま
り
に
も
貧
弱
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
第
一
に
、
都
市
と
い
う
密
集
空
間
に
お
い
て
憩
い
の
場
な
い
し
衛
生
的
見
地
か
ら
発
生
し
た
欧
米
諸
国
の
近
代
的
な
都
市
公
園
と
は
異
な
る
日
本
の
都
市
公
園
に
お
け
る
独
特
の
歴
史
的
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
六
二
八
七
三
）
年
の
太
政
官
布
達
以
来
長
い
間
、
中
央
政
府
の
優
越
的
・
後
見
的
仕
組
み
に
よ
っ
て
設
置
・
管
理
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
そ
の
最
大
の
原
因
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
王
室
か
ら
ｌ
自
治
体
へ
と
い
う
担
い
手
の
変
化
を
都
市
公
園
の
発
展
形
態
と
す
る
欧
米
諸
国
の
場
合
と異なり、日本独特の事情が都市公園を空間や機能概念ではなく、教化や防災などの意図性をもった施設物概念とし
て
の
意
味
合
い
を
強
く
規
定
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
維
新
以
降
の
富
国
強
兵
を
最
優
先
と
し
て
き
た
歴
史
的
背
景
が
都
市
公
園
の
一
般
的
発
展
を
妨
げ
、
憩
い
の
場
と
し
て
で
は
な
く
防
災
・
避
難
場
所
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
昭
和
初
期
の
「
璽
泉
緑
地
計
画
」
上
の
「
空
地
性
」
と
「
永
続
性
」
を
そ
の
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
支
配
層
に
よ
る
恩
恵
と
「国民教化」の思想的背景が近代的都市計画の導入による集権的な設置観念と結合し、欧米との比較論理に傾いた量
的
整
備
の
慣
行
を
支
え
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
最
初
の
都
市
公
園
計
画
の
原
型
を
つ
く
っ
た
「
東
京
市
区
改
正
事
業
」
に
お
け
る
都
市
公
園
の
整
備
目
標
量
の
算
出
は
、
当
時
の
欧
米
主
要
都
市
に
お
け
る
整
備
量
が
そ
の
規
範
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
比
較観念は今も根強く、都市公園の整備計画における整備目標には、欧米諸国の都市における整備状況がかならず参照
と
し
て
載
っ
て
お
り
、
い
か
に
も
そ
の
整
備
水
準
の
低
さ
を
ア
ー
ピ
ル
し
、
鼠
的
整
備
の
当
為
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ブ（》。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
一
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
八
九
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この歴史的な集権的仕組みや欧米との比較に基づく規範性、およびそのための量的拡大に傾く設置観念の優越など
を
も
っ
と
悪
化
さ
せ
る
原
因
は
他
に
あ
る
。
そ
れ
が
、
第
三
の
都
市
公
園
に
お
け
る
管
理
の
問
題
で
あ
る
。
都
市
公
園
法
に
お
け
る
都
市
公
園
管
理
に
は
、
大
き
く
「
施
設
物
の
維
持
に
関
わ
る
管
理
」
と
「
利
用
に
関
わ
る
管
理
」
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
が
、
こ
の
区
分
の
視
点
が
設
置
者
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
自
体
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以上の「歴史的集極性・欧米規範性・管理の問題」によって構造化されてきた都市公園の歴史を政策形成の過程と
（Ⅱ） 
してマクロ的に颪越禰成する本稿では、この一一一つを「制度・計画・管理」にそれぞれ対比し、《機能の社会化》という
分
析
軸
に
収
散
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
都
市
公
園
の
制
度
に
お
け
る
集
権
性
、
欧
米
と
の
比
較
論
理
に
基
づ
く
計
画
性
、
利
用
者
の
視
点
を
欠
い
た
管
理
性
」
の
三
つ
を
都
市
公
園
に
お
け
る
機
能
の
変
化
に
合
わ
せ
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
三
つ
の
要
因
が
い
か
に
社
会
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
来
た
の
か
が
立
証
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
制
度
を
支
え
て
き
た
強
い
計
画
の
観
念
と
そ
の
制
度
の
変
化
を
促
す
管
理
の
問
題
は
、
一
見
対
立
的
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
「
管
理
」
の
概
念
を
狭
義
に
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
制
度
に
対
す
る
計
画
と
管
理
の
緊
張
関
係
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
状
況
や
社
会
変
化
の
強
弱
に
よ
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
制
度
の
み
に
よ
っ
て
計
画
と
管
理
が
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
機
能
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
度・計画・管理が変化する場合もある。また、この機能を変化させる要因はそれが意図的であるか否かを問わず社会
的環境であり、それぞれの社会環境における機能の変化を媒介として行われる制度・計画・管理の変化は政策形成の
循環過程であると考えられる。
ところが、「自己選択・自己資任」を重視する分権型社会の幕開けにともない、従来行政によって一方的に進めら
れてきた都市公園政策は、新たな社会構造に対応して行くための仕組みを考えなければならない時期を迎えている。
Hosei University Repository
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
認
識
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
公
園
研
究
に
お
け
る
社
会
的
過
程
論
の
欠
如
を
埋
め
る
と
同
時
に
新
た
な
都
市
公
園
政
策
の
視
点
と
仕
組
み
を
提
供
す
る
た
め
に
都
市
公
園
の
歴
史
的
変
遷
過
程
を
《
機
能
の
社
会
化
》
と
し
て
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
の
遊
園
・
公
園
に
お
い
て
求
め
ら
れ
た
機
能
が
、
量
的
な
拡
大
を
重
視
す
る
「
存
在
機
能
（
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
と
か
ら
「
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
に
お
け
る
四
系
統
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
変
化
の
内
容
は
、
利
用
形
態
の
変
化
や
そ
の
整
備
な
ど
の
管
理
活
動
に
お
け
る
市
民
参
加
な
ど
の
多
元
的
な
主
体
・
手
法
・
対
象
間
の
関
係
を
社
会
的
過
程
と
し
て
重
視
す
る
《
社
会
的
機
能
》
へ
と
移
行
さ
れ
る
機
能
的
変
化
過
程
で
あ
る
。
そ
の
上
、
存
在
機
能
か
ら
社
会
的
機
能
へ
の
機
能的変化を「対象と主体」から分析する本稿は、《機能の社会化》を通じて、都市政策の個別的な歴史的変遷を「政
策形成史」として読み直すための基礎作業でもある。
一
つ
の
制
度
が
生
成
さ
れ
、
消
滅
さ
れ
ず
に
長
い
年
月
を
経
る
の
は
そ
の
制
度
が
持
つ
機
能
な
い
し
社
会
的
価
値
が
広
く
支
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
社
会
的
価
値
は
、
き
わ
め
て
多
く
の
要
因
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
歴
史
的
・
社
会
的
合
意
も
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
九一
を指すのものである。
それは、従来の「存在機能」と「利用機能」を統合し、都市公園政策におけるすべての過程が社会的に共有されてい
く
た
め
の
新
た
な
機
能
、
す
な
わ
ち
、
〈
社
会
的
機
能
》
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
〈
社
会
的
機
能
》
と
は
、
従
来
の
存
在
機
能
の
優
越
と
そ
の
た
め
制
限
さ
れ
て
き
た
利
用
機
能
に
対
す
る
総
合
的
な
機
能
で
あ
り
、
市
民
社
会
の
視
点
に
立
つ
機
能
で
あ
る
。
ま
た、設置の後見性によって市民の視点が排除されてきた都市公園政策の制度・計画・管理に対するアンティテーゼで
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
分
権
・
協
働
社
会
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
《
社
会
的
機
能
》
と
は
都
市
の
公
園
緑
地
が
い
か
な
る
プ
ロ
セ
ス
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
く
の
か
を
社
会
的
に
問
い
か
け
て
い
く
合
意
形
成
の
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
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都市公園の歴史的変遷には、法制度だけでは説明できない複雑な政策要因を含んでいる。その複雑な政策要因とは、
日常的必要性の乏しい西洋文明の象徴として移植され、現実的には従来の名所の行政追認に終わった初期の都市公園
が、予測不可能な自然災害により得られた「偶然性」と都市計画・戦争という「人為性」の対称を土台としているこ
とに起因する。このような状況の中に置かれながらも、江戸以来遊園的性格の強かった公園機能はそれぞれの時代の
社
会
的
変
化
を
背
景
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
の
社
会
性
を
極
得
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
公
園
機
能
の
社
会
性
は
、
現
在
の
行
政
の
環
境
を
め
ぐる新たな社会変化、すなわち、「地方分権」、「政策評価」、「市民活動」などを背景とする「協働型社会」の流れに
応答しなければならない状況に置かれている。しかも、この変化は市民の文化水準と視点を重視する成熟社会に相応
しい構造転換のもっとも必要な部分であり、経験していないというよりはむしろ度外視されてきた都市公園機能のレ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
法
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含まれている。時代の変化と社会の変化にともない行政に対するニーズも変化し、その規定軸である法制度も変化せ
（吃）
ざるを得ない。社会的変化に対して法制度がそぐわない、管理活動が適切に対応・変化しない場ムロ、その社会的機能
と
そ
の
合
意
は
失
わ
れ
、
新
た
な
政
策
に
生
ま
れ
変
わ
る
か
さ
も
な
け
れ
ば
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
｜
っ
の
制
度
に
お
け
る
変化を分析することはそれほど簡単ではない。明確な制度的基盤を持たない明治梱初の移植文明としての都市公園はと
く
に
そ
う
で
あ
る
。
都市公園の政策形成過程の分析を目指す本稿は、次のような制約をもつ。まず、学際的な面においては、都市公園
三
研
究
の
制
約
と
展
望
に
つ
い
て
Hosei University Repository
政
策
な
い
し
行
政
に
関
す
る
研
究
の
先
例
は
乏
し
く
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
建
築
・
造
園
な
ど
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
（燗）
本
稿
は
「
行
政
史
」
と
し
て
の
公
園
行
政
の
全
体
像
を
持
た
な
い
ま
ま
、
歴
史
研
究
の
主
な
部
分
を
借
用
し
な
が
ら
分
析
を
進
め
ざ
る
を
（川）
得
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
資
料
の
多
く
が
公
園
や
緑
地
の
「
存
在
機
能
」
の
側
面
か
ら
接
近
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
計
画
史
」
が
多
く
、
そ
の
歴
史
的
な
考
察
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
、
都
市
公
園
自
体
が
総
合
的
な
都
市
施
設
の
対
象
と
し
て
分
析
さ
れ
た
こ
とはなく、緑地や緑化の附属分野としての研究が主なものである場合が多い。近年、「社会的共通資本「｜という視点
（旧）
に
お
い
て
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
部
分
と
し
て
の
領
域
を
越
皀
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
公
園
の
所
管
が
都
市
計
画
な
い
し
土
木
、
建
設
局
な
ど
に
属
し
て
お
り
、
独
立
な
部
署
と
し
て
組
織
さ
れ
た
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
現
状
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
資
本
整
備
と
し
て
の
都
市
公
園
政
策
を
一
連
の
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
み（略）
る
視
点
が
欠
如
し
て
お
り
、
存
在
機
能
と
利
用
機
能
の
相
互
や
そ
の
機
能
的
統
合
性
を
試
み
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
都
市
公
園
政
策
を
《
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
》
と
し
て
捉
え
る
た
め
の
視
点
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
ざ
るを得ない。ここでの一「社会的プロセス」とは、都市公園の整備にかかわる諸過程を「政策形成のプロセス」として
考えることであり、市民の参加や活動、そのための仕組みなどが「開かれたシステム（○℃目の］の一の日）」として取り
（Ⅳ） 
組
ま
れ
て
い
く
過
程
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
検
討
す
る
理
由
は
、
都
市
公
園
の
整
備
が
後
見
的
仕
組
み
に
よ
っ
て
画
一
的
に
進
め
ら
れ
、
都
市
公
園
の
計
画
・
設
置
・
運
営
管
理
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
縦
割
り
の
主
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
現
状
を
体
系
的
に
分
析
す
る
視
点
が
ほ
と
ん
ど
提
起
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
、
利
用
者
の
視
点
や
参
加
が
保
障
さ
れ
な
い
「
営
造
物
」
と
し
て
の
都
市
公
園
の
設
置
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
一
方
、
運
営
管
理
と
そ
の
内
容
が
も
っ
ぱ
ら
施
設
の
管
理
と
い
う
、
管
理
す
る
行
為
あ
る
い
は
そ
の
結
果
だ
け
を
重
視
す
る
消
極
的
な
内
容
規
定
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
九
三
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本稿においては、このような現状分析を踏まえ、都市公園に与えられてきた多重的な機能の変遷過程を歴史的に分
析することによって、存在機能と利用機能の統合的な視点、すなわち利用者である市民の視点と参加がシステムとし
て
保
障
さ
れ
る
《
社
会
的
機
能
》
と
い
う
新
た
な
視
点
の
提
供
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
、
都
市
公
園
に
お
け
る
機
能
の
変
化
を
《
機
能
の
社会化》として捉え、都市公園の歴史的変遷過程を《政策形成（勺。一一、くさ『ョ日】・ロ）》として位邇づける。
最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
都
市
公
園
の
歴
史
的
過
程
を
分
析
す
る
本
研
究
は
、
今
後
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
公
園
の
生
成
・
発
展
お
よびこれからの政策形成に大きな示唆点をもつことに注目したい。それは、明治期において西洋文明の（審徴として日
本に瀧区胆された近代的都市公園制度が、その後アジア諸国、とくに韓国・台湾・中国に対しその制度的基盤の形成に
膨
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
の
都
市
公
園
制
度
の
土
台
を
提
供
し
た
か
ら
で
あ
る
。
中
央
集
権
的
社
会
構
造
が
優
越
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
国
に
お
い
て
都
市
型
社
会
の
進
行
は
避
け
ら
れ
な
い
現
実
問
題
で
あ
り
、
都
市
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
環
境
の
整
備
と
そ
の
管
理
は
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
ｃ
今
後
の
日
本
に
お
け
る
都
市
公
園
の
政
策
的
変
化
・
発
展
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
い
将
来
こ
れ
ら
の
諸
国
の
間
で
都
市
公
園
に
関
す
る
交
流
や
共
同
研
究
な
ど
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識を踏まえ、日本における都市公園の歴史的な変遷過程を《機能の社会化》として捉え、その機能が市民文化を反映
する社会的なものへと変化してきたとみる本稿の視点は、これらの国々の都市公園だけではなく広く社会資本の整備
に対しても十分応用できるとともに、重要な視点と手がかりを提供する点においてもその学際的役割を果たせると考
えられる。
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明
治
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
都
市
公
園
の
歴
史
的
な
変
遷
過
程
を
取
り
上
げ
る
本
稿
は
、
分
析
上
の
便
利
を
図
る
た
め
に
戦
前
期
に
お
い
て
時
代
を
区
分
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
時
代
区
分
は
も
っ
ぱ
ら
時
系
列
的
な
区
分
で
あ
り
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
従
来
（Ⅲ） 
における通説としての公園史の範囲を超》えるものではない。
「はじめに」においては、都市公園の歴史的変遷を政策形成としていかに再構成するかについて、その視点と方法
を
概
説
す
る
。
続
く
「
第
一
章
」
に
お
い
て
は
、
欧
米
に
お
け
る
近
代
的
都
市
公
園
の
生
成
と
そ
の
原
因
を
見
た
上
、
太
政
官
布
達
に
よ
る初期公園制度の定着過程を考察し、現在の都市公園政策の原型を探る。「第二章」、「第三章」においては、近代的
都
市
計
画
の
芽
生
え
か
ら
戦
時
体
制
を
挟
む
戦
後
ま
で
の
間
、
都
市
公
園
の
位
置
づ
け
と
そ
れ
を
支
え
る
制
度
と
計
画
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
概
観
す
る
。
続
く
「
第
四
章
」
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
変
化
か
ら
一
歩
離
れ
、
整
備
主
体
に
よ
る
都
市
公
園
の
類
型
化
を
試
み
、
そ
れ
そ
れ
の
特
徴
と
現
況
、
変
化
を
説
明
す
る
。
そ
れ
は
第
五
章
で
論
じ
る
分
権
型
都
市
公
園
政
策
の
手
が
か
り
と
も
な
る
。
分
権
化
の
進
行
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
「
第
五
章
」
に
お
い
て
は
、
現
在
の
分
権
改
革
の
流
れ
を
踏
ま
え
今
後
の
協
働
型
社
会
に
お
け
る
都
市
公
園
の
管
理
内
容
と
そ
の
課
題
を
論
じ
る
。
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
明
治
初
期
か
ら
の
都
市
公
園
に
お
け
る
機
能
の
社
会
化
を
整
理
し
、
そ
れ
を
今
後
の
協
働
型
社
会
に
お
け
る
都
市
公
園
の
政
策
形
成
に
い
か
に
む
す
び
つ
け
る
か
そ
の
条
件
に
つ
い
て
の
本
稿
な
り
の
解
答
を
試
み
る
と
同
時
に
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
（
１
）
た
と
え
ば
、
平
成
二
二
九
九
○
）
年
の
「
公
共
投
資
基
本
計
画
」
（
閣
議
了
解
）
や
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
の
東
京
都
の
「
生
活
都
市
東
京
構
想
」
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
九
五
四
本
稿
の
構
成
に
つ
い
て
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（４）平成八（’九九六）年に総理府が行った「生活環境・生活型公害に関する世論調査」において、快適な生活環境づくりを進める上
での重要な要素としては、豊かな緑（五九・八％）、公園・広場・遊歩道などの公共施設（三八・七％）が、また生活琉境に関する掴
や自治体への要望としては、良好な環境をつくるための施投（緑地・下水道など）を整備する（四五・四％）が迦ばれ、その社会的濡
要
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
（５）「都市緑地保全法」は、昭和三○年代を中心に大都市において緑地の激減が社会的な問題になるにつれ昭和四八（’九七三）年に
制定された法律である。この法律は、「都市における緑地の保全および緑化の推進に関する必要な事項を定めることにより、都市公園
法等の都市における自然的環境の雛備を目的とする法律と相まって良好な都市環聴の形成を図り、もって健康で文化的な都市生活の確
保に寄与すること」にその目的がある（法第一条）。
（６）この「強い公的介入」については、渡辺俊一『都市計画の誕生、国際比較からみた日本近代都市計画』拍瞥房、一九九三を参照。
また、都市公園の研究においてこの明治以降の公園に対する「公的介入」の特徴を「欧化」の思想として思想史の側面から説明したの
が白幡洋三郎である。彼は、明治期以降の都市公園の成り行きをドイツの都市公園と比較し、その共通点を「自然発生的性格ではなく
近代的意図によって支えられた欧化の意識」の現れとして分析しているｃ白幡津三郎『近代都市公園の研究、欧化の系譜』恩文閣、一
九九五。本稿が、日本の郁市公園、なかでもとくに東京の公圃をその対象として取り上げる餓大の理由は、明治以降の近代的郁市施設
として移植された都市公園の定濁はこの「強い公的介入」としての近代的計画の上で可能であったからであり、帝都である来京におい
て求められた都市公園の原型が全国の規施として作用したからである。
（７）「都市公園とは、次に揚げる公園又は緑地で、その投慨者である地方公共団体又は国が当該公圃又は緑地に投げる公園施設を含む
（２）地方分権推進委員会の「中間報告』においては、今回の地方分権改革のマクロの背景・理由を「中央集権型行政システムの制度疲
労」とし、その要因として「変動する国際社会への対応」、「蕊爪一種染中の是正」、「個性蝋かな地域社会の形成一、「闘齢化・少子化社
会への対応」の四つをあげている。地方分権推進委員会『中間報告』（第一章第一節）、一九九六参照。
（３）この「都市型社会」の概念および位慨づけについては、松下圭一『現代政治の基礎理論」璽隈大学出版会、’九九五、四一以降参
Ⅱ
。
ものとする。
｜
都
市
》
など。
都市計画施設［都市計画法（昭和四三年法律第一○○号）第四条第六号に規定する都市計画施設をいう。次号においても同じ］
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
九六
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Ｅ）「およそ、制度はそれ自体が目的ではない。いかなる制度といえども、すべて、一定の政策を、もっとも効果的に実現するための
手段であり、枠組である。したがって、ひとたびでき上がった制度であっても、これを永久に改めてはならないことではない。必要が
生ずれば、制度自体は、常に改変のメスを加えられる運命にある。いわば、制度は、運行を容易ならしめる軌道の意味をもっていると
いってよい」辻清明『新版公務員制度の研究」東京大学出版会、一九九一、一頁。
（旧〉この「行政史」についての確たる定義はいまのところ見あたらないが、本稿ではまず、「個々の行政活動と環境要因の因果関係を
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
九
七
（、）「計画」の
その以下参照。
（皿）西尾勝。ｎ政学の基礎概念』璽隈大学出版会、一九九二、一六八～一六九頁。西尾は、決定作成（：鳥一・口目口重目）の連鎖過程
を、政策作成権限者の主観的選択の械み重ねとしての「政策作成（宅ｏ］】ミヨ鳥冒陀）」と多元的な政策作成者間の行為を求めていく過
程として「政策形成（でＣｌ－Ｑさ『目昌。。）」を区別し、両者の区別は観察者の視覚設定の問題であるとする。本論文は、都市公園の歴
史
を
後
者
の
視
点
か
ら
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
（、）「計画」の概念については、西尾勝「行政と計画」『行政計画の理論と実際一（日本行政学会編）、勁草書房、一九七二、二～六三と
二
．
次
に
揚
げ
る
公
園
又
は
緑
地
で
国
が
設
圃
す
る
も
の
（イ）｜の都府県の区域を越えるような広域の見地から設置する都市計画施設である公園又は緑地（ロに該当するものを除く）、（巳
国家的記念事業として、又は我が国固有の優れた文化資産の保存及び活用を図るため閣議の決定を経て護週する都市計画施設である公
園又は緑地」「都市公園法」第二条第一項、昭和三一〈一九五六）年法律第七九号。
（８）松下圭一「政策型思考と政治」重泉大学出版会、一九九一、’○頁。また本論文で言う「政策」は、問題領域が個人の解決能力を
超える「政府政策」、すなわち、制度主体が基本法に基づく手続きを通じて公認の正統政策となったものに限定する。
（
９
）
言
う
ま
で
も
な
く
「
政
策
‐
｜
そ
れ
自
体
の
定
義
は
相
当
困
難
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
厳
密
な
定
義
や
概
念
規
定
の
分
析
よ
り
そ
の
変
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
以
上
の
議
論
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
と
し
、
以
下
の
文
献
を
参
考
さ
れ
た
い
。
政
策
概
念
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
下
村
郁
夫
「
政
策
概念の探求（上・下）」『自治研究」良瞥普及会、一九九六、二月号・五月号。政策概念については、大森彌「政策」『政治学の基礎概
念」（日本政治学会編）岩波懇店、’九七九。政策における目的と手段については、贋瀬克哉「政策手段」「行政学の基礎』（森田朗編）
念」（日本
岩波書店、
は
緑
地
である公園又は緑地で地方公共団体が設圃するもの及び地方公共団体が同条第二項に規定する都市計画区域内において識慨する公園又
一九九八。
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法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
九八
丹念に解明すること」（西尾陸『行政の活動』有斐閣、二○○二、一七三頁）としての行政史の役割と、「一般に行政史として理解され
ているものの多くは特定分野の政策の展開史であり……その政策展開を促したと思われる社会経済的環境や政治状況の変化に力点が置
かれる」という今村の批判的指摘（今村都南雄の轡評『年報行政研究（二十五）』日本行政学会編、一九九○、二八九頁）をわきまえ
た上、｜「行政史というものが……一つの意味のある世界として、多少とも自立性をもった歴史」（西尾陸『日本森林行政史の研究ｌ環境
保全の源流』東京大学出版会、一九八八、はしがき）として理解している。この行政史として書かれた著書には、武藤博己『イギリス
道路行政史ｌ教区道路からモーターウェイ△東京大学出版会、一九九五および西村美香『国家公務員給与と地方公務員給与の「均
衡」制度の形成、労働政策・人事管理政策・財政政策の複合政策としての給与の分析、一九四五～一九五九』（鬼泉大学都市行政研究
会研究叢瞥五）、東京大学都市行政研究会、’九九一を参照。
（ｕ）本稿における主な歴史的記述は以下の文献に基づいている。頻繁に引用している文献は以下である。①璽尿都『夏昆の公園（八○
～一二○年）』一九六五～一九九五、②日本公園百年史刊行会編『日本公園百年史（総論・各論二一九七八、③佐藤昌「日本公園緑地
発
達
史
（
上
・
下
巨
都
市
計
画
研
究
社
、
一
九
七
七
、
④
前
島
康
彦
『
璽
泉
公
園
史
話
』
東
京
都
公
園
協
会
、
一
九
八
九
、
⑤
末
松
四
郎
『
璽
隈
の
公
園
通
誌
（
上
・
下
Ｅ
郷
学
舎
、
一
九
八
一
。
両
）
「
社
会
的
共
通
資
本
」
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文
献
が
参
考
に
な
る
。
宇
沢
弘
文
・
高
木
郁
郎
「
市
場
・
公
共
・
人
間
、
社
会
的
共
通
資
本
の
政
治
経
済
学
』
第
一
掛
林
、
一
九
九
二
お
よ
び
宇
沢
弘
文
・
茂
木
愛
一
郎
編
「
社
会
的
共
通
資
本
、
コ
モ
ン
ズ
と
都
市
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
・
両）この社会資本整備論的立場から公園緑地などを捉えようとする動きや現況を詳しく論じているものとしては、石川幹子「社会資本
整備論としてのランドスヶープ研究」『造園雑誌』五八（三）、’九九五を参照。
（Ⅳ）本稿では、政策形成のプロセスを八段階に分けて考える立場を取る。詳細は、武藤博己綱著「自治体の政策形成・政策法務・政策
評価」『シリーズ図説・地方分権と自治体改革④政策形成・政策法務・政策評価』東京法令出版、二○○○、六頁以下参照。
砲）公園緑地に関する時代区分は、佐藤昌『公園緑地発達史（上巻）』都市計画研究所、一九七七、Ⅵ、Ⅶ頁に詳細に紹介されている。
本稿では、記述上の便宜を図るため、主に都市公園の機能変化に重点を侭き、大まかに時系列的な三つの時代（太政官布達公園期・旧
都
市
計
画
期
・
戦
後
）
に
区
分
し
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
。
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｜
啓
蒙
主
義
と
公
園
開
設
一
九
世
紀
の
欧
米
諸
国
、
な
か
で
も
都
市
公
園
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
の
は
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
国
に
お
け
る
都
市
公
園
政
策
の
展
開
は
、
と
も
に
日
本
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
近
代
的
都
市
公
園
の
規
範
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
位
置
づ
け
お
よ
び
そ
の
機
能
は
必
ず
し
も
同
一
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
言葉の語源から見れば、一般的に公園の英訳である「日鳥」は、王室、貴族所有の狩猟用の広大な土地を指す言
葉であり、フランス起源の「パルク（宮『・）」という言葉は、イギリスにおいても、ドイツにおいても、「士族貴族
た
ち
の
領
地
内
の
庭
園
と
林
地
が
一
体
と
な
っ
た
部
分
」
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
（
東
京
都
『
東
京
の
公
園
一
二
○
年
』
一九九五、
やがて、
なる。そ（
パ
ー
ク
（
や
が
て
、
啓
蒙
主
義
が
時
代
の
支
配
的
な
思
潮
と
な
り
、
君
主
や
質
族
た
ち
は
私
的
所
有
の
庭
園
の
一
部
を
市
民
に
公
開
す
る
よ
う
に
る
。
そ
の
例
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
（
一
六
三
五
年
）
、
セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｉ
ク
（
一
六
六
六
年
）
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ヘ
レ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
（
一
七
一
四
年
）
な
ど
で
あ
る
。
しかし、この一七、一八世紀に行われた庭園の部分的公開は一般市民のためではなく、啓蒙専制主義に典型的に見
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
九
九
第
一
章
近
代
的
都
市
公
園
の
発
祥
と
伝
播
二頁）。
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国家形成に向け、二
都市公園」である。
ところが、ドイツ的官僚制を規範として受け入れた明治政府にとって理想とされた近代的都市の公園は、近代国家
の
形
成
に
と
も
な
い
公
園
を
「
国
民
教
化
装
置
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
ド
イ
ツ
の
公
園
が
、
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
曰
比
谷
公
園
設
計
案
に
お
け
る
日
本
庭
園
の
否
定
と
ド
イ
ツ
の
公
園
設
計
を
取
り
入
れ
た
本
多
静
六
の
設
計
案
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
や
、
大
正
期
の
後
半
か
ら
昭
和
前
期
に
お
い
て
、
頻
繁
に
み
ら
れ
る
各
種
「
記
念
公
園
」
や
国
民
体
力
向
上
の
た
く２）
めの厚生行政などの点を指摘できる。ここには、〈啓挙家》という共通の思想的基盤が潜んでいた。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一○○
られる恩典の一種であり、その本質は支配層の威厳誇示かつ恩典の強調に過ぎなかった。現在の都市公園の意味から
して、都市という空間における近代的都市施設としての都市公園の造成が本格的に行われるようになったのは、’九
世紀半ばのことであった。その目的は、大きく分けて「都市の保健衛生」問題への対処と「民衆教化」の必要性から
で
あ
っ
た
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
産
業
革
命
後
の
都
市
問
題
が
発
端
と
な
っ
た
深
刻
な
衛
生
問
題
（
コ
レ
ラ
の
流
行
）
な
ど
に
対
す
る
都市衛生・環境問題の一つの解決策（政治的には都市自治体の影響力増大や労働者階級のレクリエーション問題など
（１） 
に導かれた都市改良運動）として登場する「イギリス型都市公園」であり、後者は、’二○○個以上の領邦から一つの
国家形成に向け、愛国心育成の装置（教化施設）として、公園という施設造成に積極的な取組みを見せた「ドイツ型
二
公
園
開
設
の
目
的
欧
米
の
近
代
的
都
市
に
お
け
る
公
園
づ
く
り
の
歴
史
は
、
産
業
革
命
以
降
の
都
市
環
境
改
善
・
福
祉
国
家
化
と
軸
を
と
も
に
し
て
い
る
が、本格的な公園開設は異なった目的によって進められていた。たとえば、行政学の母胎として知られている官房学
Hosei University Repository
の
生
地
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
都
市
空
間
に
お
け
る
公
共
的
空
間
と
し
て
の
公
園
を
単
な
る
空
地
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
た
伝
来
の
広
場
や
遊
歩
道
と
は
違
う
空
間
と
し
て
の
公
園
づ
く
り
を
行
政
の
役
割
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
。
それは、’八世紀ドイツ、キール大学の哲学・美術教授であり、ドイツにおける都市公園の成立に極めて重要な理
論的基盤を与えた、ヒルシュフェリト（○す『一切ＳｐｏごＦ凹巨『の日田『⑫：［のＥ、一七四二～’七九二）の「国民公園」、
すなわち「フォルクスガルテン（ご◎房⑫恩耳のロ）」の考え方によくあらわれていた。彼は、「現代行政の進歩の下では、
そ
の
市
域
や
近
郊
に
公
共
の
遊
歩
道
を
持
た
な
い
市
を
見
い
だ
す
の
は
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
展
望
し
た
上
で
、
「
行
政
の
理
論
的
な
（３） 
原則に照らせば、このフォルクスガループンは市民の重要な要求であると見なすべきであろう」と主張していた。
こ
の
よ
う
な
彼
の
考
え
方
が
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
都
市
公
園
づ
く
り
に
取
り
込
ま
れ
、
各
地
域
に
お
い
て
積
極
的
な
都
市
公
園
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
市
民
の
教
化
装
置
と
し
て
の
啓
蒙
主
義
的
観
点
と
、
そ
れ
の
担
い
手
と
し
て
の
都
市
自
治
体
の
想
定
は
、
少
な
く
と
も、この時期すでに都市公園政策が行政の重要な項目であったことを物語る重要な証拠である。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
園
政
策
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
造
園
著
作
家
の
代
表
で
あ
っ
た
、
ラ
ウ
ド
ン
の
言
葉
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。
彼の言葉を借りれば、「英国においての公園は、政府の考えによるというよりはむしろ、民衆の精神（のロ『写Ｃ［言の
（４） 
口の。ロ｝の）から生まれたものである」とされ、その背景に政治的自治の歴史が刻まれていることを強調した。このこ
と
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
大
陸
系
の
都
市
公
園
が
、
時
代
の
統
治
者
ま
た
都
市
自
治
体
に
よ
り
、
都
市
公
園
づ
く
り
が
意
図
的
に
推進されたこととの相違を語っている。以下においては、イギリスにおける都市公園の法制度の形成とその流れを中
心に見ておこう。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
￣ 
○ 
￣ 
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○
○
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一○二
三
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
園
法
制
の
展
開
中世において、賭博に類するゲームの禁止などを含んだ一一一一八八年の「労働者の法律（の白冒〔の○（Ｆ号・ロ『の『の）」
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
が
し
か
し
、
一
般
市
民
の
自
由
な
利
用
を
目
的
と
し
た
（５） 
公園づくりが始まるのは、一九世紀に入ってか》ｂであった。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
都
市
公
園
の
成
り
行
き
は
一
九
世
紀
の
産
業
塗
人
命
が
も
た
ら
し
た
工
業
化
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
人
口
一
○
万
を
越
え
る
大
規
模
な
工
業
都
市
の
誕
生
と
そ
こ
に
集
ま
っ
て
き
た
労
働
者
に
よ
っ
て
都
市
内
部
に
お
い
て
は
貧
富
の
格
差
が
広
が
り
、
貧
困
と
過
密
が
劣
悪
な
生
活
環
境
を
生
み
出
し
て
い
た
。
一
九
冊
絶
半
ば
に
す
で
に
二
○
○
万
都
市
と
な
っ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
は
、
こ
の
劣
悪
な
生
活
環
境
に
対
し
健
全
な
娯
楽
と
良
質
な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の
「
公
共
の
庭
」
を
計
画
し
た
。
こ
の
は
じ
め
て
計
画
さ
れ
た
（６） 
公共の庭が市民の利用を前提した初めての都市公園「リージェント・パーク（幻の、の貝②已凹『六の）」であった。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
近
代
的
都
市
公
園
の
発
達
は
、
社
会
に
お
け
る
衛
生
的
観
念
の
向
上
お
よ
び
人
道
主
義
の
発
達
と
一
緒
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
公
園
を
法
律
的
基
礎
の
上
に
お
い
て
促
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
動
き
は
、
一
八
三
○
年
代
を
中
心
に
本
格
化
す
る
。
一
八
三
三
年
に
お
け
る
英
議
筌
の
特
別
委
員
会
の
報
告
書
、
ま
た
、
こ
の
翌
年
新
興
都
市
の
非
衛
生
的
な
環
境
の
改
良
問
題
を
取
り
上
げ
た
国立委員会の報告などの影響で、一八四八年に「公衆衛生法（で：｝一Ｃ饅の四一三シｇ）」が制定された。その中には、
中
流
階
級
以
下
の
人
々
に
と
っ
て
必
要
な
「
公
共
の
遊
歩
地
」
・
「
体
育
・
慰
楽
」
な
ど
を
自
治
体
の
手
に
よ
っ
て
整
備
す
る
よ
う
呼
び
か
各
法
律
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
ち
、
時
々
改
正
さ
れ
な
が
ら
公
園
の
発
展
に
寄
与
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
中
で
、
と
く
に
注
（８） 
目できるのは一八六○年の「公共改良法（勺巨ウーー旦曰□『・ぐのＢのローン○（）」である。この法律は僅か七条文でありなが
（７） 
け
て
い
た
。
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（９） 
ら、その内容においては、一八六一一一年の「都市庭園保護法（『○三コ○四己⑦。の勺『。（の。二・口シｇ）」とともに、公園に関
するもっとも重要なる法制、すなわち一八七五年の「公衆衛生法（勺：一一Ｃ困田一言シ２）」の改正を促す要因となる。
その第一六四条の僅か二項の規定によって、地方自治体が初めて「公共歩道および遊園（勺ｇ－－Ｃ三巴丙：。勺｝田印‐
貝の⑦『・巨且）」を設けることができるようになった。条項の内容には、「公共歩道および遊園を地方自治体が買収す
る
か
あ
る
い
は
借
地
し
、
そ
れ
ら
を
維
持
管
理
・
改
良
し
、
費
用
を
分
担
す
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
取
締
の
た
め
に
条
例
を
作
る
こ
（川）
と、この条例を違反した者の退去について規定することの権限を地方自治体に与えたもの」などＪｂ含まれていた。
一八七五年からの「公衆衛生法」は、その中に都市計画の初期法制が織り込まれているもので、都市計画上重要な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
公
園
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
公
園
が
都
市
に
お
け
る
公
共
施
設
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
産
業
革
命
に
よ
る
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
と
も
に
、
そ
の
都
市
労
働
者
の
労
働
以
外
余
暇
時
間
の
利
用
と
し
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
土
地
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
く
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
一
八
二
○
年
代
か
ら
一
八
三
○
年
代
に
か
け
て
中
間
階
級
を
中
心
に
流
行
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
のレクリエーションに対する認識の改善は、「社会の改良（】己己『ｏぐのョの貝）」に関わるものであった。言い換えれば、
大
衆
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
は
、
当
時
の
改
良
主
義
・
道
徳
主
義
な
ど
、
合
法
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
主
張
す
る
活
動
家
た
ち
の
主
た
る
関
心
対
象
で
あ
っ
た
。
当
時
に
お
け
る
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
意
味
は
、
「
再
・
創
造
」
を
意
味
し
、
心
に
お
け
〈Ⅲ）
る再充電およびより良い生活のために必要な精神として認識されるようになっていた。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
○ 
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（二）「公園取締法」と「都市庭園保護法」
公
園
管
理
に
関
す
る
最
初
の
法
律
で
あ
っ
た
「
都
市
庭
園
保
謹
法
」
は
、
「
市
お
よ
び
特
別
市
内
の
一
定
の
庭
園
ま
た
は
装
飾
地
の
保
謹
の
た
め
の
法
律
」
の
略
称
で
あ
り
、
全
八
条
か
ら
樹
成
さ
れ
て
い
た
。
条
文
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
第
一
条
に
は
、
「
広
場
内
の
庭
園
な
ど
は
首
都
建
設
委
員
局
ま
た
は
他
の
法
人
当
局
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
」
と
い
う
、
公
園
管
理
に
関
す
る
義
務
の
規
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
公
園
の
管
理
が
不
十
分
な
い
し
他
の
原
因
に
よ
っ
て
管
理
が
疎
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
地の管轄である首都建設委員局および市または特別市内の法人が、この庭園または装飾地の管理をする」との趣旨を
掲示し、これらの主体が公園管理に対する義務を負うというものであった。他には、「侵入に対する保護（第二条）」、
法
学
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一○四
（ご「レクリエーション地法」
こ
の
よ
う
な
社
会
認
識
に
対
応
し
て
登
場
す
る
の
が
、
一
八
五
九
年
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
法
（
【
の
Ｃ
『
の
菖
・
ロ
の
８
目
ニ
ン
ｇ
）
」
で
あ
る
。
こ
の
法
の
前
文
は
、
「
青
少
年
の
統
制
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
児
童
の
た
め
の
遊
戯
場
と
し
て
密
住
地
に
近
い
土
地
を
使
用
す
る
た
め
の
贈
与
を
便
な
ら
し
め
る
法
律
」
と
示
し
、
都
市
計
画
的
見
地
か
ら
の
公
園
用
地
を
取
得
す
る
重
要
性
が
、
当
時
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
時
代
の
公
園
の
主
目
的
は
、
静
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
公
園
の
観
念
も
ま
た
「
散
歩
、
体
」
操
お
よ
び
遊
戯
」
の
範
囲
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
動
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
公
園
と
は
多
少
趣
を
異
に
し
て
い
る
が
、
多
少
動
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
と
す
る
公
園
に
つ
い
て
も
、
一
八
六
三
年
の
「
都
市
庭
園
保
護
法
」
の
制
定
・
法
制
化
と
と
も
に
公
園
の
機
能
と
し
て
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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「庭園などの維持に関する条例（第四条こ、「庭園の段損に対する罰金（第五条）」などが含まれていた。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
都
市
庭
園
保
護
法
」
に
お
い
て
は
、
第
七
条
に
例
外
規
定
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
王
室
財
産
な
ど
の
除
外
で
あ
っ
た
。
除
外
さ
れ
た
王
室
財
産
の
内
容
に
は
、
①
女
王
に
属
す
る
庭
園
、
装
飾
地
ま
た
は
そ
の
他
の
土
地
、
②
一
時
的
に
建
設
委
員
長
の
管
理下にあるまたは一八五一年の王室土地舗装法によって一時建設管理官として行動している者の管理下にある庭園、
装
飾
地
ま
た
は
そ
の
他
の
土
地
、
③
国
会
に
よ
る
公
共
法
ま
た
は
私
法
に
よ
っ
て
、
適
当
な
管
理
と
保
護
の
た
め
の
特
別
規
定
が
設
け
ら
（吃）
れ
て
い
る
庭
園
、
装
飾
地
ま
た
は
そ
の
他
の
土
地
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
王
室
財
産
関
連
の
例
外
規
定
は
、
そ
の
後
一
八
七
二
年
に
至
り
王
室
所
有
の
庭
園
、
装
飾
地
ま
た
は
そ
の
他
の
土
地
に
関
し
て
、
「公園取締法（勺日六両の碩巨一目○口シｇ）」、すなわち、「王有公園及王有庭園の取締に関する法律」によって補完される
ことになる。この法律の特徴は、公園管理官（勺山鳥【の①己の『）を設置に関するもので、その「公園管理官」とは、
「
本
法
の
通
過
前
に
公
園
管
理
官
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
、
ま
た
は
本
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
公
園
の
管
理
官
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
」
を
指
し
て
い
た
。
第
七
条
の
規
定
「
公
園
管
理
官
の
権
限
、
義
務
お
よ
び
特
権
」
に
お
い
て
は
、
「
公
園
管
理
官
は
、
法
に
よ
っ
て
と
く
に与えられた権限および免除特権（自己日目一三）の他に、管理官としての管轄の公園内においてその公園を管轄する
警
察
区
域
内
で
の
警
察
官
と
同
様
の
業
務
と
責
任
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
義
務
と
し
て
は
「
自
己
の
任
務
の
遂
行
上
自
己
の
行
動
に
関
し
て
、
随
時
委
員
長
か
ら
受
け
取
っ
た
法
的
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
制
服
を
着
用
し
、
そ
の
助
手
と
と
も
に
、
「
公
園
内
に
お
い
て
、
規
則
を
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
管
理
官
が
判
断
し
た
違
反
者
を
逮
捕
状
な
し
で
拘
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
違
反
者
の
氏
名
住
所
が
不
詳
で
、
公
園
管
理
官
が
そ
の
身
分
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
限
る
（旧）
とされた。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一○五
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さ
て
、
前
述
し
た
「
公
衆
衛
生
法
」
は
、
一
八
九
○
年
に
遊
園
に
関
す
る
権
限
を
拡
張
し
、
公
共
歩
道
お
よ
び
庭
園
を
閉
鎖
す
る
こ
と
お
よ
び
入
場
の
た
め
の
料
金
を
と
る
こ
と
、
地
方
自
治
体
の
区
域
の
内
外
に
わ
た
り
私
人
が
設
け
た
歩
道
お
よ
び
遊
園
を
買
収
ま
た
は
そ
（Ｍ） 
れらに新しく施設を加》えることができるようになっていた。
こ
の
法
律
は
、
そ
の
後
改
正
・
拡
大
し
て
い
く
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
一
九
○
七
年
に
ア
イ
ス
・
ス
ケ
ー
ト
の
保
謹
、
ゲ
ー
ム
の
ための土地にベンチを置くこと、建物を建てること、公園管理官に警察権を与えること、条例を作ること、河浜に関
す
る
取
締
条
例
を
作
る
こ
と
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。
一
九
○
七
年
改
正
に
よ
っ
て
、
遊
園
・
公
共
歩
道
と
い
う
言
葉
に
代
わ
っ
て
「
公
園
（勺：］】・恩『丙）」という言葉が、法律上使用されたのである。すなわち、法律用語としての公園は、近代的都市公園
の
発
祥
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
さ
え
二
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
都
市
公
園
の
発
達
は
、
工
業
生
産
、
す
な
わ
ち
産
業
革
命
を
き
っ
か
け
と
し
て
急
速
に
進
行
し
た
。
と
く
に
、
イ
ギリス都市公園において、もっとも重要な時期であった「ビクトリァン公園（ご一Ｒ・『旨ロの勺囚『丙）」は、産業革命に
よ
る
時
代
の
変
化
を
、
物
質
的
側
面
よ
り
も
む
し
ろ
精
神
的
側
面
に
お
い
て
受
け
止
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
都
市
に
お
い
て
の
「
大
き
な
公園（Ｂ四局の日『丙）」だけが、過密な都市生活における「自由空間（○つ目の日・の）」問題を解決するには適切な方法
で
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
周
り
に
小
さ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
を
造
る
こ
と
や
廃
嘘
と
な
っ
て
い
る
空
地
をレクリエーション用に換えていくことへの動きは、都市‐生活に自由空間が必要であることを認めたものであり、世
論
の
反
映
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（三）「都市公園運動」
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他方、イギリスにおける「都市公園運動（弓宮のⅣ『戸三・ぐの曰の具）」は、経済的・社会的要因変化の結果であった
がもっと重要な点はそれが政治的な枠組みの変化、すなわち都市問題に対する自治体の影響力拡大を意味していると
（胴）
ころにあった。この都市公園運動は、これまでの公園開園が主に支配階級の恩典的性格あるいは後見的な観念に基づ
いていたことへの反発に根ざしていた。というのは、この時期までの主な公園の開園は地域的に偏在していたのであ
る。たとえば、当時のロンドンの西側ラェストミンス夕から寺院の西方）は、上流階級が住むところであったから、
当時の公園は主にこの地域に集中され、上層部の利用が多かった。
この時期、下層階級は主にロンドンの東側に住んでおり、彼らは不健全な生活環境での生活を強いられていた。彼
ら下層市民のための公園開園は、’八四五年のビクトリア公園、’八五七年のバッターシー公園の開園がその噴矢で
〈川）
あ
っ
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
は
ロ
ン
ド
ン
の
東
側
に
位
置
し
、
バ
ッ
タ
ー
シ
ー
公
園
は
ロ
ン
ド
ン
の
南
側
に
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
公
園
が
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
開
設
目
的
が
、
こ
れ
ま
で
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
社
会
階
級
と
し
て
の
労
働
者
の
た
め
に
造
ら
れ
た
こ
と
（Ⅳ） 
にある。その結果、王室・貴族所有地の開放時代かつり慈善（家）などによる寄付時代を経て、自治体による本格的な
都市公園づくりが、’八七○年代以降整備されることとなった。すなわち、都市空間において、レクリエーションの
必要性が制度上において認められたことおよびその運営管理の担い手が自治体であったことを意味していた。
公園法制の変化を中心にして概観したイギリス公園の形成過程は、次なる二点において豊富な示唆を内包している。
第一に、公園の開設や整備を促す要因が、産業革命以後の「都市問題」への対策として取り上げられていることであ
る。言い換えれば、都市における公園の必要性は、工業生産力の拡大とともに増大したのであり、「衛生的側面」と
いう消極的な認識から「レクリエーション重視」という積極的な認識への変化という時代背景を反映していた。都市
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
一
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一○七
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四
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
公
園
思
想
と
国
民
公
園
の
整
備
一九世紀を通じて、ドイツでは、公共の緑地（とくに都市公園）を「民衆啓蒙の場」と見なし、それが持つ教育的
機
能
の
強
調
や
愛
国
心
育
成
の
場
と
し
て
の
意
義
づ
け
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
造
園
界
だ
け
で
は
な
く
社
会
に
お
い
て
、
広
く
見
ら
れる現象であった。公共緑地の理念は、〈啓蒙と愛国心〉という一八世紀末のドイツ思想界の深い関心の中から生ま
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公園の初嬬姻形態として、王室・貴族所有の庭園を一般に開放したのが、啓鐸率主義的恩典という時代背景を反映であっ
たとすれば、都市の衛生問題をきっかけに、レクリエーション重視に対する地域的公園の必要性は、産業革命のヒズ
ミ
の
是
正
と
改
善
と
い
う
時
代
背
景
を
反
映
し
て
い
た
。
第二に、その必要性がだれによって充足されていたのかに関する示唆である。公園開設の主体は、王室・貴族から、
土地所有者、自治体の順に変化していて、それは上で見たように法制度の変化をともなっている。非日常的な公開か
ら
日
常
的
な
利
用
へ
と
そ
の
必
要
の
要
因
が
変
化
す
る
こ
と
に
し
た
が
い
、
そ
れ
に
対
応
す
る
制
度
と
管
理
法
制
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て公園は開設されていた。また、開設された公園管理には警察権同様の権限が与えられ、公園のもつ社会的機能が管
理
内
容
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
機
能
変
化
に
と
も
な
う
利
用
実
態
、
法
制
度
、
管
理
内
容
の
組
み
立
て
が
、
社
会
的
状
況
変
化
に
し
た
が
っ
て
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
同
じ
都
市
公
園
で
あ
り
な
が
ら
後
述
す
る
ド
イ
ツ
の
都
市
公
園
は
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
っ
た
目
的
の
下
で
計
画
的
に
造
成
さ
れ
た
。
〈旧）
れた
の
で
あ
る
。
ドイツにおいて、当初から公開を目的として自覚的に設置された公園は、一八世紀の終わり頃までほとんど存在し
）一つ０１１
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こ
の
時
期
の
公
園
公
開
は
、
市
民
の
利
用
を
第
一
義
に
考
え
た
も
の
で
は
な
く
、
啓
蒙
専
制
主
義
に
お
い
て
見
ら
れ
る
〈
恩
典
〉
を
そ
の
思
想
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
支
配
層
の
威
厳
誇
示
と
恩
典
が
、
私
園
・
庭
園
を
公
開
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
都
市
公
園
の
基
礎
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
ル
テ
ン
（
国
民
公
園
）
の
成
立
に
き
わ
め
て
重
要
な
理
論
的
基
盤
を
提
供
し
た
と
さ
れ
る
、
ヒ
ル
（加）
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
考
え
方
に
、
当
時
ド
イ
ツ
で
期
待
さ
れ
た
都
市
公
園
の
啓
蒙
的
か
つ
教
化
的
役
割
が
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
国
民
公
園
に
対
す
る
考
え
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
的
か
つ
教
化
的
な
装
置
と
し
て
の
公
園
は
、
民
衆
を
上
流
市
民
の
教
養
と
愛
国
心
と
を
併
せ
持
っ
た
、
国
民
に
育
て
上
げ
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
公
園
の
設
置
に
関
す
る
行
政
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
避
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
祉
会
化
」
と
政
箙
形
成
（
二
（
申
）
一○九
な
か
っ
た
。
市
内
に
い
く
つ
か
の
庭
園
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
貴
族
や
諸
侯
の
私
園
・
庭
園
で
あ
り
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
かった。中世から市民の野外レクリエーション用に存在してきた、シュッッェンヴィーゼ（の、冒冨のコミーの⑪の）やビニ
ルガーヴィーゼ（口巨『ぬの『葛｝①⑪の）、ポルクスヴィーゼ（く○一百ミーのいの）などと呼ばれる緑地が各地に存在していたもの
の
、
そ
れ
ら
は
自
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
市
の
城
郭
の
外
側
に
位
置
し
て
お
り
、
日
常
的
な
利
用
に
は
不
便
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
家
屋
が
密
集
し
て
い
る
市
の
囲
郭
内
か
ら
、
市
門
（
境
界
）
ま
で
は
相
当
の
距
離
が
あ
り
、
手
入
れ
に
出
向
く
た
め
に
は
馬
や
馬
車
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
労
働
に
追
わ
れ
て
い
た
市
民
に
と
っ
て
、
日
常
的
に
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
時
間
的
余
裕
は
な
く
、
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
イ
ギ
リ
ス
同
様
王
室
庭
園
や
貴
族
の
私
園
な
ど
が
一
部
公
開
さ
れ
た
が
、
実
際
の
利
用
に
は
厳
し
い
制
限
が
と
も
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
七
一
四
年
に
公
開
さ
れ
た
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
王
ゲ
オ
ル
ク
・
ル
ー
ド
ビ
ィ
ハ
の
宮
殿
と
庭
園
の
布
達
文
に
は
、
彫
刻
や
設
置
物
の
破
壊
禁
止
、
犬
の
持
ち
込
み
禁
止
、
鳥
へ
の
投
石
お
よ
び
捕
痩
禁
止
な
ど
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
上
「
大
噴
水
の
周
り
に
置
い
て
あ
る
ベ
ン
チ
類
は
貴
人
お
よ
び
身
分
あ
る
来
客
用
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
人
々
が
利
用
し
な
い
時
の
み
使
用
す
る
（旧）
こ
と
」
な
ど
が
書
い
て
あ
っ
た
。
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一八四○年、ベルリン市において初めて公園設置が決意され、ベルリン市役所の報告書に「はじめてこの時期に、
役
所
が
一
つ
の
分
野
に
注
意
を
向
け
た
の
で
あ
る
。
法
に
よ
る
絶
対
的
・
強
制
的
な
も
の
で
も
な
く
、
住
民
の
要
求
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、
役
所
が
こ
の
都
市
公
園
分
野
へ
向
か
う
こ
と
を
促
し
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
戴
冠
（
一
七
四
○
年
）
百
年
祭
記
念
の
た
め
、
市
の
東
部
に
公
園
を
設
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
公
園
設
置
の
要
因
が
都
市
計
画
的
な
保
健
衛
生
（露）
面よりは、むしろ記念事業的な面にあることがわかる。この公園フリードリッヒスハイン（句１８１８⑪ロ巴ロ）の設計
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（即）
の得罰則が強調されていたと考壹えられる。
他
方
、
都
市
自
治
体
が
決
議
し
、
公
共
の
費
用
で
設
置
さ
れ
た
最
初
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
ル
テ
ン
（
国
民
公
園
）
は
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
フリードリッヒ・ウィルヘルムスパルク（句１の９『】：三】三の一日の□ロ『六）であり、六年間の工事の末、一八一一一○年に完
成された。「手入れされた自然」と「市に頁献した人物の記念像」の組み合わせによる、「民衆教育にとってきわめて
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
」
と
し
て
の
都
市
公
園
の
登
場
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
「
教
化
装
置
」
と
し
て
の
公
園
は
、
都
市
自
治
体
に
（配）
おける重要な市政項目となり、公的事鑑不であるとの考えが強く打ち出されることになった。
こ
う
し
た
初
期
公
園
に
対
す
る
「
民
衆
教
化
的
」
機
能
は
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
各
種
公
園
設
置
に
深
く
関
わ
っ
て
行
く
。
す
な
わ
ち
、
一
八
四
○
年
を
前
後
と
し
て
、
ド
イ
ツ
都
市
公
園
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
「
記
念
公
園
」
が
、
各
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
民
衆
教
化
の
色
が
強
い
初
期
公
園
に
も
公
園
の
大
き
さ
お
よ
び
そ
の
性
格
に
応
じ
て
、
そ
の
市
出
身
の
偉
人
の
記
念
像
や
重
要
な
歴
史
的
出
来
事
を
記
念
し
た
記
念
碑
、
愛
国
者
像
の
他
に
公
園
名
に
著
名
な
筆
者
・
文
人
な
ど
の
名
前
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
た
が
、
市
当
局
が
そ
の
設
置
主
体
と
し
て
積
極
的
な
取
組
み
を
は
じ
め
る
の
は
、
一
八
四
○
年
代
以
後
の
記
念
公
園
に
お
い
て
で
た。た坐
あ
っ
た
。
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者であったマイャー（のＰ⑩白く三巴の『）は著書の中で、「今日、国や地方官庁の側において、都市の公共広場を庭園
風に整備することや、散歩道やフォルクスガルテンを設置することが当然のことながら特別に注意されるようになっ
（幽）
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
は
保
健
衛
生
上
必
要
で
あ
り
、
ま
た
国
民
道
徳
的
か
つ
美
的
教
育
の
手
段
で
あ
る
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
造
園
学
者
で
あ
る
ラ
ウ
ド
ン
が
、
ド
イ
ツ
公
園
政
策
の
特
徴
を
指
し
て
い
た
「
都
市
統
治
者
が
設
置
し
た
も
の」は、この時期定着したものであった。
’八六○年代から一八七○年代にかけての時期は、ドイツ都市公園政策にとって、｜っの転換期であった。一八六
○年代は、ドイツ各地の大都市に都市公園が設置される時期にあたる。しかし、これらの公園は都市の持つ機能や住
宅・道路などを全体的に扱った都市計画上のものではなかった。それは、この時期まで都市公園の機能は本質的に民
衆
教
化
で
あ
り
、
散
歩
に
疲
れ
て
休
む
ベ
ン
チ
の
木
陰
や
道
に
沿
っ
て
見
上
げ
た
視
線
の
方
に
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
国
王
の
姿
・
偉
人
・
学
者
の
記
念
像
お
よ
び
彫
刻
で
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
教
訓
の
言
葉
に
溢
れ
た
記
念
碑
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ところが、一八七○年代に入り、公園を含めた都市公園緑地の都市計画的視点が都市自治体の間で芽生えはじめた。
ほ
ぼ
一
八
六
○
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
公
共
的
公
園
を
担
当
す
る
た
め
に
各
都
市
の
土
木
・
建
築
局
（
思
目
目
）
に
造
園
家
が
雇
用
さ
〈路）
れた。それは、一八七○年に初めてマイャーが造園職（○四１８・一『の頁。『）を得て以来、各都市の行政が緑地、公園
を
重
要
な
政
策
と
見
な
し
て
き
た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
一
八
世
紀
後
半
の
ヒ
ル
シ
ェ
フ
ェ
ル
ト
に
は
じ
ま
り
、
レ
ン
ネ
、
マ
イ
ャーなど、一九世紀の著名な造園家のほとんどが、都市公園の主な意義を民衆教育の観点から認識していた。それに
加
え
、
一
八
七
○
年
代
に
は
じ
ま
る
都
市
計
画
に
お
い
て
の
公
園
開
設
の
視
点
な
い
し
公
園
政
策
も
「
民
衆
教
化
」
が
本
質
的
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
一
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
こ
く
申
〉
一一一
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す
で
に
、
都
市
衛
生
と
い
う
面
に
お
い
て
、
一
八
三
○
年
代
の
コ
レ
ラ
被
害
を
経
験
し
た
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
一
八
四
○
年
代
か
ら
一
八
六
○
年
代
ま
で
都
市
改
造
の
機
運
が
広
が
り
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
た
。
都
市
改
造
が
一
段
落
し
た
一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
日
本
の
識
者
た
ち
の
目
に
映
っ
た
の
は
電
気
、
水
道
、
道
路
な
ど
の
近
代
の
文
明
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
近
代
的都市であった。とくに、都市の中において都市装置としてきれいに整理されていた公園に目を奪われたに違いない。
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
西
洋
を
見
聞
し
て
戻
っ
た
識
者
の
見
聞
録
一
又
、
街
内
に
遊
園
地
と
唱
、
所
々
広
場
有
り
。
平
常
は
猪
人
此
に
輻
鰻
し
娯
楽
し
、
巴
里
府
諸
遊
園
の
如
く
美
潔
な
ら
ず
と
い
え
ど
も
其
大
な
る
事
世
界
比
な
し
。
平
常
処
（幻）
し・・・…。
近
代
的
都
市
を
初
め
て
み
る
彼
ら
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
は
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
が
経
験
し
た
、
産
業
革
命
以
降
の
都
市
問
題
や
政
治
経
済
的
社
会
変
動
の
産
物
と
し
て
よ
り
は
、
蒸
気
に
よ
っ
て
動
く
汽
車
、
汽
船
、
工
場
と
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
迅
速
な
交
通
と
情
報
の
行
き
来
な
ど
が
実
現
し
て
い
た
欧
米
都
市
は
、
近
代
文
明
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
の
文
章
は
、
一
九
佃
絶
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
西
洋
を
見
聞
し
て
戻
っ
た
識
者
の
見
聞
録
の
一
部
で
あ
る
。
又
、
街
内
に
遊
園
地
と
唱
、
所
々
広
場
有
り
。
平
常
は
猪
人
此
に
輻
鰻
し
娯
楽
し
、
又
軍
事
あ
る
時
に
は
兵
卒
の
屯
所
と
な
る
よ
し
…
…
。
此
遊
園
は
巴
里
府
諸
遊
園
の
如
く
美
潔
な
ら
ず
と
い
え
ど
も
其
大
な
る
事
世
界
比
な
し
。
平
常
は
諸
人
遊
興
の
場
所
と
な
り
、
邪
あ
る
時
は
兵
卒
の
屯
所
と
な
る
よ
（妬）
な事全天を物語っている。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
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五
布
達
以
前
の
啓
蒙
的
遊
園
と
そ
の
槻
能
と
し
て
の
「
行
楽
」
明治維新を前後とし、多くの知識層が欧米諸国を留学・視察した。その際、必ずその印象を記録としての残してい
る
の
が
、
「
近
代
的
技
術
文
明
」
と
都
市
内
の
「
公
園
」
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
近
代
的
文
明
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
明
治
新
政
府
に
と
っ
て
、
都
市
の
中
に
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
た
、
当
時
の
欧
米
都
市
に
お
け
る
公
園
の
姿
は
、
そ
の
時
代
的
背
景
は
と
も
か
く
ま
さ
に
近
代
的
文
明
の
象
徴
と
し
て
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
２
砕
外
見
聞
録
な
ど
に
多
く
残
っ
て
い
る
公
園
関
連
の
記
録
が
、
こ
の
よ
う
Hosei University Repository
機
械
文
明
と
近
代
的
な
都
市
設
備
こ
そ
西
洋
的
力
で
あ
る
と
考
え
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
が
目
に
し
た
の
は
一
応
「
完
成
さ
れ
た
」
公
園
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
都
市
公
園
が
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
て
い
た
の
か
と
いう背景や過程ではなかった。この時期の見聞録に記されている西洋の都市公園の和訳には、ほとんど「遊園」が当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
当
時
の
公
園
に
対
す
る
認
識
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
理
想
と
し
て
の
公
園
の
外
観
だ
け
が
素
朴
に
受
け
取
られ、以降長い間日本における都市公園のイメージを創り上げることになる。では、このような観念的・理想的な公
園観がどのような形で太政官布達にかかわっていくのかを太政官布達前後の社会状況からみよう。
公園法制が始まる明治六（一八七三）年の太政官布達以前の江戸は、すでに一○○万以上の人口を持つ巨大都市で
あ
っ
た
。
こ
の
璽
泉
が
、
都
市
と
し
て
の
形
を
取
る
の
は
徳
川
家
康
が
江
戸
の
造
築
に
着
手
し
た
慶
長
八
（
一
六
○
三
）
年
以
降
の
こ
と
であり、各地から詰め掛けてきた商人たちによって消費都市として膨張をつづけ三代家光の末頃、すなわち幕府成立
（羽）
の基礎の固まった頃の江戸民衆の中には、市域内外の名所古迩を遊び周る風習が出始めたとされる。
太政官布達の内容にも見えるように、この時期「群集遊観」のために「勝区名人ノ旧迩等」の場所が、社会の中に
定着していたことがわかる。その内、もっとも「行楽」の地として有名なところとして、寛永二（一六二五）年に幕
府の祈願所である東叡山寛永寺に桜が植えられ、寛永末頃には江戸唯一の桜名所とされ親しまれてきた「上野の忍ヶ
丘」や、享保一一二七一七）年以来、八代将軍吉宗の「慰楽」策の一環として、隅田川東岸の堤上に桜や柳、桃など
を列植させ、御用の桜と唱えて見廻清掃人を常置して保護にあたらせた「隅田川」などが取り上げられる。これらの
名所は吉宗による「慰楽」の手段として採用され、江戸に「行楽」の観念を、観桜とその場所を通じて埋め込んだの
（鯛）
である。その他に、ロ、川御殿山・飛鳥山・中野の桃園などが造られた。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
こ
く
申
）
’一一一一
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近
世
と
し
て
の
江
戸
は
、
都
市
の
中
に
公
園
的
機
能
を
果
た
す
多
く
の
自
然
環
境
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
は
、
当
時
「
行
楽
」
と
いう言葉が示す通り、日常的ではない年中行事の一環として行われていた。それは区切れた日常生活からの移動と観
覧
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
、
唯
一
の
解
放
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
造
ら
れ
た
多
く
の
遊
園
的
公
園
は
、
近
代
的
な都市公園の初期形態において見られる君主ないし貿族階級による民心維持のための啓蒙的遊園であった。
欧
米
社
会
に
お
い
て
の
初
期
公
園
の
発
展
は
、
こ
の
啓
蒙
主
義
的
恩
恵
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
将
軍
吉
宗
に
よ
る
民
衆
の
「
慰
楽
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
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と
こ
ろ
が
、
観
桜
（
か
ん
お
う
）
の
た
め
に
田
憲
さ
れ
た
江
戸
の
名
所
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
当
時
の
市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
市
街
地
の
中
に
は
、
従
来
の
神
社
仏
閣
と
い
う
伝
統
的
遊
園
と
し
て
の
空
間
｛釦）
と
、
「
火
除
地
（
ひ
よ
け
ち
）
」
と
い
う
防
災
的
空
間
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
「
火
除
地
」
の
本
来
の
用
途
は
、
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の
防
火
地
帯
と
し
て
、
明
暦
大
火
以
来
の
火
災
の
た
び
、
江
戸
の
名
所
に
強
制
的
に
配
圏
し
た
も
の
で
、
道
沿
の
町
家
を
立
退
かせて道路幅を一定区間だけ広げて広場としたものである。この火除地は平舎、において、近隣住区の息抜きの場所と
し
て
も
機
能
し
、
｜
般
に
は
「
広
小
路
（
ひ
ろ
こ
う
じ
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
「
広
小
路
」
に
は
、
桜
な
ど
造
園
的
修
景
施
設（釦）
は
な
か
っ
た
が
、
家
屋
が
密
集
し
た
市
街
地
域
の
中
に
お
い
て
、
身
近
な
散
歩
場
、
社
交
場
、
市
場
、
納
涼
広
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
観
桜
の
名
所
、
火
除
地
（
広
小
路
）
、
神
社
仏
閣
に
加
え
、
江
戸
の
中
央
公
園
と
さ
れ
た
、
護
持
院
ヶ
原
（
原
っ
ぱ
）
や
神
田
川
を
中
心
と
す
る
神
田
上
水
（
江
戸
川
）
な
ら
び
に
、
多
く
の
運
河
な
ど
に
沿
っ
た
豊
か
な
臨
水
空
地
、
崖
地
、
林
地
、
草
原
、
社
寺
の
林
苑
な
ど
が
公
開
さ
れ
、
江
戸
は
比
較
的
多
く
の
自
然
空
間
や
神
社
仏
閣
が
公
園
の
機
能
を
代
替
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
後
期
以
降
の
貴
族
的
技
芸
か
ら
発
達
し
た
園
芸
趣
味
に
と
も
な
い
、
民
営
の
各
種
花
苑
が
繁
昌
し
た
こ
と
も
都
市
全
体
が
一
つ
の
公
園
と
し
〈醜）
て機能胆した要因であった。
Hosei University Repository
一
公
園
制
定
の
社
会
的
背
景
「
太
政
官
」
と
は
、
明
治
一
八
二
八
八
五
）
年
の
「
内
閣
官
制
」
制
定
前
の
国
政
を
掌
る
最
高
府
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
構
は
変
更
を
重
ね
る
。
こ
の
時
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
に
改
正
さ
れ
た
官
制
で
あ
っ
た
。
太
政
官
布
達
第
一
六
号
の
文
書
は
、
太
政
大
臣
が
正
院
、
す
な
わ
ち
、
太
政
大
臣
府
か
ら
府
県
に
下
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
太
政
官
布
達
に
よ
っ
て
始
ま
る
公
園
制
度
の
背
景
に
は
、
当
時
明
治
政
府
が
財
政
確
立
の
た
め
全
国
の
民
有
地
に
国
税
を
課
す
る
「
地
租
改
正
」
と
い
う
大
事
業
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
地
租
改
正
」
と
は
、
江
戸
幕
府
時
代
の
「
米
納
」
を
一
律
に
「
金
納
」
へ
変
更
す
る
た
め
に
、
全
国
の
土
地
に
対
し
て
「
官
公
有
地
」
と
「
民
有
地
（
課
税
地
と
に
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
明
治
政
府
は
、
全
国
の
官
公
有
地
を
調
査
し
、
民
有
地
と
決
（妬）
定
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
の
反
別
面
積
、
地
価
、
税
額
を
表
記
し
た
「
地
券
」
と
い
う
も
の
を
発
行
し
た
。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一一五
策
」
と
し
て
の
遊
園
づ
く
り
も
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
共
通
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
中
心
に
し
た
、
王
侯
貴
族
や
各
藩
侯
、
藩
主
な
ど
に
よ
る
私
苑
・
庭
園
の
開
放
が
、
そ
の
事
実
を
裏
づ
け
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
開
放
さ
れ
た
庭
園
と
し
て
は
、
南
湖
（
現
福
島
県
立公園内）、偕楽園などが有名である。
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
戸
外
慰
楽
」
の
場
は
、
主
に
自
然
的
環
境
の
観
覧
で
あ
り
、
と
く
に
花
見
に
つ
い
て
は
、
「
群
衆
・
郡
桜
・
群
（調）
（鈍）
食
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
静
態
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。
封
建
社
会
に
お
い
て
、
庶
民
に
は
保
健
・
衛
生
・
健
全
体
育など必要としないという封建的思想が、動態的なものの発展を妨げていた。すなわち、「歩く」・「見る」ことだけ
（鍋〉
が
行
楽
と
し
て
一
律
に
行
わ
れ
て
い
た
。
第
二
節
太
政
官
布
達
公
園
の
展
開
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公
園
制
定
の
成
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
当
時
の
社
会
的
背
景
と
し
て
、
①
公
設
の
公
共
遊
園
や
市
街
地
の
広
小
路
（
ひ
ろ
こ
う
じ）の如き、自由空地が都市生活に必要であるという観念、②永年にわたる無計画的な都市造成が招いた都市の老巧
化に対する嫌悪、③幕末明治の交にわたり、泰西の文物に直接触れてきた帰朝者による近代的都市事情、とくに公園
や市民の公共慰楽設備に関する外国の実情の紹介、④新文明の輸入によって近代化をはかろうとした明治政府の対内
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では、太政官布達の目的とは何だったのであろうか。これに対しては、いくつかの説がある。しかし、どの説も通
説
と
し
て
は
史
実
に
か
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
説
に
共
通
し
て
い
る
要
因
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
明
治
新
政
府
が
没
収
し
た
旧
幕
府
旗
本
の
郭
外
（
江
戸
城
外
郭
の
外
）
な
ど
一
千
数
百
所
に
も
お
よ
ぶ
膨
大
な
土
地
の
処
理
に
公
園
地
を
当
て
た
こ
と
（釘）
であった。中には、このような土地政策としての公園制度の誕生は「国民銃ムロの一環」であったとの見解もある。
図
相
添
正
院
達
第
拾
六
号
府県へ
三
府
ヲ
始
人
民
幅
湊
ノ
地
一
一
シ
テ
古
来
ノ
勝
区
名
人
ノ
旧
跡
等
是
迄
群
衆
遊
観
ノ
場
所
東
京
一
一
於
テ
ハ
金
竜
山
浅
草
寺
東
叡
山
寛
永
寺
境
内
ノ類京都二於テハ八坂境内嵐山ノ類総テ社寺境内除地或ハ
公
有
地
ノ
類
従
前
高
外
除
地
二
属
セ
ル
氷
ク
万
人
偕
楽
ノ
地
ト
シ
公
園
卜
可
被
相
定
二
付
府
県
二
於
テ
右
地
所
ヲ
択
上
其
景
況
巨
細
取
調
大
蔵
省
へ
可
伺
出
来
太
政
官
明
治
六
年
一
月
十
五
日
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他
方
、
公
園
制
定
の
直
接
的
な
動
機
は
具
体
的
に
、
①
明
治
新
政
の
標
傍
し
た
近
代
国
家
の
首
都
た
る
夏
泉
を
は
じ
め
主
要
都
市
は
、
対
外
的
・
対
内
的
に
も
急
速
に
整
備
し
近
代
化
す
る
国
策
と
し
て
の
必
要
が
生
じ
て
い
た
こ
と
、
②
維
新
後
の
大
改
革
に
よ
り
大
量
に
開
放
も
し
く
は
公
収
さ
れ
た
幕
藩
関
係
の
所
領
、
料
地
、
施
設
地
、
社
寺
境
内
外
地
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
上
地
処
分
」
さ
れ
た
土
地
の
利
用
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
国
内
の
開
港
都
市
（
と
く
に
、
横
浜
、
神
戸
）
に
お
い
て
、
既
に
計
画
ま
た
は
実
施
を
み
た
内
外
人
共
（柵）
用
の
近
代
的
遊
歩
園
の
効
用
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
説
得
力
を
も
つ
、
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
明
治
六
（
一
八
七
一
二
）
年
の
公
園
制
度
布
達
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
は
、
明
治
元
二
八
六
七
）
年
か
ら
論
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
、
上
野
旧
寛
永
寺
境
内
の
処
理
を
（㈹）
め
ぐ
っ
て
講
じ
ら
れ
た
臨
時
策
と
の
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
公
園
制
度
の
狙
い
が
と
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
史
実
上
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
公
園
制
度
の
始
ま
り
が
、
近
代
都
市
に
お
け
る
公
園
の
設
置
と
い
う
理
念
と
は
反
対
に
、
現
実
的
に
は
従
来
の
名
所
を
基
盤
と
し
て
公
園
と
い
う
名
を
与
え
た
こ
と
だ
け
（机）
は
異論のないところである。
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
太
政
官
布
達
第
一
六
号
は
、
当
時
明
治
政
府
が
抱
え
て
い
た
旧
幕
府
地
の
処
理
と
い
う
現
実
的
な
土
地
管
理
の
問
題
と
、
集
権
的
国
家
の
建
設
の
条
件
と
し
て
の
近
代
的
諸
制
度
お
よ
び
設
備
の
導
入
・
移
植
、
伝
統
的
遊
園
施
設
の
確
保
と
い
う
政
（他）
治的・社会的条件があいまった産物であったと考一えられる。
（銘）
策、などが取り上げられる。
二
大
政
官
布
達
の
内
容
太
政
官
布
達
第
一
六
号
の
内
容
は
、
左
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
布
達
と
し
て
は
簡
単
な
内
容
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
布
達
の
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一一七
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東
京
、
大
阪
、
京
都
を
は
じ
め
と
し
、
人
口
の
密
接
な
場
所
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
が
群
集
し
て
観
賞
遊
観
の
場
所
と
し
て
い
た
古
来
の
景
勝
地
や
名
所
古
跡
地
、
例
え
ば
、
東
京
の
上
野
寛
永
寺
や
浅
草
寺
の
境
内
、
京
都
の
八
坂
神
社
の
境
内
、
嵐
山
の
よ
う
な
場
所
、
す
な
わ
ち
、
従
来
か
ら
特
別
除
税
地
の
扱
い
を
受
け
て
き
た
社
寺
境
内
や
公
共
用
地
の
類
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
今
回
そ
れ
を
改
め
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
永
久
に
偕
楽
の
目
的
に
供
す
る
場
所
で
あ
る
公
園
と
い
う
も
の
に
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
各
府
県
は
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
沿
っ
て
適
地
を
選
定
し
、
景
観
状
況
な
ど
（伯）
を
細
大
に
か
か
わ
ら
ず
調
査
し
た
上
、
図
面
を
添
付
し
て
大
蔵
省
に
そ
の
可
否
を
報
告
せ
よ
。
こ
の
現
代
訳
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
そ
の
宛
先
が
府
県
と
な
っ
て
お
り
、
「
三
府
」
、
す
な
わ
ち
、
東
京
府
、
大
阪
府
、
京
都
府
の
よ
う
に
人
口
の
多
い
都
市
部
を
は
じ
め
、
人
々
が
集
ま
り
群
が
る
場
所
の
う
ち
、
従
来
か
ら
「
群
衆
遊
観
」
の
場
所
で
あ
っ
た
所
を
選
ぶ
こ
と
な
ど
の
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
、
指
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
布
達
に
は
別
達
な
ど
添
付
物
は
一
切
な
い
。
公
園
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
や
公
園
地
の
詳
細
な
調
査
、
大
蔵
省
への報告などの指示が記されているだけである。公園地の所有関係や管理一々法などの詳細には一切触れていないこと
か
ら
み
て
、
布
達
に
お
け
る
公
園
の
性
格
が
準
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
公
園
地
と
も
い
え
従
来
の名所や遊観地が主な対象であり、またその所有が政府のものである以上、公園候補地の選定とその認定だけで公園
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基
本
的
な
性
格
は
、
布
達
の
宛
先
が
府
県
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
一
般
的
な
布
告
と
し
て
の
命
令
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
とにその特概』がある。すなわち、「公園」という制度を始めるという一般向けの木坐ロ文としてではなく、地方官であ
る
府
県
知
事
に
公
園
の
候
補
地
を
調
べ
上
申
す
る
よ
う
に
求
め
た
行
政
内
部
の
連
絡
文
書
で
あ
る
。
こ
の
布
達
の
内
容
を
詳
細
に
見
る
と
、
こ
の
時
代
に
公
園
と
い
う
も
の
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
が
読
み
と
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
布
達
を
現
代
の
用
語
で
読
み
直
す
と
次
の
よ
うな内容となる。
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制度は成立するとの見通しがあったように考えられる。
それは、布達の内容において示されている「社寺境内除地或ハ公有地ノ類」、「従前高外除地二属スル分」という表
現によってその思惑がわかるところである。すなわち、「高外除地」、「公有地」というものは徳川幕府において多く
の
社
寺
に
対
し
て
、
将
軍
の
「
朱
印
状
」
に
よ
る
土
地
所
有
権
の
確
認
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
明
治
政
府
に
お
い
て
も
、
私
有
地
（Ⅲ） 
の
認
証
が
あ
る
も
の
以
外
の
す
べ
て
の
土
地
を
上
地
さ
せ
、
官
有
地
に
属
さ
せ
た
政
府
所
有
の
土
地
を
表
す
言
葉
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
布
達
に
あ
る
「
公
有
地
」
と
は
、
社
寺
の
朱
印
地
で
も
な
く
「
除
地
（
よ
け
ち
“
税
金
が
免
除
さ
れ
た
土
地
こ
で
も
な
い
が
、
従
来
か
ら
公
共
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
道
敷
、
堤
塘
敷
、
溜
池
、
土
揚
敷
、
｜
里
塚
や
郷
倉
敷
地
な
ど
の
土
地
で
除
税
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
幕
府
時
代
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
無
年
貢
地
（
検
地
帳
か
ら
除
か
れ
た
土
地
、
除
地
ご
と
称
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
布
達
に
（禍｝
おける、土地所有関係はいうまでもなく公園とすべき土地は、官有地であるとの認識が定着していたと者》えられる。
こ
の
太
政
官
布
達
の
内
容
に
お
い
て
公
園
の
概
念
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
公
園
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
の
条
件
だ
け
で
は
、
公
園
を
い
か
に
定
義
し
て
い
た
の
か
は
読
み
と
れ
な
い
。
以
降
に
「
公
園
」
の
概
念
と
し
て
い
ち
早
く
登
場
し
た
の
が
、
明
治
七
二
八
七
四
）
年
の
大
政
官
布
達
第
一
二
○
号
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
地
所
名
称
区
別
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治九年二八七六）の内務省議定地理寮発議による「地所名称区別細目」おいて「公園地卜称スルモノハ各府県二於
（網）
て同定メタル衆庶偕楽苑ナリ」という文章が記載されており、公園を定義した最初のものであった。このように、近
代
的
公
園
制
度
の
発
祥
と
さ
れ
る
大
政
官
布
達
は
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
明
治
初
期
の
社
会
的
動
揺
を
和
ら
げ
る
と
同
時
に
「
和
魂
洋
（Ｗ） 
才
」
と
い
う
側
面
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
太
政
官
布
達
の
行
政
的
手
続
き
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
大
蔵
省
に
報
告
さ
せ
た
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
二
九
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三
明
治
期
に
お
け
る
公
園
管
理
江
戸
期
以
来
の
公
園
的
性
格
を
持
つ
遊
園
な
ど
に
お
け
る
取
締
り
規
則
の
先
駆
と
い
え
る
も
の
は
、
太
政
官
布
達
第
一
六
号
の
以
前
に
も
存
在
し
て
い
た
。
と
く
に
、
万
人
偕
楽
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
た
水
戸
の
借
楽
園
に
お
い
て
は
利
用
者
に
対
す
る
「
入
園
者
心
得
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
太
政
官
布
達
に
よ
っ
て
公
園
制
度
が
正
式
に
出
発
し
た
以
後
の
公
園
に
関
す
る
管
理
規
則
は
太
政
官
布
達
か
ら
四
か
月
後
に
東
京
府
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
「
公
園
取
扱
心
得
」
が
最
初
の
制
度
で
あ
っ
た
。
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後
は
ど
う
す
る
と
い
う
細
目
指
一
水
も
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
に
報
告
せ
よ
と
い
う
期
日
指
定
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
政
府
の
考
え
方
は
公
園
に
関
す
る
立
案
、
開
設
、
維
持
一
々
法
な
ど
の
一
切
を
府
県
令
に
委
ね
、
公
認
権
だ
け
を
握
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
公
園
開
設
の
土
地
が
官
有
地
で
あ
り
、
管
理
者
が
政
府
の
任
命
す
る
地
方
官
で
あ
る
府
県
知
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そこから、「地盤国有としての国営の公園」という観念が、この時期すでに存在していたことが伺えるところである。
し
か
し
、
近
代
的
公
園
制
度
の
は
じ
ま
り
と
し
て
の
太
政
官
布
達
は
、
管
理
体
制
な
ら
び
に
公
園
に
対
す
る
社
会
的
認
識
の
欠
如
に
よ
り
、
明
治
後
期
に
い
た
っ
て
そ
の
限
界
が
明
確
に
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
上
そ
の
機
能
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
公
園
取
扱
心
得
一
、
公
園
中
二
於
テ
｜
時
展
覧
物
を
置
キ
或
ハ
百
花
草
木
ヲ
植
へ
、
遊
人
休
息
ノ
為
〆
出
茶
屋
ヲ
設
ク
ル
、
其
他
身
苦
シ
カ
ラ
ザ
ル
商
業
ハ
、
現
場
見
分
ノ
上
地
所
貸
渡
、
午
後
五
時
限
渡
世
差
許
候
可
。
但
シ
、
竃
ヲ
築
立
、
居
住
ス
ル
儀
不
相
成
事
。
一、借地人地税上納二及パズト錐モ、公園周辺ノ堀垣及通路等損激ノ節ハ、相当ノ割合ヲ以テ出金修理セシムベキ事。但シ、公園
一一属スル臨時ノ雑費同断。
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右
の
公
園
取
扱
心
得
の
内
容
に
も
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
明
治
期
に
お
け
る
公
園
の
管
理
制
度
は
、
「
公
園
管
理
規
則
」
、
「
公
園
管理規程」、「公園維持規則」、「公園依存規則」、「公園取締規則」、「公園取締方」、｜‐公園取締人心得」、「公園使用条
（州）
例」、「公園使用規則」、「公園地所借用者心得」など様々な名称であるが、管理のための規則などが定められた。
この時期の代表的な管理規則としては、「上野公園休憩所規則」や「奈良公園案内人取締規則」が挙げられる。自
治体のレベルにおいては、東京府の「公園取扱心得」、「公園出稼仮条例」、「公園地使用条例」の他、大分県「公園地
取
扱
心
得
書
」
、
兵
庫
県
「
公
園
管
理
規
則
」
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
全
国
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
明
治
後
期
に
な
っ
て
、
市
町
｜、｜、一、会議所誌又ハ所戸長ノ内ヨリ総締之者両名可申附置事。
上右ノ通可相心得事。
￣￣￣￣－－ 
、、、、、、
事
。
公園取締之者や各所一名ヅッ可差置事。
在
来
花
木
ノ
類
衰
頽
二
不
及
様
培
養
方
締
々
可
注
意
、
風
損
老
巧
ノ
分
ハ
其
近
傍
二
附
テ
新
規
栽
植
等
、
適
宜
可
取
汁
叩
。
毎
夕
遊
人
退
散
ノ
後
ハ
、
火
ノ
元
ハ
勿
論
、
借
地
ノ
周
囲
ヲ
入
念
掃
除
シ
、
取
締
ノ
者
ェ
相
届
可
引
取
事
。
公
園
内
二
存
在
セ
ル
社
祠
堂
塔
及
祭
祝
法
務
二
必
要
之
建
物
等
ハ
、
祠
官
寺
僧
ニ
テ
進
退
可
為
致
事
。
東叡山、飛鳥山ノ如キ是迄居住人無之地所ハ、新規家作居住等不相成事。但シ、番人清掃人ハ別段之事。
金
竜
山
、
耐
岡
八
幡
社
ノ
如
キ
、
在
来
居
住
人
有
之
地
所
ハ
、
其
敷
地
ノ
坪
数
商
業
ノ
次
第
相
糺
シ
、
居
住
無
蓋
支
糊
所
ハ
可
差
許
候
ェ
共
、
新
規
家作居住ノ儀ハ勿論、今後建増等ハ不相成事。
公
園
内
居
住
人
ハ
其
地
近
接
ノ
（
町
・
村
）
ェ
入
籍
可
為
致
、
尤
地
租
ハ
上
納
二
不
及
候
へ
共
、
其
区
入
費
ハ
相
当
可
取
立
事
。
借
地
人
、
園
内
二
於
テ
不
取
締
之
所
業
有
之
二
於
テ
ハ
、
一
時
借
地
ノ
者
ハ
不
及
申
、
在
来
居
住
ノ
者
タ
リ
ト
モ
、
其
品
ニ
ョ
リ
場
所
為
立
払
可
申
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
￣ 
－ 
－ 
．－－－－■ 
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「
公
園
取
扱
心
得
」
と
「
町
触
案
」
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
太
政
官
布
達
に
よ
る
公
園
の
認
可
は
年
々
増
え
続
け
、
明
治
二
○
（
一
八
八
七
）
年
に
は
全
国
で
八
二
か
所
の
公
園
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
初
期
公
園
の
管
轄
は
内
務
省
の
地
理
局
地
稲
課
で
あ
り
、
明
治
二
○
二
八
八
七
）
年
頃
か
ら
公
園
の
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一一一一一
村の公園使用および使用御科の取扱方を指示した「公園地内使用及料金徴取ノ件」の訓令と、県からの照会に対して、
県もしくは郡の公園について営造物規則により管理すべしとした「郡県一一於テ公園維持保存ノ件」があるのみである。
そ
の
「
奈
良
公
園
史
」
に
よ
る
と
、
明
治
初
期
に
公
園
管
理
に
あ
た
る
公
園
取
締
人
の
職
掌
に
関
し
て
政
府
か
ら
各
府
県
に
対
し
て
「
公
園取締規則」の準則が示された。
こ
の
よ
う
な
公
園
管
理
の
諸
規
則
か
ら
し
て
、
①
公
園
の
利
用
に
関
し
て
は
、
取
締
と
い
う
観
点
で
明
治
期
以
前
か
ら
「
心
得
」
を
定
め
て
い
た
こ
と
、
②
公
園
の
使
用
に
関
し
て
は
、
明
治
初
期
か
ら
使
用
料
や
借
地
料
の
規
定
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
日
常
的
な
維
持
管
理
が行われていたこと、たとえば、公園の環境のため「見苦しい商売」、「不体裁な商売」、「妨害となる商売」などの制
限
、
営
業
時
間
の
制
限
、
工
作
物
の
制
限
、
園
内
の
清
掃
や
散
水
の
実
施
な
ど
、
③
公
園
の
管
理
＋
々
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
に
お
い
て
公園内の日常的な清掃や保守、取締などを目的として、「取締人」「監守人」「看守人」「世話人」「公園守一「園丁」な
ど
の
呼
称
の
管
理
人
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
、
使
用
人
と
借
用
人
の
義
務
的
な
性
格
の
場
合
と
、
一
つ
の
職
種
と
し
て
確
立
し
た
場
合
な
ど
が
あ
っ
た
、
④
公
園
の
財
源
に
関
し
て
は
、
明
治
期
か
ら
公
園
使
用
料
に
関
わ
る
事
項
、
枯
損
木
な
ど
の
公
売
に
よ
る
管
理
費支弁に関わる事項、さらに「公園基金設置」「債権購入銀行預人」などの財源運営に関わる事項などが規定されて
（⑬） 
い
た
こ
と
、
な
ど
が
い
え
る
。
以
下
で
は
明
治
期
の
公
園
管
理
の
状
況
を
衷
昂
府
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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太
政
官
布
達
の
公
園
は
、
前
述
の
通
り
、
国
有
地
に
国
が
、
国
の
機
関
で
あ
る
府
県
に
許
可
し
て
設
置
し
た
公
園
で
あ
る
の
で
、
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
国
に
直
接
管
理
す
る
営
造
物
公
園
、
す
な
わ
ち
、
国
営
公
園
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
公
園
管
理
の
主
体
は
府
県
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
行
政
分
担
の
明
確
で
な
か
っ
た
明
治
初
期
に
は
、
そ
の
管
理
を
管
下
市
町
村
あ
る
い
は
そ
の
組
合
に
委
任
し
て
い
た
ものが少なくない。たとえば、大分県納池公園では、明治一三（一八八○）年に県において定めた、「公園地取扱心
得書」を関係村長に通達している。それは、県が実際に公園を管理していた村への通達であってその内容は、取扱基
準
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
心
得
書
に
よ
れ
ば
、
土
地
の
貸
渡
し
、
枯
損
木
売
払
代
金
の
納
入
、
地
形
の
変
更
な
ど
重
要
な
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一一一一一一
管
理
に
関
す
る
実
態
把
握
が
は
じ
ま
っ
た
。
最
初
の
公
園
管
理
に
関
す
る
内
務
省
訓
令
は
、
明
治
二
○
二
八
八
七
）
年
一
○
月
に
出
さ
れ
た
「
府
県
管
理
ノ
公
園
等
維
持
保
存
経
費
徴
収
方
法
並
二
其
所
属
建
物
取
調
方
ノ
件
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
訓
令
の
内
容
は
、
府
県
公
園
に関わる維持保存方法や坪数、現存する建物などの取り調べについては同年の一二月まで、経費に関わる収支、予算、
（卯）
精
算
な
ど
は
毎
年
内
務
省
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
太
政
官
布
達
以
降
明
治
二
○
年
代
ま
で
の
間
、
太
政
官
布
達
の
影
響
の
下
で
開
設
さ
れ
た
八
二
か
所
の
公
園
の
立
地
や
規
模
に
はばらつきがあり、上野公園のように二五万坪から名古屋市の波越公園のように三○○坪に足らない公園までその格
差
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
公
園
の
形
成
核
と
も
い
う
べ
き
源
基
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
従
来
の
名
所
地
か
ら
社
寺
境
内
、
城
祉などがあり、全体としては、地域的立地条件や社会的条件が反映されていた。このような、自然的立地条件や社会
的
な
条
件
の
反
映
は
、
同
じ
布
達
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
璽
泉
の
上
野
、
芝
、
浅
草
、
深
川
の
よ
う
な
市
街
地
内
に
開
設
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
都
市
公
園
的
タ
イ
プ
」
と
、
大
阪
の
諸
公
園
の
よ
う
に
交
通
の
不
便
な
近
郊
田
園
地
帯
に
立
地
す
る
「
郊
外
公
園
タ
イ
プ
」
（別）
という結果を生み山山した。
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（記）
事項は郡においてそれを行い、直接の管理は地一工において行われたことがわかる。
公
園
の
管
理
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
は
太
政
官
布
達
第
一
六
号
に
お
い
て
公
園
候
補
地
の
ほ
と
ん
ど
を
管
理
す
る
こ
と
になった詣里皐府であった。当時の奉丞泉府知事であった大久保は、太政官布達箪工上ハ号に対し、その管理上の規則とし
て「町緬美」と「公園取扱心得」を太政官正院に上申Ｉすることになった。これは今でいう一般的な行政規則としての
告示案と公園管理指針である。この上申書が奉丞泉における公園設置管理についての最初の規定であった。しかし、法
規
た
る
内
容
を
も
つ
も
の
に
関
し
て
は
、
上
野
公
園
に
対
す
る
内
務
省
博
物
局
発
議
、
す
な
わ
ち
、
明
治
九
（
’
八
七
六
）
年
三
月
三
日
付「上野公園地貸地仮条例」に始まり、さらに奉丞泉府の他の四公園に対しても明治一一（’八七八）年一○月一一日付
零
塁
泉
府
「
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
」
が
、
定
め
ら
れ
た
。
当
時
、
条
例
制
定
権
そ
の
も
の
が
中
央
省
庁
に
属
し
て
い
た
た
め
、
地
方
庁
の
内
務
省
へ
の
申
請
は
、
三
里
泉
府
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
」
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
町
触
案
市
在
区
々
戸
長
今
般
各
地
方
二
於
而
各
境
勝
区
ヲ
選
上
人
民
遊
観
ノ
地
卜
為
シ
長
ク
公
園
卜
可
被
定
旨
被
仰
出
候
二
付
於
当
府
下
ハ
左
二
記
載
ス
ル
五
ヶ
所
ノ
地
ヲ
公
園
卜
相
定
侯
間
右
地
内
借
受
度
者
エ
ハ
上
地
所
可
貸
渡
二
付
望
ノ
者
ハ
別
紙
ノ
通
相
心
得
地
坪
並
仕
方
等
詳
細
記
載
シ
現
場
ノ
図
面
相
添
会
識
所
ェ
可
申
出
来
金
竜
山
浅
草
寺
三
緑
山
増
上
寺
東
叡
山
寛
永
寺
富
岡
八
幡
社
地
飛
鳥
山
右
ノ
趣
市
在
区
無
洩
可
触
知
モ
ノ
他
明
治
六
年
五
月
璽
凪
府
知
事
大
久
保
一
翁
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他
方
、
明
治
初
期
の
東
京
府
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
最
初
の
公
園
管
理
に
関
す
る
規
則
は
、
明
治
六
（
’
八
七
三
）
年
五
月
の
「
公
園
取
扱
心
得
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
京
府
が
公
園
経
営
の
手
段
と
し
て
「
出
稼
人
」
を
公
募
し
た
時
に
、
営
繕
会
議
所
の
案
の
中
に
見
え
た「町触案」（告示案）とともに添付されたものであった。公園の条例規定の中には、｜‐官員の指示を受けよ」と述べ
て
い
る
が
、
所
在
区
務
所
に
は
当
然
公
園
担
当
の
官
員
が
一
、
二
人
は
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
そ
れ
は
、
璽
夙
府
に
お
い
て
も
、
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
長
野
県
士
族
の
曲
尾
光
竜
と
い
う
者
を
公
園
金
支
弁
で
、
月
給
一
二
円
で
雇
入
れ
、
浅
草
、
芝
、
深
川
の
三
公
園
の
巡
視
を
命
じ
た
こ
と
、
更
に
一
三
（
一
八
八
○
）
年
に
は
、
雇
宮
長
安
と
い
う
者
を
公
園
巡
視
に
命
じ
、
同
じ
く
月
給
一
二
円
で
（調）
主として芝公園の巡察に当てていたことなどが当時の官庁文巍曰に散見しているところから推察できる。また、明治一
三
〈
一
八
八
○
）
年
に
東
京
府
が
開
拓
使
庁
の
照
会
に
回
答
し
た
当
時
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
定
め
ら
れ
た
地
代
、
公
園
借
地
料
は
浅
草
公
園
が
一
坪
に
つ
き
一
ヶ
月
金
一
銭
八
里
、
芝
公
園
が
一
銭
二
里
、
深
川
公
園
が
金
二
銭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
園
の
主
な
（則）
管
理
費
は
こ
れ
ら
の
収
入
か
ら
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
東
京
府
は
、
五
大
公
園
を
開
園
す
る
と
同
時
に
こ
の
管
理
指
針
に
基
づ
い
て
、
公
園
内
の
借
地
人
か
ら
借
地
料
を
徴
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
借
地
人
は
「
公
園
出
稼
人
」
と
呼
ば
れ
、
徴
収
し
た
地
料
は
公
園
の
管
理
財
源
と
し
た
と
い
う
。
太
政
官
布
達
に
と
も
な
い東京府が上申した「公園取扱心得」以降、昭和三一（一九五六）年に都市公園法が制定されるまでの間、都市公園
に対する管理規則の変遷を東京に限って時代順に並べれば次のとおりある。
（明治期）
●
明
治
六
年
「
公
園
取
扱
心
得
，
｜
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
〉
五
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この管理法の時系列的変化から見て、公園に対する管理規則が明確に定着するのは、明治期ではなく大正期の霊界
市においてであることがわかる。とくに、大正六（一九一七）年の「公共管理ノ管理スル公共用土地物件ノ使用二関
スル件」は、戦後の昭和三一（一九五六）年に都市公園法が制定されるまで、公園の管理に関するもっとも軍要な管
このような公園の管理体制に関する出発点として、先の「公園取扱心得」を位置づけたが、この最初の公園の指定
およびその管理方法について深く関わったのが「営繕会議所」である。この営繕会議所は、明治維新以降も璽泉府民
理規則であった。
（昭和前期）
●
昭
和
●
昭
和
●
大
正
七
年
「
東
京
市
公
園
使
用
条
例
細
則
」
●
大
正
十
四
年
「
東
京
市
公
園
特
殊
施
設
使
用
条
例
」
●
大
正
十
五
年
「
墓
夙
市
公
園
使
用
料
条
例
」
●
大
正
六
年
「
公
共
団
体
ノ
管
理
ス
ル
ヘ
●
大
正
六
年
「
璽
泉
市
公
園
使
用
条
例
」
●
明
治
二
十
四
年
「
市
町
村
二
於
テ
維
持
保
存
ス
ル
公
園
地
内
使
用
及
使
用
料
徴
収
方
」
●
明
治
三
十
八
年
「
深
川
公
園
、
揚
島
公
園
歳
ノ
市
地
料
徴
集
方
」
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●
明
治
十
一
年
「
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
」
（大正期）
十年「衷泉市公園臨時売店使用料」
十年「公園現場ノ取締及公園ノー時使用二関シ区長ノ管理事務」
六年「公共団体ノ管理スル公共用土地物件ノ使用二関スル件」
一一二ハ
Hosei University Repository
（弱）
に引き続いで営繕会議所と称し、府の監督のもとに、府民有力者数人によって運営されていた。ところが、公園の理
想的経営を望む政府の考えとは離れて、府県においてはその設置、運営、管理方法について相当の混乱があったとみ
られる。明治七（’八七四）年一月に大阪府の照会の内容からは、「公園取扱振り」はどうしたらよいかを東京府に
諮問する項目があったことから十分わかる。その内容を概略すれば、①公園地経営、管理はすべて府でやっているの
か、もし神官や僧侶に取り扱わせているものがあれば、それはどういう点か、②公園経営の経営費支出方法、③公園
地の純然たる土地管理に関する疑問点、④公園地管理の官員、園夫、作業員の有無とその手当などに対する質問など
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
東
京
府
の
回
答
は
、
い
ま
だ
確
定
し
た
方
策
は
な
く
、
民
間
の
請
負
を
考
慮
中
で
あ
る
と
し
、
会
（弱）
議所の公園経営案の写－しを送付Ｉしているに留まっている。このように、明治初期の公園管理は中央政府の理想と地方
の
現
実
と
の
間
に
開
き
が
あ
り
、
内
務
省
に
よ
る
本
格
的
な
公
園
管
理
体
制
が
整
う
の
は
、
相
当
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
例」に基づいて、〈
に
当
て
は
め
て
き
た
。
五
「
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
」
公
園
管
理
に
関
す
る
規
則
は
、
実
際
の
適
用
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
公
園
の
経
営
に
際
し
て
の
運
営
方
針
と
い
う
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
町
触
案
」
な
ら
び
に
「
公
園
取
扱
心
得
」
に
続
い
て
、
実
際
の
公
園
管
理
に
関
す
る
具
体
的
な
法
規
と
し
て
は
、
明
治
二
（
一
八
七
八
）
年
一
二
月
に
公
園
の
所
在
す
る
各
区
宛
に
通
達
さ
れ
た
府
知
事
達
「
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
」
が
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
衷
泉
府
に
お
い
て
は
、
明
治
一
一
二
八
七
八
）
年
に
定
め
た
「
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
公
園
管
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
管
理
規
則
は
、
各
市
毎
に
条
例
の
形
式
で
定
め
ら
れ
公
園
の
維
持
運
営
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
七
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他
方
、
公
園
経
営
に
関
す
る
統
一
的
な
方
針
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
、
重
泉
府
は
独
自
の
経
営
方
針
を
打
ち
出
す
に
至
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
一
旦
議
定
し
た
以
上
根
本
方
針
が
決
ま
ら
な
く
と
も
放
任
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
芝
・
浅
草
・
上
野
な
ど
の
公
園
地
は
年
限
を
付
し
て
民
間
の
経
営
請
負
希
望
者
に
委
任
し
て
漸
次
園
内
を
整
備
す
る
。
…
…
府
が
独
自
の
経
営
を
行
う
際
障
害
と
な
る
よ
う
な
権
利
の
発
生
を
防
ぐ
…
…
公
園
の
名
称
は
一
般
に
受
け
ら
れ
な
い
の
で
〈
花
園
〉
な
い
し
〈
遊
園
〉
に
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
（顕）
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
太
政
官
布
達
に
よ
る
公
園
地
の
選
定
過
程
に
お
い
て
、
明
治
政
府
と
東
京
府
の
間
で
は
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
対
立
し
て
い
た
。
欧
米
諸
国
に
お
い
て
の
近
代
的
な
形
の
公
園
設
置
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
明
治
政
府
の
思
惑
と
、
公
園
経
営
は
あ
く
ま
で
税
収
に
よ
る
も
の
に
し
た
い
と
い
う
東
京
府
に
お
い
て
方
針
が
対
立
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
帝
都
た
る
盟
泉
の
公
園
は
、
貸
附
地
収
入
な
ど
を
経
営
の
手
段
と
す
る
の
で
は
な
く
、
税
収
に
よ
り
整
備
・
管
理
し
た
い
と
い
う
の
が
東
京
府
の
意
見
で
あ
っ
た
。
結
局
、
民
費
の
支
出
も
過
多
で
あ
る
と
の
意
見
が
政
府
に
お
い
て
優
越
し
、
墓
泉
府
は
民
間
的
な
経
営
方
法
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
営
繕
会
議
所
の
経
営
案
に
落
ち
着
（師｝
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一二八
で
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
公
園
制
度
の
始
ま
り
と
と
も
に
用
意
さ
れ
た
「
公
園
取
扱
心
得
」
が
、
な
ぜ
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
い
た
っ
て
条
例
の
形
で
通
達
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
当
時
公
園
に
関
す
る
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
政
府
に
お
け
る
公
園
の
事
務
掌
握
が
、
明
治
七
二
八
七
四
）
年
一
一
月
に
、
大
蔵
省
か
ら
内
務
省
地
籍
寮
に移ったことにより、以前から未解決のままであった公園管理に関する政府と雷丞泉府との意見対立が表面化し始めた
のである。
明治政府と東京府との間で公園の経営方針が定まらないまま、明治七（一八七四）年一二月に「地所名称区別」が
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改正された。これは、一種の土地法的な性格のもので当時の東京府はこの「地所名称区別」を利用し経営方針の根本
的解決を図った。これにより、東京府が憂慮していた公園地の貸渡に際し、将来生じかねない公園地の財産権問題が
避けられるようになったものの、根本的な問題解決策ではなかった。
そ
う
し
た
中
、
東
京
府
は
明
治
二
二
八
七
八
）
年
一
○
月
に
「
東
京
府
公
園
出
稼
仮
条
例
」
を
定
め
、
公
園
所
在
区
の
区
務
所
に
その事務を担当させた。この「衷泉府公園出稼仮条例」の主な内容としては、出稼人の家屋や宿泊など公園内の生活
（調）
にかかわる内容と、その手続きに関する柱不止条項などがあげられていた。
衷
泉
府
公
園
地
内
出
稼
仮
条
例
一、凡ソ公園地内二出稼セムト欲スルモノハ建家築造ノ模様等詳細図面ヲ作り地所拝借ノ義願出ヅベキ事。但シ、公園ハ衆庶偕楽
ノ場所ナルヲ以テ建物ハ成丈ヶ雅致ヲ添へ景色ヲ損セサル様注意可し致且シ落成ノ上ハ掛り官員ノ検査ヲ受クベキ事。
一、本庁二於テハ詮議ノ上実施差支ナク且シ園内ノ繁盛ヲ助クヘキモノト思量スレバ相当ノ借地ヲ許可スベキ事。
一、借地許可後三十日以内二現場着手セザルモノハ直チーー返地セシムベキ事。但シ、借地料ハ居住ノ有無二不し拘第十二条ノ割合
｜、出稼常住人ノ外ハ｜切宿泊不二相成一事。
｜、常住出稼人其人員姓名居住後三日間二可二届出一事。但シ、出人共其都度届出ベン。
一、借地ノ内タリトモ建物ヲ自侭二取拡グルハ勿論模様替卜難そ許可ノ上二無し之テハ着手不二相成事。但シ、雨漏り修繕ハ此限
一、出稼ノ家屋へ他居住同様垣墹ヲ周ラス等ハ固ク不二相成一筈ナルドモ実際上ヲ得ザル場合有し之二於テハ出願ノ上官員ノ差図
ヲ受クベキ事。
ヲ以テ徴収スベシ。
ニアラズ。都市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
九
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以
上
の
東
京
府
の
管
理
規
則
や
上
記
の
大
阪
府
な
ど
の
例
か
ら
は
、
公
園
の
規
模
ま
た
は
性
格
に
よ
っ
て
管
理
体
制
が
一
定
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
具
体
的
な
管
理
の
場
合
、
地
元
に
お
い
て
地
域
的
従
来
的
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
八
（一九三三）年の公園管理状況取調べによれば、全国一○八か所の明治初期創設公園の管理形態は、公園総計一○一一一
か所のうち、①開設以来府県管理の公園（二十四か所）、②当初地元管理であった公園を後に県管理に変更した公園
｜、借地転貨スルハ厳禁タリ故二私費建設ノ家屋売買ハ本人ノ自由一一任スト難モ其侭後任者へ譲度サント欲スルトキハ双方連署以
テ
返
地
更
借
ト
モ
速
二
可
二
願
出
一
事
。
但
シ
、
取
段
テ
売
買
ハ
其
時
々
届
出
ベ
シ
。
｜、園内二清潔ナルト家作ノ之二称上営業ノ其当ヲ得ルトハ最モ繁盛ヲ来ス所以ノモノナレバ臨時出稼人集会協議シ取締方及ビ実
際
有
益
ノ
事
業
卜
見
込
候
件
ハ
区
務
所
ヲ
経
テ
府
庁
へ
開
申
ス
ベ
キ
事
。
一、前条ノ趣意二違背スルモノハ日数十日以上二十日以内ヲ限り引払可二申付一事。
一
、
借
地
ハ
毎
月
廿
八
日
限
り
無
二
相
違
一
区
務
所
へ
可
リ
差
出
一
事
。
一
、
地
所
借
用
ノ
儀
一
且
許
可
ス
ト
難
モ
園
中
都
合
一
一
因
り
引
払
ノ
儀
相
達
節
ハ
其
種
類
二
応
ジ
日
数
二
十
五
日
以
上
五
十
日
以
内
二
建
家
取
穀
チ
元
形
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一三○
｜、夜間ノ営業ハ当分午後十二時ノ事。
一、借地内卜難モ立木ハ其大小ヲ不論伐採或ハ植替等一切禁止ノ事。但シ、私費ヲ以テ樹木植栽致度節ハ其時々可二伺出一事。
｜
、
借
地
内
ハ
勿
論
其
近
傍
卜
難
モ
借
地
人
二
於
テ
時
々
草
取
掃
除
致
シ
不
潔
ナ
ラ
ザ
ル
様
注
意
可
し
致
事
。
一
、
借
地
内
ノ
瀧
渠
へ
塵
茶
ヲ
棄
テ
或
ハ
搬
泥
ヲ
停
滞
セ
シ
ム
ル
等
大
二
健
全
ヲ
害
ス
ル
ヲ
以
テ
各
自
深
ク
注
意
シ
毎
月
一
回
出
稼
人
申
合
掃
除
ス
ベ
シ
且シ強風ノ節ハ勿論常二往来へ水ヲ腿ギ塵挨飛散セザ様可レ致事。
｜
、
借
地
料
ハ
十
五
日
以
前
許
可
ノ
モ
ノ
ハ
全
月
分
十
五
日
以
後
許
可
ノ
者
ハ
下
半
月
分
ヲ
上
納
可
し
致
事
。
但
シ
、
返
地
モ
本
文
同
様
十
五
日
ヲ
以
計
算スベシ。
一一直シ返地可レ致事。
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六
明
治
初
期
の
公
園
に
お
け
る
治
安
問
題
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
太
政
官
布
達
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
各
公
園
に
お
い
て
も
、
公
園
管
理
上
の
治
安
問
題
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
各
公
園
の
例
規
か
ら
は
、
東
京
府
知
事
が
井
上
大
蔵
大
輔
宛
の
上
申
書
の
中
に
、
「
園
内
取
締
ノ
義
ハ
（帥）
警察寮へ打合之上夫々取許可申候二付」という内容が一不されていた。この公園地た治安維持に関する東京府の態度に
は、巡回をもって公園を管理しようとする考え方が現れていた。この考え方に基づき、東京府は営繕会議所に公園経
営の方法を諮問した後、租税寮と具体的な公園取扱案の検討を始めた。その結果、租税寮から公園取扱案が提出され
るが、その中に治安維持に関する項目が見受けられる。その内容は一‐公園取締ノ者各所壹名シ々可差置……公園取締
ノ
義
ハ
園
内
居
住
人
ノ
中
可
然
人
髄
相
選
、
各
所
一
名
シ
々
可
相
設
、
尤
居
住
人
無
之
場
所
、
又
ハ
相
当
之
人
髄
無
之
候
ハ
、
別
段
人
選
（舵）
可申付事」というものであった。
郁
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一一一一一
（三か所）、③府県管理であったものを市町村制施行によって市町村管理とした公園（三十五か所）、④開設以来地元
（Ⅲ） 
の
管理の公園（四十一か所）であり、地一工管理が中心であった。
明
治
初
期
の
公
園
管
理
は
、
大
面
積
の
公
園
、
重
要
な
公
園
に
つ
い
て
は
直
接
府
県
が
管
理
し
て
い
た
。
そ
の
他
は
地
元
（
当
初
は
町
村
小
区
）
あ
る
い
は
戸
長
に
実
質
的
管
理
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
管
理
費
用
は
地
元
に
お
い
て
負
担
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
使
用
料
、
枯
損
木
払
い
下
げ
代
金
の
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
県
ま
た
は
郡
に
お
い
て
収
納
し
、
そ
の
金
額
を
地
元
に
公
園
管
理
費
と
し
て
環
元
し
た
も
の
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
官
有
地
の
公
園
を
府
県
が
市
町
村
に
譲
与
と
こ
ろ
分
し
た
こ
と
は
見
当
た
ら
ず
、
府
県
管
理
で
あ
る
公
園
の
管
理
権
を
市
町
村
に
委
任
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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七
大
政
官
布
達
公
園
の
消
滅
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
「
官
有
財
産
管
理
規
則
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
務
省
の
公
園
管
理
に
対
す
る
対
応
は
変
化
し
始
め
た
。
か
く
し
て
、
市
町
村
管
理
の
公
園
の
取
扱
に
つ
い
て
、
明
治
二
四
二
八
九
一
）
年
内
務
省
訓
令
第
四
六
四
号
を
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
放
置
さ
れ
て
い
た
従
来
市
町
村
の
公
園
管
理
の
監
督
を
内
務
省
が
明
治
二
○
二
八
八
七
）
（“） 
年の内務省訓令第四四号に引き続き、公園管理の体制を再び明確しようとしたもので、「とくに使用料徴収などは、
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一一一一一一
前述したとおり、奉丞泉府における公園内の監視および治安維持には園内に居住される人から選出し、その管理に充
て
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
後
の
公
園
出
稼
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
取
締
人
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
会
議所ないし当該の区から選ぶことであった。しかも、この取締に関して江戸から幸丞泉へと都市空間が変化することに
つ
れ
警
察
、
消
防
と
と
も
に
行
政
組
織
と
し
て
の
管
理
形
態
が
変
化
し
た
が
、
公
園
的
機
能
を
果
た
し
て
き
た
遊
園
の
内
部
に
別
の
取
締
（閃）
人を置くことかつり、警察とは違う役割の変化があった。
初髄麺公園制度において、この公園の「盛り場」的性格に対する取締は、公園地および公園予定地内に居住する不法
者
が
主
な
対
象
で
あ
り
、
テ
キ
屋
（
野
師
）
が
公
園
地
内
の
営
業
人
と
と
も
に
深
刻
な
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
初
期
公
園
の
経
営
が
こ
の
盛
り
場
に
か
か
わ
る
収
入
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
取
締
は
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
太
政
官
布
達
以
降
、
東
京
に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
五
大
公
園
の
内
、
管
理
上
の
取
締
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
従
来
か
ら
盛
り
場
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
浅
草
、
深
川
公
園
だ
け
で
、
上
野
、
芝
、
飛
鳥
山
は
時
よ
り
の
花
見
客
が
押
し
寄
せ
る
時
期
以
外
は
閑
散
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
当
局
に
よ
る
取
締
の
必
要
性
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。
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営造物規則、使用料細則を制定して、これに基づいて行うべし」と指示したものであった。
そ
の
直
後
の
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
「
市
制
・
町
村
制
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
、
従
来
の
公
園
に
関
す
る
行
政
事
務は、府県あるいは郡に伺いを立てて処理していたものが、市町村の裁量によって処理できるようになった。「地盤
公有地」である公園地自体の委譲や移管・委託慣行などに変化はなかったものの、府県管理であった公園の管理事務
の多くが、市町村に移管された。その結果、市町村における公園開設は年次増加することになる。公園の新設は、明
治
三
○
年
代
以
降
多
く
な
っ
て
お
り
、
明
治
三
○
年
以
前
は
府
県
営
公
園
一
五
か
所
、
市
営
公
園
三
一
か
所
、
町
村
営
公
園
四
○
か
所
計
八六か所であった公園の数は、明治三一（一八九八）年以降大正一一一（一九一一一一一）年まで府県営公園一八か所、市営
（鰯）
公園一一五か所、町村営公園一一一一一一八か所で、計四七一か所に増えていた。
太政官布達公園の制度的終焉は、地域的管理が定着していたという公園管理がもつ自治性と地方制度の形成過程に
お
い
て
市
町
村
の
裁
量
事
務
が
増
え
て
い
た
当
時
の
社
会
状
況
に
よ
っ
て
太
政
官
布
達
公
園
は
制
度
的
・
実
態
的
に
そ
の
機
能
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
元
来
地
元
管
理
が
優
勢
で
あ
り
、
市
制
・
町
村
制
の
施
行
以
後
、
市
町
村
に
お
い
て
独
自
的
に
設
け
る
公
園
の
数が多くなったため、大政官布達による公園制度制定の目的と実体は乖離していた。それは、「地盤国有地において
設けられる遊園」という太政官布達公園の「観念」の機能的終焉であると同時にそれに代わる新たな観念の誕生を意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公
園
開
設
に
関
す
る
内
務
省
の
認
可
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
三
九
二
九
○
（開）
六）年の内務省訓令第七一二号および各地方長官宛の内務省衛生局長通達により、中央政府認可による自治体の公園
設置改廃は内務省の認可を必要としない事務となったのであった。すなわち、太制官布達以来内務省の認可によって
公
園
を
設
置
す
る
こ
と
を
廃
止
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
府
県
市
町
村
は
自
由
に
公
園
の
設
置
し
廃
止
し
て
差
し
支
え
な
い
旨
を
公
的
に
定
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一一一一一一一
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一
都
市
衛
生
と
公
園
計
画
の
必
要
性
上
で
は
、
近
代
的
制
度
と
し
て
の
都
市
公
園
の
誕
生
と
そ
の
制
度
的
根
拠
で
あ
っ
た
太
政
官
布
達
が
出
さ
れ
た
社
会
的
状
況
等
を
中
心
に、どのような機能が近代的公園の初期形態に求められていたのかを欧米（イギリスおよびドイツ）と江戸期を中心
に検討した。以下では太政官布達の連続線上にありながらも性格の異なった公園を近代的都市計画思想の上において
生み出そうとした「市区改正期」とその計画的思想の土台であった「旧都市計画法」を中心に、初期の近代的都市計
画上における公園の機能が、どのように定着ないし変化していくのかを中心に見ていく。この夏泉市区改正をはじめ
太
政
官
布
達
公
園
の
理
想
は
、
そ
の
後
人
為
的
な
営
み
と
し
て
で
は
な
く
自
然
的
な
営
み
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
《
人
為
的
営
み
》
と
は
重
泉
市
区
改
正
以
降
の
都
市
計
画
と
戦
争
で
あ
り
、
《
自
然
的
営
み
》
と
は
関
東
大
震
災
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
太
政
官布達公園の機能的終焉に対応する新たな機能、「教化」と「防災」が都市計画という手段をもって登場することに
なる。 従来の社寺境内および古来名所が主な物的基盤となり、新しき制度として移植された明治初期の公園制度は、日比
谷公園という最初の近代的洋風公園の開設によって近代的な公園へとその機能が変化していく。初期公園制度を規定
してきた太政官布達公園は、制度的定着性はなく、制度上の目的と管理上のズレが原因となり、その意義をなくすこ
と
に
な
る
。
法
学
志
林
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
節
遊
園
か
ら
都
市
計
画
公
園
へ
第
一
○
○
巻
第
二
号
＝ 
四
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と
す
る
初
期
の
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
計
画
的
公
園
へ
の
動
き
は
、
戦
後
に
お
け
る
都
市
公
園
行
政
の
土
台
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
諸
特
徴
の
一
部
は
い
ま
も
な
お
続
い
て
い
る
。
明
治
維
新
以
後
、
急
変
し
て
い
く
社
会
状
況
の
中
で
、
公
園
が
伝
統
的
な
遊
園
で
は
な
く
近
代
的
な
都
市
施
設
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
法
制
度
の
力
で
は
制
御
で
き
な
い
自
然
的
・
人
為
的
災
害
し
か
道
は
な
か
っ
た
。
中
で
も
、
「
関
東
大
震
災
」
を
契
機
と
し
て
都
市
空
間
に
お
け
る
火
除
地
と
し
て
の
空
地
に
対
す
る
認
識
の
高
揚
は
、
従
来
の
行
楽
・
遊
観
・
遊
覧
と
い
う
日
常
性
か
ら
防
火
地
帯
な
い
し
避
難
場
所
と
い
う
非
日
常
的
な
空
間
と
し
て
の
公
園
を
誕
生
さ
せ
る
強
力
な
力
と
な
っ
た
。
社
会
的
需
要
か
ら
見
れ
ば
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
公
園
開
設
の
必
要
性
が
新
た
な
社
会
状
況
の
変
化
に
順
応
し
て
行
わ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
に
必
要
と
さ
れ
た
公
園
は
従
来
社
会
内
部
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
機
能
が
、
制
度
と
現
実
に
お
い
て
分
解
さ
れ
る
過
程
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
伝
統
的
な
行
楽
文
化
を
否
定
し
、
新
た
に
輸
入
さ
れ
た
衛
生
と
教
化
を
伝
統
の
上
に
機
能
的
に
移
植
す
る
た
め
の
過
渡
的
な
過
程
で
あ
っ
た
。
従
来
の
名
所
を
公
園
と
し
て
制
度
上
規
定
す
る
際
、
伝
統
的
「
遊
観
・
行
楽
」
思
想
と
融
合
し
て
い
た
社
寺
境
内
に
お
い
て
の
遊
観
・
行
楽
の
機
能
は
軽
蔑
・
否
定
さ
れ
、
場
所
の
提
供
と
い
う
物
理
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
し
か
持
た
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
伝
統
に
基
づ
く
公
園
の
文
化
的
機
能
は
西
洋
的
教
養
の
強
調
と
い
う
行
政
意
図
に
よ
っ
て
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
き
、
「
日
比
谷
公
園
」
の
よ
う
な
洋
風
が
文
明
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
規
範
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
当
然
の
よ
う
に
そ
の
文
明
に
見
合
う
利
用
者
（
国
民
）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
民
の
形
成
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
機
能
こ
そ
「
教
化
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
都
市
に
お
け
る
公
園
は
都
市
装
置
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
と
社
会
性
を
極
得
し
は
じ
め
て
い
た
。
近
代
的
都
市
計
画
の
原
形
で
あ
る
「
璽
泉
市
区
改
正
」
事
業
の
中
に
お
い
て
表
れ
る
公
園
計
画
は
こ
の
証
拠
で
あ
っ
た
。
当
時
、
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
避
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一三五
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二
二
ｏ
月
委
員
会
」
の
遊
園
計
画
（
明
治
一
八
年
案
）
社
寺
境
内
や
名
所
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
遊
観
場
所
の
行
政
追
認
に
留
ま
っ
て
い
た
公
園
開
設
の
成
り
行
き
は
順
次
変
化
し
て
い
た
。
都市問題という新たな社会状況の変化とそのための近代的都市計画の必要性がその変化原因であった。すなわち、太
政
官
布
達
の
公
園
と
は
異
な
る
、
必
要
と
さ
れ
る
場
所
に
公
園
を
計
画
的
に
造
る
と
い
う
考
え
方
は
、
明
治
一
八
二
八
八
五
）
年
頃
に
（研）
は
既
に
芽
生
え
始
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
衷
凧
府
が
行
っ
た
市
区
改
正
の
立
案
項
目
の
中
に
道
路
、
河
川
、
（餌）
鉄道、架橋の計画が含まれていたことから伺一える。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
の
計
画
案
に
公
園
に
関
す
る
項
目
は
見
当
た
ら
な
い
。
公
園
に
関
す
る
事
項
は
、
明
治
一
八
二
八
八
五
）
年
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
務
省
の
中
に
設
け
ら
れ
た
「
璽
泉
市
区
改
正
設
計
審
査
会
」
は
、
大
都
市
璽
泉
に
お
け
る
公
園
の
計
画
的
必
要
性
が
検
討
し
た
。
と
く
に
、
こ
の
東
京
市
区
改
正
設
計
審
査
会
の
原
案
説
明
書
の
中
に
現
れ
た
公
園
概
念
は
、
従
来
の
太
政
官
布
達
公
園
と
は
違
う
都
市
計
画
理
念
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
園
計
画
に
お
け
る
理
論
構
成があらわれていた。すなわち、公園の必要性を「人口稠密ノ都府二園林及上空地ヲ要スルハ、其因由一一一シテ足ラ
スト雌モ、第一一一衛生ヨリ論スレハ…・・・衛生二関スル巨益ノ外、首都ヲシテ首府タルノ壮観ヲ煥発セシムルコト、出
（的）
火
天
変
ノ
際
、
人
民
廻
避
ノ
場
所
ヲ
得
ル
コ
ト
：
：
：
」
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
お
い
て
は
、
都
市
に
お
け
る
公
園
の
必
（、）
要性を衛生上の問題においたことおよび公園設置の基準が具体的に設けられたことなどがあげられる。
こ
の
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
一
○
月
に
出
さ
れ
た
重
泉
市
区
改
正
設
計
審
査
会
の
市
区
改
正
案
、
す
な
わ
ち
二
○
月
審
議
会
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一一一一一ハ
都市士エ間においての衛生問題から公園計画が盛り込まれていくが、その計画化の過程を見ていこう。
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「
衷
泉
市
区
改
正
審
議
会
」
が
内
務
省
内
に
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
東
京
市
区
改
正
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
）
は
同
年
二
月
二
○
日
の
第
一
回
会
議
を
皮
切
り
に
同
年
一
○
月
に
議
事
を
終
了
す
る
ま
で
全
一
三
回
の
審議を行い、「市区改正品海築港意見賞、市区改正案、市区改正修正案解説、修正諸表、図面」を復申するとともに
二
塁
泉
市
区
改
正
局
」
の
設
置
に
関
す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
そ
の
市
区
改
正
案
の
中
に
お
い
て
公
園
に
関
し
て
「
其
遊
園
ヲ
設
ク
ル
所
以ノ者ハ、戸口稠蜜ノ場所ニ在テハ有害ノ気散漫シテ、為二大気ヲ汚敗シ、人身病天ノ媒ヲナスーーョリ、適宜ノ場所
一一園林或ハ、空地ヲ設クルノ準備ナカル可カラス……未タ衛生上ノ目的ニ達セルコト連キヲ以テ、…更二大小数十箇
（ね）
所
ノ
遊
園
地
ヲ
設
ケ
ム
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
そ
の
意
義
を
説
明
し
て
い
た
。
こ
の
審
議
会
の
遊
園
（
公
園
）
案
に
関
す
る
説
明
の
中
に
は
人
口
密
度
が
高
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
懸
念
が
表
さ
れ
、
主
に
衛
生
問
題
の
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一三七
案
」
（
旧
設
計
）
が
持
つ
意
義
と
し
て
は
、
公
園
の
設
置
基
準
や
そ
の
理
論
的
背
景
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
理
論
的
根
拠
と
は
欧
州
四
大
都
市
（
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
・
ベ
ル
リ
ン
・
ウ
ィ
ン
）
に
お
け
る
面
積
・
人
口
・
空
地
面
積
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
準
と
し
て
は
、
都
市
に
お
い
て
必
要
な
公
園
の
面
積
を
欧
米
の
四
都
市
の
空
地
対
比
人
口
で
割
出
し
、
人
口
二
万
人
に
対
し
て
一
つ
の
空
地が必要であるという比較から得られた。そこから、当時の人口が八八万であった東京には小遊園おおよそ四五か所
と
市
街
地
に
お
け
る
大
遊
園
二
か
所
で
、
計
五
六
か
所
の
公
園
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
面
積
に
（、）
し
て
約
一
二
四
万
坪
で
あ
り
、
｜
人
当
た
り
の
面
積
が
一
・
四
坪
（
四
・
六
二
㎡
）
と
い
う
計
算
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
の
計
画
公
園
が
審
査
会
案
の
と
お
り
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
都
市
の
中
に
公
園
が
必
要
な
理
由
が
社
会
的
な
認
識
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
強
か
っ
た
と
は
言
え
ず
、
ま
た
計
画
性
の
面
に
お
い
て
も
拡
張
し
つ
つ
あ
る
都
市
規
模
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
（犯）
ある。
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三
「
臨
時
公
園
改
良
取
鯛
委
員
会
」
（
一
八
八
九
）
璽
夙
に
お
い
て
は
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
「
市
制
・
町
村
制
」
の
施
行
に
し
た
が
い
同
年
六
月
に
市
会
が
成
立
し
た
。
市
政
執
行
者
は
東
京
市
参
事
会
東
京
府
知
事
と
い
う
変
則
的
な
特
別
市
制
で
あ
っ
た
が
、
市
区
改
正
事
業
は
国
の
代
行
機
関
で
あ
る
府
知
事
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
市
に
お
け
る
市
区
改
正
設
計
の
公
園
事
業
に
関
し
て
は
、
市
制
執
行
後
の
八
月
に
「
臨
時
公
園
改
良
取
調
委
員
会
（
以
下
委
員
会）」が設置された。同委員会は、市参事会、市会および公民等の中から選ばれた、六人の委員によって構成された。
当
時
公
園
に
関
す
る
事
務
は
、
庶
務
課
が
担
当
し
、
公
園
費
の
収
支
残
金
を
公
園
改
良
準
備
金
に
充
て
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
「
璽
泉
市
区改正設計案（明治三六年の新設計計画案に対して旧設計案）」の告示直後、兎呈辺云の成立にしたがい臨時的に公
法
学
志
休
第
一
○
○
巻
第
二
号
一三八
対
策
と
し
て
公
園
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
衛
生
問
題
以
外
に
、
災
変
の
際
の
避
難
場
所
、
車
馬
混
雑
の
場
所
に
開
通
の
道
を
設
け
そ
の
共
益
を
得
る
と
の
記
述
も
見
ら
れ
、
公
園
に
関
す
る
お
お
よ
そ
の
機
能
を
「
衛
生
・
防
災
・
交
通
難
解
消
」
の
順
番
で
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
審
議
会
に
お
け
る
公
園
に
対
す
る
必
要
と
効
益
は
、
①
衛
生
上
の
必
要
、
②
首
都
の
美
観
上
の
必
要
、
③
非
常
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
必
要
、
④
鮮
魚
・
野
菜
な
ど
の
市
場
用
途
に
供
用
、
⑤
交
通
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
上
の
必
要
、
な
ど
で
（刑）
あった。この審議会において議論された内容とその仕組みとしては、まず審議丞云においては道路・河川・橋梁・港湾
な
ど
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
諸
計
画
は
、
知
事
上
呈
の
原
案
設
計
を
審
査
し
収
捨
選
択
し
た
の
に
対
し
、
遊
園
（
公
園
）
・
市
場
・
劇
場
・
商
工
会
議
所
・
共
同
取
引
所
な
ど
の
設
置
は
、
委
員
の
建
議
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
比
谷
公
園
が
計
画
公
園
の
一
部
と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
委
員
建
議
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
市
会
議
員
の
建
議
に
よ
り
、
公
園
改
良
取
り
調
べ
関
す
る
委
員
の
設
置
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
年
三
月
に
五
人
の
委
員
に
よ
る
「
公
園
改
良
取
調
委
員
会
」
は
設
け
ら
れ
、
事
実
上
第
二
期
目
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
その「公園改良取調委員会」の建議文においては、「市区改正ノ設計二於テ本市公園地二指定セラレタルモノ大小四
（布）
十
有
九
、
而
シ
テ
直
二
公
園
ノ
体
ヲ
傭
へ
、
民
衆
偕
楽
ノ
地
タ
ル
モ
ノ
果
シ
テ
幾
許
カ
ァ
ル
」
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
市
区
改
正
設
計
の
公
園
事
業
が
進
捗
し
な
い
こ
と
へ
の
非
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
第
二
次
公
園
改
良
取
調
委
員
会
は
、
日
比
谷
公
園
・
坂
本
町
公
園
の
新
設
を
決
議
、
布
達
の
公
園
に
つ
い
て調査・報告を同年一○月に市会議長に提出する。その内容は、園地の地割、設備などの工事関係概算とその図面で
（花）
あ
っ
た
。
四「東京市区改正委員会」の公園計画案（明治二二年案）
明治一一一二八八八）年に公布された「東京市区改正条例」は、東京の市区改正（都市計画）に関する最初の法律
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
①
東
京
市
区
改
正
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
、
②
そ
の
委
員
会
は
内
務
大
臣
の
監
督
の
下
に
属
す
る
こ
と
、
③
市
（両）
〈氾）
区
改
正
の
た
め
の
特
別
税
を
賦
課
す
る
こ
と
、
④
官
用
に
供
し
な
い
官
有
河
岸
地
を
東
京
市
に
下
付
す
る
こ
と
な
ど
、
と
さ
れ
て
い
た
。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一三九
応解散することになった。
園の改良調査を目的とする委員会が設置された。設置後二年間の委員会の議論は、四七回の会議、実地調査二七回、
定
め
た
改
良
計
画
は
八
六
件
、
臨
時
問
題
と
し
て
評
決
さ
れ
た
の
が
九
六
件
な
ど
に
の
ぼ
り
、
公
園
の
改
良
に
関
す
る
全
般
的
な
取
り
調
べ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
浅
草
公
園
な
ど
八
か
所
の
公
園
に
対
す
る
詳
細
な
改
良
案
が
報
告
さ
れ
、
同
委
員
会
は
一
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他方、明治一八（一八八五）年案では総工事費が計上されていたが、明治二二（一八八九）年の都市計画公園の決
定においては用地買収費と移転補償費の見積額は計上されていたものの、公園工事費が除かれている。このことから
〈帥）
この時期すでに用地の確保が困難であり、まず公園用地の手当てを急がざるを得ない状況が生じていた。「先用地後
工
事
」
の
政
策
慣
行
が
始
ま
る
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。
この明治二二（一八八九）年の都市計画公園の決定は、前回明治一八（’八八五）年の「市区改正審査会案（明治
一八年案とに比べて、現実的かつ具体的であった。その理由としては、都市における公園の必要性を都市衛生面に
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一四○
この条例に基づく三里泉市区改正委員会」においては、各種の計画が審議された。その中、都市公園に関する計画の
審議は、前述の明治一八（一八八五）年の衷早市区改正設計審査会案を修正した形として明治二二（一八八九）年に
決定され翌明治一一三（一八九○）年に内務大臣に報告・告示された。その内容は、前計画（明治一八年計画の旧設計
案
）
で
用
い
ら
れ
た
「
大
遊
園
、
小
遊
園
こ
の
区
別
を
一
律
に
「
公
園
」
と
し
て
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
計
画
箇
所
と
規
模
を
次
の
ように決定した。すなわち、①公園四九か所、②合計面積約一○○万坪（内要買収面積二一万八千坪）、③用地買収
（ね）
費
お
よ
び
建
物
移
転
費
一
六
七
万
円
弱
が
そ
の
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
は
太
政
官
布
達
に
続
く
都
市
公
園
政
策
史
上
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
決
定
内
容
を
明
治
一
八
二
八
八五）年案に比較して見れば、①大遊園一か所を削除し、その代わりに新たに「日比谷公園」を加えたこと、②小遊
園四三か所のうち半分以上の一一五か所を削除し、その総面積において一五万一千坪の減少となったことがはっきりわ
かる。すなわち、近代的洋風公園である「曰比谷公園」一か所の建設のために小公園二五か所が犠牲になったのであ
ｚ》。
Hosei University Repository
置いたことが挙げられる。具体的には市街地内のオープンスペースの確保が都市環境の重要な要素であることが意識
さ
れ
、
市
心
部
だ
け
で
は
な
く
周
辺
区
部
ま
で
相
当
数
の
公
園
を
配
し
た
こ
と
お
よ
び
「
日
比
谷
公
園
・
富
士
見
」
の
よ
う
な
中
央
公
園
的
施
設
を
計
画
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
市
区
改
正
設
計
公
園
案
に
お
け
る
公
園
計
画
は
、
①
市
街
地
に
お
け
る
小
公
園の削除、②計画公園の用地の半数が従来の寺社境内地であること、③計画公園用地の約七割が江戸名所図絵に載っ
ている場所であったことから、現実的には公園用地の取得容易という現実の経費問題が重視され、事実上は太政官布
達の継承となった。しかも、明治二七、二八年の日清戦争とその他国力充実のための諸施策優先という時代状況の渦
中
で
公
園
計
画
は
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
明治二二（一八八九）年市区改正設計計画公園案のうち、その後の一五年間公園として実現したのは、坂本公園
（別）
（一、七八四坪）、下谷公園（一六、四一一一二坪）、緑町公園（七、九一五坪）など六か所にすぎなかった。結果的に、
限られた資源の利用という面から、理念的には太政官布達公園とは違う近代的な計画的な公園造成を目指した内容は、
江戸時代以来の名所を用地として利用するという現実的妥協案に変更せざるを得なくなったのである。この計画の変
更は利用しうる資源の限定という現実的な状況によって生じた結果であるが、以後の都市公園政策の展開においては
致命的な要因として作用することになる。つまり、日清戦争をきっかけとする当時の社会状況から、都市における公
（腿）
園を賛沢なものとして見下ろす「公園賛沢聿輌」が生まれてきたのである。
こ
の
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
市
区
改
正
旧
設
計
が
公
示
さ
れ
た
時
期
は
当
時
の
政
治
体
制
の
面
に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
明
治
一
八
二
八
八
五
）
年
に
は
旧
来
の
太
政
官
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
内
閣
が
置
か
れ
た
。
ま
た
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
は
各
省
官
制
が
布
か
れ
て
国
家
行
政
の
基
本
構
造
が
確
定
さ
れ
る
一
方
、
明
治
二
一
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一四一
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五
東
京
市
区
改
正
新
設
計
公
園
（
明
治
三
六
年
案
）
市
区
改
正
旧
設
計
が
公
示
さ
れ
た
後
、
日
清
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
国
家
財
政
は
戦
費
に
重
点
が
置
か
れ
、
社
会
投
資
に
関
す
る
財
政
の
支
出
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
の
勝
利
と
と
も
に
首
都
改
良
の
市
区
改
正
に
関
す
る
世
論
は
再
び
高
ま
り
、
膨
張
した東京に対する改良は至急となった。この膨張してきた東京に対し、「市区改正縮小促進に関する建議」の中では、
。
市
区
改
正
］
条
例
の
精
神
で
あ
る
営
業
衛
生
通
運
等
永
久
の
便
利
は
［
市
区
改
正
が
進
ま
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
］
支
障
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
…
…
現
行
の
ま
ま
で
は
事
業
の
早
期
完
成
は
困
難
で
あ
る
…
…
設
計
を
変
更
縮
小
し
最
も
重
要
な
路
線
等
を
選
び
、
そ
の
他
は
一
（鯛）
日
一
廃
止
し
、
速
や
か
に
事
業
を
完
了
す
べ
し
」
【
［
］
は
筆
者
注
】
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
市
区
改
正
委
員
会
は
構
想
を
新
た
に
検
討
し
、
「
新
設
計
」
と
し
て
公
示
し
た
。
こ
の
新
設
計
に
お
い
て
公
園
の
機
能
は
「
公
園
ハ
将
来
益
々
其
必
要
ヲ
感
ス
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
削
減
ス
ル
ハ
借
シ
ム
所
ナ
リ
ト
蹴
モ
、
市
区
改
正
経
費
ノ
膨
張
ヲ
避
ク
ル
為
メ
其
最
モ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
止
メ
、
他
ハ
之
ヲ
削
除
シ
其
設
置
ス
ル
モ
ノ
ト
蹴
モ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
、
官
有
地
範
囲
二
止
メ
、
民
有
地
ノ
部
分
ハ
之
ヲ
減
縮
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ。新設計二於テ公園ノ区域ヲ変更セスシテ其面積二異動ヲ生ジタルハ坪数調ノ結果ダル一一過ギズ」と説明されてい
た。この新設計の説明にとおり、新たな計画公園として一八か所の公園が定められた。その順番としては、第一に日
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一四二
二
八
八
八
）
年
に
は
「
市
制
・
町
村
制
」
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
明
治
期
の
地
方
制
度
の
体
系
が
、
一
応
完
成
を
見
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
このような社会情勢の変化のなか条約改正など対外的要因によって帝都たる奉丞泉の改良論議が急激に台頭し始めた。
こ
の
奉
塁
泉
の
改
良
は
、
従
来
の
部
分
的
・
個
別
的
改
良
で
は
な
く
、
国
家
蜂
鰹
構
の
全
面
的
改
革
に
対
応
す
る
体
質
変
化
を
帯
び
る
も
の
で
あった。
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しかし、日清・日露戦争等による社会状況が急変していく時代となるにつれ、都市公園のような都市設備に関する
社会的認識は次第に公園賛沢論に流れ、明治一一一六（一九○三）年の市区改正新設計における計画公園の規模は大幅に
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遡
過
樫
に
お
け
る
「
機
能
の
枇
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一四三
（別）
改良が図壽りれ・た。
し
か
し
、
日
清
比
谷
公
園
、
第
二
に
麹
町
公
園
の
他
、
緑
町
公
園
が
第
一
八
に
響
か
れ
て
い
た
。
総
工
事
費
用
は
七
九
万
円
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
設
計
の
公
園
一
八
か
所
は
市
区
改
正
委
員
提
出
修
正
案
と
し
て
、
後
に
四
か
所
（
氷
川
公
園
、
四
谷
公
園
、
市
ヶ
谷
公
園
、
白
山
公
園
）
が
加
え
ら
れ
た
形
で
提
出
さ
れ
確
定
さ
れ
た
。
市区改正における新設計の公園計画は、なるべく必要な公園の設置に絞って計画されたが、明治一一一六（’九○三）
年の日露戦争の開戦は、またもや公園事業の進捗を妨げる大きな要因となった。そうした中で、新設計の公示から二
か
月
後
の
同
年
六
月
に
、
日
本
の
公
園
歴
史
上
最
初
の
洋
風
公
園
と
称
さ
れ
る
「
日
比
谷
公
園
」
が
開
園
さ
れ
、
こ
れ
が
東
京
市
区
改
正
新
設
計
に
お
い
て
得
ら
れ
た
公
園
関
係
頭
業
の
最
大
の
収
極
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
新
設
計
公
園
事
業
に
お
け
る
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
の時期の公園事業の重点が従来型公園の改良工事であった。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
創
設
以
来
三
○
年
を
経
過
し
て
い
た
太
政
官
布
達
公
園
は
、
い
ま
だ
社
寺
境
内
を
そ
の
基
盤
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
新
設
計
の
公
示
後
は
旧
来
の
公
園
の
移
転
や
改
良
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
三
（
’
九
○
○
）
年
に
は
市
会
議
決
を
受
け
て
い
た
「
芝
公
園
」
の
改
良
が
行
わ
れ
、
四
万
八
千
円
あ
ま
り
の
予
算
で
公
園
内
の
社
寺
院
、
民
家
、
寮
な
ど
の
買
い
取
り
、
園
内
に
お
い
て
不
法
居
住
者
を
追
い
払
う
こ
と
と
し
、
翌
年
に
は
「
深
川
公
園
」
に
お
い
て
同
じ
く
居
住
者
に
対
す
る
返
地
命
令
を
発
し
て
、
そ
の
補
償
費
用
と
し
て
六
千
円
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
○
二
九
○
七
）
年
に
は
「
浅
草
公
圃
」
に
お
い
て
公
園
の
左
右
に
あ
っ
た
、
浅
草
寺
支
院
な
ど
一
部
社
寺
が
同
公
園
に
属
し
て
い
た
他
の
付
属
地
に
移
転
す
る
な
ど
、
浅
草
公
園
の
大
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六
「
小
公
園
二
関
ス
ル
建
議
案
」
他方、新設計公園計画において注目点は「小公園」の設置に関する機運の高まりであった。東京市区改正新設計に
よ
る
公
園
の
新
設
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
頃
、
す
な
わ
ち
明
治
四
○
二
九
○
七
）
年
五
月
の
市
区
改
正
委
員
会
に
お
い
て
、
市
内
小
公
園の増設に関する諸意見が出された。たとえば、「御茶ノ水公園」の追加に関する具申醤の中に、「市内人家ノ日ヲ遂
フテ密ヲ加ウルノ結果各所二小公園ヲ設ヶ市民邇遥ノ地卜為スハ極メテ必要」という意見が見られ、急速に進展して
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
奉
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
」
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
東京市区改正新設計公園の特質としては、①都心部に日比谷・富士見の両公園の如き大面積の公園を中央公園的施
設の計画、②区部以外、郊外地域（郡部）に飛鳥山・品川・王子などの公園を設けたこと、③審議会が都心部を中心
（鰯）
において考えたのに対し、周辺区部にも相当の数の公悶を計画していたことなどが取り上げ》われた。
法
学
志
林
第
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○
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巻
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一四四
縮小される。すなわち、明治一一一六（’九○一一一）年一一一月告示された声杢泉市告示第三六号の内容から、都市計画公園の数
を
四
九
か
所
か
ら
二
二
か
所
に
減
り
、
総
面
積
も
六
六
万
七
千
坪
に
す
る
と
い
う
大
削
減
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
設
計
の
数
字
に
し
た
が
え
ば
、
志
丞
泉
の
都
市
計
画
公
園
は
既
設
の
太
政
官
布
達
に
よ
る
五
大
公
園
の
面
積
五
二
万
坪
を
差
引
く
結
果
、
新
設
の
公
園
計
画
は
僅
か
一
三万坪に過ぎないものとなる。現在の東京における都市公園面積の絶対的不足は、この時期の計画決定がその一因で
ある。すなわち、この市区改正新設計計画の縮小の直接的な原因の一つは、明治三一（一八九八）年の「璽泉市制」
によるものであり、従地金丞泉府の所管であった公園事務は璽泉市役所の新設とともに完全に璽泉市の事務として扱わ
れることとなった。そのため、竃土泉市としては巨額の用地買収費を必要とする公園計画は財政負担を考え、大幅に縮
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こ
の
「
小
公
園
二
関
ス
ル
建
議
案
」
に
お
い
て
は
、
児
童
遊
園
の
必
要
を
「
児
童
ノ
多
ク
ガ
倒
ル
処
通
路
ヲ
馳
駆
遊
戯
ス
ル
ガ
如
キ
、
是レーハ慣習ノ然ナシムル所ナル可シト錐、ニハ恰好ノ広場之シキー一因ラズンバァラズ」と指摘した上で、その対策
として一「市内適当ノ箇所ヲ選定シ、更二幾多ノ小公園ヲ設置スルハ整二緊要ノ事ナルト信ズ」という内容が建議され
て
い
た
。
東
京
市
区
改
正
委
員
会
に
お
い
て
は
、
小
公
園
問
題
を
調
査
す
る
委
員
五
人
を
選
び
、
場
所
の
選
定
以
外
の
こ
と
は
、
こ
の
「
小
公
園
調
査
委
員
会
」
に
一
任
さ
れ
た
。
小
公
園
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果
は
、
明
治
四
四
二
九
一
一
）
年
七
月
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
日
議
決
さ
れ
た
。
こ
の
小
公
園
調
査
委
員
会
の
調
査
報
告
書
は
、
「
各
区
を
渉
り
候
補
地
を
も
と
め
、
数
回
の
会
議
を
重
ね
実
施
の
た
めに審議はしたが、（候補地）の多くが民有地であり、経費の関係上実施が容易ではない。そこで、直ちに設計案に
追
加
す
る
も
の
を
報
告
す
る
」
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
公
園
の
新
設
に
関
す
る
議
論
の
結
果
は
、
そ
の
後
の
公
園
計
画
に
反
映
さ
れていくが、つぎに述べる「日比谷公園」の開設のため、ほとんどの小公園計画は削除されてしまい、再び登場する
のは大正期の児童遊園においてであった。
（妬）
い
る
小
公
園
増
設
機
運
の
一
部
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
小
公
園
の
増
設
に
関
す
る
世
論
の
高
ま
り
は
、
明
治
四
三
（
’
九
一
○
）
年
に
「
小
公
園
一
一
関
ス
ル
建
議
案
」
の
形
で
市
区
改正委員会において議案として可決された。すなわち、前述の明治四三（一九一○）年三月東京市公園改良委員会報
告と密接な関係のあった公園関連の議論は、東京市が中心となって児童遊園計画を打ち出し、これを東京市区改正委
員
会
に
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一四五
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明治二二（一八八九）年五月告示の「市区改正設計（旧設計）」の「公園ノ部」第一に挙げられていた日比谷公園
は
、
そ
の
市
区
改
正
設
計
告
示
後
用
地
が
陸
軍
省
か
ら
内
務
省
へ
引
き
継
が
れ
、
同
（
一
八
八
九
）
年
一
二
月
お
よ
び
明
治
一
一
六
（
一
八
（船）
九一二）年一一月の引渡しを踏まえ東京府の公園地として碓定されたのは明治二九（一八九六）年の五月であった。当初
練兵場内公園敷地の総面穣は約五万七千坪あまりであったが、後に市区改正道路敷地として五、九○○坪あまりが除
かれ最終的な公園用地は五万一千坪であった。
法
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林
第
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○
○
巻
第
二
号
一四六
七
日
比
谷
公
園
の
誕
生
と
記
念
公
園
の
新
設
最初の近代的洋風公園として知れている日比谷公園は、従来の遊園ないし社寺境内から区別される計画性をもって、
そ
の
姿
を
現
し
た
。
こ
の
近
代
的
洋
風
公
園
の
出
現
は
、
神
社
仏
閣
の
境
内
や
古
来
名
所
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
公
園
の
姿
を
変
え
る
に
値
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
比
谷
公
園
の
成
立
は
、
太
政
官
布
達
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
江
戸
時
代
以
来
の
「
群
集
遊
観
」
と
は
本
質
的
に
異
な
る
、
近
代
的
都
市
施
設
の
一
部
と
し
て
の
認
識
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
盛
り
場
と
し
て
で
は
な
く
、
近
代
都
市
の
弊
害
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
悪
環
境
を
改
良
し
衛
生
・
保
健
な
い
し
都
市
民
の
た
め
の
健
全
な
余
暇
利
用
施
設
（師）
として、また公平に利用できる場所として造成されるようになった。
日比谷公園が初薊都市計画事業、すなわち奉丞泉市区改正の対象となった契機は、明治二一（一八八八）年に開かれ
た璽泉市区改正委員会においてであった。同委員会の議論の中で取り上げられた一‐第一等道路第一類」の路線審議に
お
い
て
、
こ
の
路
線
に
あ
た
る
陸
軍
日
比
谷
練
兵
場
跡
を
公
園
と
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
日
比
谷
公
園
と
な
っ
た
区
域
は
、
幕
末
時
代
に
は
御
用
屋
敷
・
諸
大
名
の
屋
敬
で
、
明
治
四
二
八
七
一
）
年
頃
か
ら
陸
軍
操
練
場
と
な
り
、
一
般
に
は
日
比
谷
練
兵
場
と
坪
ぱ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
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明治三三（一九○○）年に東京市は、助役を委員長とする「日比谷公園造営委員会」を設置し、同（’九○○）年
二月に各委員に事務分担を依頼した。それによって、日比谷公園の本格的な設計に着手した。その設計者は、ドイ
ツ
の
公
園
づ
く
り
に
精
通
し
て
い
た
本
多
静
六
が
担
当
し
、
翌
年
の
明
治
三
四
二
九
○
二
年
に
は
設
計
原
案
に
基
づ
き
予
算
案
が
修
正可決された。その結果、総額一七万五千円、二か年の継続事業として日比谷公園の造営工事が始まった。
当時、造園工事の責任者は設計の担当は本多静六であり、助手としては本郷高徳が詳細図面を担当した。また、工
事主任と現場監督には田中説太郎、白石信栄がそれぞれ担当した。この時期は市区改正設計の告示から八年が経過し
ていたが、東京府は用地の引継ぎに先立って、明治二六（一八九三）年から告示を通じて、地元の麹町区長に日比谷
公園用地の管理を担当させていた。この最初の洋風公園に設置された園内施設としては、車道と歩道に分離された道
路・水道・噴水・洋風と和風の庭園・遊戯場。競走場・点灯などがあり、他にも日本の公園における音楽堂の噴矢で
（的）
ある宰曰楽台や唯一の公園文化財である公園管理事務所が設置された。
日比谷公園の造成は、日本における近代的都市施設としての公園の位置づけを最初に与え、以降の公園造成を活気
つける要因にもなった。路面電車赦設のための都心部の道路躯術や上水道の整備などが、市区改正の成果として取り
上げられたことに関連して、公園関連の成果は日比谷公園の新設が取り上げられていた。すなわち、この日比谷公園
の新設は、明治中期以降から東京市区改正にまつわる一連の動向が終息する大正五二九一六）年まで達成された最
も大きな成果であった。とくに、大部分の市区改正公園、すなわち、面積にして二千坪から一万坪の公園計画が原案
とおり実現されなかったことを考えれば、この日比谷公園（面積約五万四千坪）の新設は、通常の公園開設という次
（伽〉
｜工を超えていたことがわかる。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一四七
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初期日比谷公園における公園の取締は、開園と同時に掲一不板が設置され、①荷車の出入禁止、②馬車・人力車が空
車
の
ま
ま
入
園
の
禁
止
、
③
行
商
の
立
人
・
広
告
看
板
、
④
芸
人
な
ど
の
立
入
り
禁
止
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
入
園
者
の
妨
害
および不休卦裁な容装での入園が禁じられていた。乱雑にならないことを原則に、コーヒー・喫茶鳥店・ミルクホール・
盆
栽
の
植
木
屋
な
ど
の
出
店
を
認
め
、
来
園
者
へ
の
配
慮
と
同
時
に
収
入
源
と
し
た
。
ち
な
み
に
、
曰
比
谷
公
園
内
に
位
通
し
て
い
る
「
松
本
襖
」
も
日
比
谷
公
園
の
開
設
と
と
も
に
許
可
さ
れ
た
喫
茶
店
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
時
管
理
者
責
任
を
負
っ
て
い
（別）
た奉丞呈巾の日比谷公園に対する姿勢が同》えるところである。
と
こ
ろ
が
、
当
時
公
園
の
造
成
に
関
す
る
特
徴
の
一
つ
は
各
種
「
記
念
公
園
」
の
設
置
で
あ
る
。
こ
の
記
念
公
園
の
設
置
の
背
景
に
は
江
戸
時
代
以
来
続
い
て
い
た
、
遊
園
（
公
園
）
の
後
見
性
が
継
承
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
記
念
公
園
は
従
来
の
遊
園
・
公
園
が
行
楽
を
通
じ
て
の
社
会
秩
序
の
維
持
と
い
う
消
極
的
な
啓
蒙
性
が
強
調
さ
れ
た
の
に
対
し
、
記
念
公
園
な
ら
び
に
恩
賜
公
園
な
ど
に
は
そ
の
積
極
的
な
啓
蒙
性
を
全
面
に
打
ち
出
し
て
い
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
公
園
が
各
地
に
お
い
て
記
念
事
業
と
し
て
設
定
・
設
置
さ
れ
る
最
初
の
動
き
は
、
明
治
期
後
半
か
ら
顕
著
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
明
治
期
初
期
に
お
い
て
、
各
地
域
で
何
か
の
特
筆
す
べ
き
事
件
や
事
柄
、
た
と
え
ば
、
耕
地
整
理
や
新
道
開
設
時
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
（卯）
に
は
、
そ
の
記
念
と
し
て
公
園
を
造
成
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
本
格
化
す
る
記
念
公
園
の
造
成
は
、
従
来の記念公園とはその性質を異にしていた。天皇の即位大礼、皇太子の地方行啓（ぎようけいこ一一后・皇太子・皇太
子妃・皇太孫が外出すること）という国家的事跡は、明治・大正・昭和初期を通じて国民的関心事であり、皇室尊敬
の念は皇化遠廠（えんすう如都から遠く離れた地）に及ぼすという聖徳信仰の精神から発したものであった。しかも、
その主な対象は地方遠隔の比較的開発が遅れていた地方都市において行われており、このような皇室関係記念公園事
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一
「
公
園
論
」
の
展
開
と
井
上
友
一
の
「
公
園
行
政
」
明治以降大正期を中心に、公園に関する論議は様々であったが、大きく「都市行政学者」と「社会学者」による都
市問題・都市計画としての公園論と、造園および公園の純粋な計画論・技術論が主流となる技術者側の公園論に両分
される。都市問題ないし都市論において公園を論じる前者は、井上友一、山崎林太郎、三宅磐、片山潜、安部磯雄、
片
岡
安
、
池
田
宏
、
関
一
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
。
前
者
に
お
い
て
は
、
都
市
問
題
に
関
す
る
外
国
文
献
の
紹
介
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
外
国
の
都
市
に
お
け
る
公
園
の
位
置
づ
け
や
そ
の
管
理
（
財
源
問
題
）
に
関
す
る
内
容
が
主
に
議
論
さ
れ
た
。
他方、実際の公園づくりに関与し、造園計画論ないし技術論を中心に公園を捉えていた後者としては、福羽逸人、
小
沢
圭
次
郎
、
長
岡
安
平
、
鏡
保
之
助
、
福
田
重
義
、
武
居
高
四
郎
、
折
下
吉
延
、
本
多
静
六
、
田
村
剛
、
上
原
敬
二
、
北
村
徳
太
郎
ら
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
一
と
政
策
形
成
（
一
）
（
申
）
一四九
業
は
、
そ
の
後
の
「
紀
元
二
六
○
○
年
事
業
」
と
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
明
治
期
後
半
以
降
各
種
の
記
念
公
園
の
新
設
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
皇
室
関
連
の
記
念
事
業
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
類
型
は
、
①
皇
室
関
係
者
の
御
慶
事
・
行
幸
（
ぎ
よ
う
ご
う
ぷ
天
皇
が
出
か
け
る
こ
と
、
み
ゆ
き
）
記
念
、
②
戦
捷
（
せ
ん
し
よ
う
皿
戦
争に勝つこと）記念、③博覧会・共進会開催記念、④紀元二六○○年記念などであった。これらの記念公園の積極的
（兜）
な建設は、戦一別における天皇の神格化に根ざした啓蒙主義の一環であり、国家統治における象徴化でもあった。また、
明
治
二
○
年
代
よ
り
大
正
初
期
に
か
け
て
旺
盛
に
行
わ
れ
て
い
た
殖
産
興
業
政
策
の
影
響
と
し
て
の
記
念
公
園
事
業
は
、
近
代
的
見
せ
物
（瓢）
の
場
と
な
っ
た
博
覧
会
、
辻
〈
進
会
、
展
示
会
の
形
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
跡
地
が
公
園
と
し
て
改
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
第
四
節
初
期
「
公
園
論
」
の
展
開
１
１
牧
民
官
思
想
２
断
面
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ま
た
、
明
治
中
期
・
後
期
を
中
心
と
す
る
初
期
の
公
園
論
に
お
い
て
は
、
都
市
に
お
け
る
公
園
の
位
極
づ
け
を
、
利
用
者
を
中
心
に
述
べ
つ
つ
も
、
そ
の
本
質
的
必
要
性
を
訓
育
的
理
想
や
慈
悲
な
ど
に
求
め
る
牧
民
（
官
）
思
想
の
一
面
を
伺
わ
せ
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
初
期
の
公
園
論
を
論
じ
た
ほ
と
ん
ど
の
人
は
地
方
行
政
な
い
し
公
園
行
政
に
か
か
わ
り
を
も
ち
、
牧
民
官
と
し
て
の思想的背景を持っていたことから当時の公園論における一断面を見ることができる。
この時期公園に関する諸議論の中に、比較的公園の本質について詳細に論述していたのが、内務省参事官であった
井上友一であった。井上友一は主に地方行政・地方自治に精通し、後に神社局長（地方局の府県課長を兼職）、東京
府
知
事
の
席
に
つ
い
た
人
で
、
内
務
省
在
職
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
を
紹
介
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
公
園
の
本
旨
に関する諸論の中で、「市民に健全なる娯楽を与えて風致の親善を促し市民をして高尚なる美術に接近せしめ……郊
（鰯）
外に広潤なる運動場大公園を造り日々黄聖を呼吸する青白色の市民に清新なる空気を与えることと現（「の急務たり」
と
述
べ
、
都
市
の
肺
臓
と
な
る
公
園
の
必
要
性
を
公
衆
衛
生
に
お
い
て
強
調
し
た
。
井上の公園論は、当時の公園論に比較し公衆衛生や都市衛生の観点から公園の必要性を強調したのは他の論者と共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
井
上
の
公
園
論
に
は
公
園
の
本
旨
が
地
方
行
政
の
中
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
が
重
要
な
特
徴
で
あった。すなわち、都市における公園の本旨について、「近世自治の公園行政は健康保健主義から更に社会教育主義
を採るに至ったもので特に米国において著しく、要するに欧米公園制度の発達は、第一期に健康保健、第二期に各種
（”） 
装飾に依る美術娯楽主義が加味し、第三期には運動奨励の意義に重きをおいた社会教育主義となった」と述べ、公圃
は公衆の保健および社会教育上不可欠の施設であると主張した。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
がその代表的人物であった。
’五○
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こ
の
見
識
に
基
づ
き
、
太
政
官
布
達
以
来
数
百
に
の
ぼ
る
公
園
の
設
置
に
つ
い
て
、
「
未
だ
体
育
奨
励
の
動
き
は
見
ら
れ
な
い
し
、
動
植
物
園
・
美
術
館
・
音
楽
堂
・
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
的
奨
励
も
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
批
判
し
た
上
、
公
園
に
関
す
る
事
務
を
自
治
行
政
の
中
に
お
い
て
「
公
園
行
政
」
と
い
う
独
立
し
た
一
分
野
と
し
て
あ
げ
て
い
た
。
井
上
友
一
は
、
当
時
の
欧
米
諸
都
市
に
お
い
て
、
「
児
童
公
園
制
度
」
が
新
興
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
児
童
公
園
制
度
が
「児童の遊戯によって天然の活力を増し、又児童の悪風に対し感化善導の効が大きい」ことをつき加えていた。また、
米国の事例を引きながら、「閑地利導」〈レクリエーション地）という言葉を用いて、健全たるレクリエーションの必
要
を
強
調
し
て
い
た
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
公
園
行
政
」
と
い
う
概
念
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
二
（
’
九
○
九
）
年
の
『
自
治
要
義
』
、
明
治
四
四
二
九
一
一
）
年
の
『
都
市
行
政
及
法
制
」
の
中
に
お
い
て
「
公
園
行
政
」
に
関
す
る
内
容
を
述
べている。｜「公園行政」、「娯楽行政」、「遊園行政・一などそれぞれ言葉の混乱がみられるものの書かれている内容は共
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
共
通
点
は
、
「
近
世
遊
園
行
政
は
実
に
保
健
的
理
想
よ
り
一
変
し
て
更
に
訓
育
的
理
想
を
新
興
せ
り
」
と
文
章
に
代
表
さ
れ
て
い
た
。
『
自
治
要
義
』
に
お
い
て
は
公
園
の
種
類
を
「
週
遥
圃
」
と
「
迦
動
園
」
と
大
別
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
『
都
市
行
政
及
法
制
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
遁
遥
園
」
を
「
公
園
」
に
改
め
、
と
く
に
児
童
連
動
園
を
強
調
し
て
い
た
。
近
世
の
児
童
運
動
園
は
（師）
「構成的防止的慈悲」であり、都市の保健行政と風化行政に著しく役立つと述べていた。
また、イギリスのコモン（ＣＣＢ日目）やドイツの「国民的遊林（ぐ。｝丙呂の旨）」、アメリカのメトロポリタン公園
（
ボ
ス
ト
ン
所
在
）
な
ど
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
土
地
公
有
の
必
要
性
を
力
説
す
る
と
と
も
に
、
公
園
地
の
公
有
化
に
つ
い
て
も
論
説
し
（肥）
ていた。
井
上
友
一
の
公
園
論
は
、
従
来
の
保
健
衛
生
上
か
ら
の
必
要
性
の
上
に
、
社
会
教
育
・
国
民
教
化
の
側
面
に
お
い
て
も
重
要
に
な
っ
て
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
「
｜
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一五一
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二
山
崎
林
太
郎
の
「
公
開
空
地
」
近代公園が制度的に設けられた明治期は、主な公園問題に関してその規範を欧米の諸都市に求めていたことは周知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
欧
米
都
市
を
本
格
的
に
調
査
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
明
治
四
三
（
一
九
一
○
）
年
に
東
京
市
に
お
い
て
行政調査の形で行われていた。この調査内容の結果から『欧米都市の研究』が山崎林太郎の著者名で報告書とした刊
行されたが、その内容は欧米都市、とくにイギリスの事例が集中的に書かれていた。
その中、第七「現代都市の状態」に、ロンドンの公園事情がパッターシーＳ四耳の『の８）公園の写真とともに詳細
（”） 
に載っていた。その内容は、公園の統計、面積別配分表、公園内の施設、公園に関する行政法などであったが、とく
に公園行政の法制度について「公共衛生法および公開空地法」が詳細に紹介されていた。その一部として、「公園は
一般の公共衛生法及公開空地法（○℃のｐｍｇＣの少◎（）により行政上普通之を公園及公開空地（勺四『厨自Ｑ○℃目
９口◎の）と称す、其構造設計は普通公園と呼ばれているものは、広き芝生地に花園・泉池・樹林等を配し、東京市の
日比谷公園其類なり、普通保養運動場（肉のＣ『の目・ロの８目・）と呼ばれているものは樹林と芝生広野のみ、多くは
屋外遊戯場に供せられ、又市街中は小園又は方形芝生の空地（の色目『の）は、附近住民の専用に供せられているもの
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一五二
きたことに注意を促せ、運動施設施設の整備が急務であることを述べ、とくに児童運動園が児童の健康のみならず訓
化にも役立つことと、国民にレクリエーションを与えることは勤労とともに重要であり、公園がその機能を果たす所
以で「都市の土地における公有地拡大政策をもって公園を増大すべき」と論じていた点からみて、公園論の展開から
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（、）
と－し、而して予は此等を弦に一切公園と総称す」と書かれ、オープンスペースを「公開空地」として訳しているとこ
ろ
が
、
後
に
池
田
宏
が
「
自
由
空
地
」
と
し
て
訳
し
た
こ
と
に
比
較
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
公
園
の
利
用
に
関
し
て
、
「
我
国
に
於
け
る
公
園
は
、
寧
中
流
上
流
の
社
会
に
属
す
る
者
の
道
遥
娯
楽
の
場に供せられ、然れとも英国の公園は、寧中流以下の下層民の娯楽の場に供せられる。而して英国の公園を設けたる
は実に彼に寝台と竃とより有せざる借家人、安宿の外に身を安する場所なき労役細民をして清新の空気に浴し心身の
健
全
を
保
た
し
め
ん
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
る
な
り
」
と
述
べ
、
公
園
の
設
置
・
利
用
が
中
流
以
下
の
市
民
の
居
住
状
態
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
衛
生
法
規
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
も
書
き
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
｜
「
欧
米
の
文
物
制
度
に
心
酔
し
て
、
実
情
の
情
勢
を
見
な
い
で
そ
の
制
度
だ
け
を
移
し
て
く
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
」（皿）
と述べ、公園の本質は英国の如き、「広天地の青草上に身を横へて自ら心身の労を忘れる」ことにあると考えていた。
三
都
市
社
会
主
義
に
お
け
る
公
園
観
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
の
璽
泉
市
区
改
正
条
例
の
施
行
以
後
、
大
正
初
期
に
か
け
て
都
市
問
題
に
関
す
る
多
く
の
著
作
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
著
作
の
多
く
は
、
欧
米
の
都
市
論
や
社
会
論
を
紹
介
す
る
も
の
が
多
く
、
公
園
問
題
な
ど
に
関
（陣）
す
る
も
の
は
、
明
治
中
期
か
ら
末
期
に
「
都
市
社
会
主
義
」
の
影
響
を
受
け
た
、
都
市
紹
介
論
の
中
に
散
在
し
て
現
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な人物は、片山潜と阿部磯雄であった。
片
山
潜
は
、
そ
の
代
表
作
『
都
市
社
会
主
義
』
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
都
市
の
事
例
を
引
用
し
兎
泉
の
公
園
の
姿
を
論
じ
、
小
学
校
庭
の
公
園
的
利
用
等
を
力
説
し
た
。
都
市
の
中
に
お
け
る
公
園
に
対
し
て
、
「
公
園
は
都
市
生
活
の
上
に
於
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
（
二
（
申
）
一五三
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法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一五四
て必要なるものなり。一ｍ円の美観を傭へるが為のみならず、市民の公衆衛生の点より必要なり。……仰も市内公園は
貧
民
の
娯
楽
場
な
り
。
公
園
の
右
雌
は
市
民
公
衆
衛
生
に
大
関
係
を
有
せ
り
。
若
し
貧
民
の
家
借
屋
に
居
住
す
る
も
、
其
の
最
近
の
所
に
公
園
を
有
し
、
此
所
に
散
歩
し
て
清
鮮
な
る
空
気
を
呼
吸
し
、
以
て
其
の
精
神
を
慰
め
、
身
体
を
静
養
す
る
に
は
、
実
に
彼
等
に
取
り
て
必
要
な
も
の
な
り
」
と
述
べ
「
衛
生
」
と
「
リ
フ
レ
ー
シ
丘
の
観
点
を
強
調
し
た
上
、
「
市
た
る
も
の
は
公
園
制
度
に
対
し
て
は
大
い
（伽）
に研葬〈すべきである」と、墓晁市における公園の改善を急務として指摘していた。
他
方
、
安
部
磯
雄
は
明
治
四
一
二
九
○
八
）
年
の
『
応
用
市
政
論
』
に
お
い
て
、
公
園
の
紹
介
に
一
章
を
設
け
欧
米
諸
都
市
の
事
例
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
公
園
の
必
要
・
公
園
設
計
法
・
公
園
の
維
持
費
・
小
公
園
・
小
児
専
用
の
運
動
場
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
桟
橋
・
散
歩
用
の
大
道
路
・
欧
米
諸
都
市
な
ら
び
に
東
京
市
の
公
園
の
収
入
・
公
園
の
設
計
と
小
運
動
場
・
日
比
谷
公
園
な
ど
の
順
に
論
述
さ
れ
て
い
た
。
安
部
の
公
園
に
関
す
る
主
張
を
同
時
の
東
京
市
の
公
園
事
業
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、
東
京
市
の
予
算
に
つ
き
公
園
収
入
の
み
に
依
存
す
る
公
園
の
維
持
・
特
別
会
計
の
批
判
、
公
園
設
備
の
た
め
の
税
の
新
設
、
大
公
園
よ
り
は
小
公
園
と
小
運
動
場
の
設
置
などであった。
（
１
）
「
産
業
革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
都
市
部
に
お
け
る
生
活
環
境
、
と
り
わ
け
労
働
者
の
保
健
衛
生
な
ら
び
術
雌
状
態
に
側
す
る
王
立
委
貝
会
の
投
侭
は
一
八
四
○年代の状況を象徴している。その主なものとしては、一八四○年の「大都市の保険衛生に関する特別委員会（ｍＣｌｍＣ【ＣＯ自目｛｛の⑦目
このェ困三）・『弓・ニコ胡）」、一八四二年の「英国の労働者の衛生状態に関する報告譜（救貧法委員会）（宛８．『【・己二）の、自冒ｇｏｏ且－，
丘。。◎『言のＦ号・巨『】【長で：こ］島○二、チャドウィックレポート）」、一八四四～五年の「大都市および過密地区の現状に関する王立委員
会〈宛○百一○○己旦⑪②一○二・【］戸冨⑪国一の。『Ｅ『侭の『Ｃ二コ目口甸○℃巨一ｃ房□厨［『一。扇）」などが取り上げられよう。また、これらの王立委
員会などを通じて報告された、当時の衛生状態は、平均死亡率においてはっきりと現れていた。グラスゴーにおける死亡率は、一八二
一年に三九人に一であったものが、一八一一一八年には二六人の一に上昇している。一○歳以下の子どものそれも一八二一年に七五人に一
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（
⑫
）
公
園
緑
地
協
会
編
、
前
掲
徹
、
一
九
六
○
、
二
○
四
頁
。
こ
の
法
柳
に
お
い
て
「
公
園
」
と
は
、
一
「
述
般
大
臣
に
縮
限
が
一
時
的
与
え
ら
れ
た
ま
た
は
大
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一五五
（９）「シティまたはバラ（市）において、公共広場、三角地、円形地、囲まれた庭園または装飾地の管理を委託されたものが、その管
理を疎かにした燭合、それらの土地の管理は法人に任されることを決めたものである。当時それらの土地の成立原因は、個人的なもの
が
あ
る
な
ど
榔
々
な
形
で
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
管
理
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
、
そ
の
も
の
の
所
祇
す
る
公
共
団
体
に
管
理
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
である」公園緑地協会編、前掲轡、一九六○、二頁。
（皿）公園緑地協会福、前掲書、一九六○、三頁。
（ｕ）ェ騨蔚一○・口三皇・思○自向坊屡罰汽”『冒○屡曾一§旦鳥ニミ＆蔓・ミミヨ。（・『§昌唇葡昏口戴冒貫Ｃ画ヨワュニ鰭・ロロ（ぐの『の身で『Ｃ鵲．
（５）公園緑地協会編『公園緑地制度の研究・一（英国編Ｉ）、一九六○、一頁。
（
６
）
東
京
都
『
東
京
の
公
園
一
二
○
』
一
九
九
五
、
三
頁
。
（７）前島康彦『東京公園史話』東京都公園協会、一九八九、三七頁。
（８）第一条の規定の中、「人口五○○人以上の町、村および教区に適用されるもので、この法律を適用しようとする公共団体（市町村
格）は散歩・体操または遊戯をする目的のための土地の買収、寄付の受け入れができるし、園路（Ｃ己の二二三宍｝および歩道（『８（，
日
二
】
）
を
改
良
し
た
り
、
ベ
ン
チ
や
四
阿
な
ど
を
造
る
た
め
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
公
園
緑
地
協
会
編
、
前
掲
聾
、
一
九
六
○
、
（３）白幡、前掲轡、一九九五、
（４）白幡、前掲轡、一九九五、
であったものが、一八三九年には四八人に一へと上昇したという死亡率からその状況がわかる」Ｗ・アシュワース箸、下総燕監訳『イ
ギリス田園都市の社会史」御茶の水轡房、一九八七、六三～七三頁。
（２）「一九世紀前半にドイツ造園界の頂点に立ち、多くの公園づくりに対する理論的土台を提供した、レンネ（での〔のこＣ⑭８｝】Ｆの目の、
一七八九’一八六六）の公園観は、大きく分けて以下の三点に要約できる。①民衆教育の場としての公園、すなわち教育・啓蒙の施設、
②国家や都市の威光を顕すための公園、すなわち国民統合を意図した記念碑性を持つ施設、③貧困対策としての保健・休護のための公
剛
。
こ
の
よ
う
な
公
園
観
に
お
い
て
も
っ
と
も
遁
要
な
の
は
、
こ
の
三
点
に
共
通
す
る
〈
啓
蒙
の
施
設
〉
と
し
て
の
公
園
で
あ
っ
た
」
白
幡
洋
二
郎
『
近
代
都
市公園史の研究軸欧化の系鵬』思文闇出版、一九九五、一三二頁。
（
３
）
白
幡
、
前
掲
轡
、
一
九
九
五
、
二
六
頁
。
Ｐ。且。。・一九九一、二九～三○頁●
己陣二】）
二頁。
－ロー
ノ、
頁
｡ 
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（脳）武藤博己『ロンドンの公園とオープンスペース』ｎＦ詞シ宛内因弓○用弓（二四）、自治体国際化協会、’九九一、七頁。
（
灯
）
田
中
正
大
『
日
本
の
公
園
」
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
四
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
。
（
旧
）
白
幡
、
前
掲
轡
、
一
九
九
五
、
二
九
頁
。
（⑲）白幡、前掲書、’九九五、’九～二一頁。
（卯）「フォルクスガルテン（『。－百恩『【８）は、市民を自然という舞台に誘い出し、そうすることによって品のない、費沢な時間の浪
賀
か
ら
無
意
識
の
内
に
市
民
を
引
き
離
し
、
彼
ら
を
徐
々
に
廉
価
な
楽
し
み
に
、
温
や
か
な
社
交
に
、
話
好
き
で
愛
想
の
良
い
態
度
に
馴
ら
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る」白幡、前掲書、’九九五、二四頁。
訂）「賢明な行政当局は、こうした広場（単なる空地ではなく芝生や植栽が施され噴水や彫刻を備えている）の他に市域の内側、ある
い
は
市
門
の
す
ぐ
外
に
民
衆
の
散
歩
の
た
め
の
場
を
と
く
に
設
け
る
で
あ
ろ
う
。
運
動
、
戸
外
の
空
気
を
呼
吸
す
る
こ
と
、
仕
事
の
疲
れ
か
ら
の
元
気
回
復
、
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
、
こ
れ
ら
が
こ
う
し
た
場
所
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
ル
テ
ン
は
行
政
の
理
論
的
な
原
則
に
照
ら
せ
ば
市
民
の
重
要
な
要
求であると見なすべきである」白幡、前掲轡、一九九五、二三～二四頁。
（躯）白幡、前掲轡、一九九五、三一～三二頁。
（粥）白幡、前掲書、一九九五、三四～三五頁。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一五六
臣の取締または管理下にあるすべての公園、庭園、レクリエーション地、非建築地および他の土地を含む」として包括的な定義がなさ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
条
文
は
公
園
管
理
官
に
よ
る
規
則
違
反
者
の
逮
捕
（
第
五
条
）
・
公
園
管
理
官
に
対
す
る
暴
行
の
罰
金
（
第
六
条
）
・
違
反
者
に
対
す
る
即決手続（第一五条）などの規定が含まれていた。一八七二年の「公園取締法」第三条公園管理官の定義については、公園緑地協会編、
前掲聾、一九六○、二一○頁（註参照）。
（
旧
）
公
園
緑
地
協
会
編
、
前
掲
機
、
一
九
六
○
、
二
一
○
～
二
一
一
頁
。
（
Ｍ
）
公
園
緑
地
協
会
編
、
前
掲
轡
、
一
九
六
○
、
六
頁
。
（崎）。ｇ乏昌、前掲書、’九九一、七頁。また、「この時期は、イギリスの都市自治体にとっては画期的な時期であり、イギリス福祉
国家の展開過程の起点であった。一八三五年の〈都市団体法（三目一号四一○・『ｇ『・三・コシｇ）〉制定は、前年制定の〈救貧法改正法
（勺。（）『一也急シロ】の己冒ｃヨシ日）〉とともに、イギリス地方政治において近代的地方政府を確立する道標であり、〈地方政府の革命〉で
あ
っ
た
」
赤
木
須
留
喜
『
イ
ギ
リ
ス
都
市
行
政
の
起
点
叩
一
八
三
五
年
の
都
市
団
体
法
」
（
都
市
研
究
報
告
三
）
衷
泉
都
立
大
学
都
市
研
究
委
員
会
、
’
九
七
○、｜～二頁。
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（
翌
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
八
五
、
一
○
頁
。
（
鋼
）
白
幡
洋
三
郎
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
花
見
の
三
要
素
で
あ
る
。
「
江
戸
の
花
見
は
、
花
が
桜
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
一
本
で
は
な
く
群
植
さ
れ
た
〈
群
桜
〉
で
あ
る
こ
と
、
詩
歌
や
古
こ
と
な
ど
の
教
護
よ
り
は
〈
群
食
》
を
と
も
な
っ
た
こ
と
、
一
人
や
数
人
に
よ
る
観
賞
で
は
な
く
〈
群
衆
〉
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
」
白
幡
洋
三
郎
「
公
園
な
ん
て
も
う
い
ら
な
い
」
『
都
市
公
論
』
一
九
九
○
（
七
）
、
一
八
九
頁
。
（鋼）戸外慰楽の場所と機能を類型としてみれば、①日常散歩地卵市内の広小路、社寺境内地、河岸地、原っぱ、山林など自由空地。②
群衆遊楽地並飛鳥山、御殿山、隅田川堤などの名所的公設遊園。③郊外散歩地“市中心から五、六里内外の名所、古墳、社寺、釣り場
など。④宿泊行楽地卯市中心から一、二泊で行かれる武蔵、相模各地の名所地、有名社寺、旧跡など。⑤観賞遊園地叩市内外の花苑、
芸
戸
な
ど
園
芸
的
な
園
地
な
ら
び
に
花
鳥
茶
屋
な
ど
見
せ
物
式
の
苑
地
な
ど
で
あ
っ
た
。
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
七
五
、
一
四
頁
。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
避
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一五七
（釦）「火除地（ひよけち）」については、柳五郎「公共空間における火除地」『造園雑誌』四九（五）、一九八六、’三～一八頁。渡辺達
三「近世広場の成立・展開ｌ火除地広場の成立と展開」『造園雑誌』一一一六（｜、二）、一九七二が詳しい。
（
弧
）
代
表
的
も
の
と
し
て
、
上
野
山
下
広
小
路
・
浅
草
雷
門
前
広
小
路
・
両
国
広
小
路
・
中
橋
広
小
路
・
江
戸
橋
広
小
路
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
広
小
路
は
火
災
な
ど
防
災
的
な
見
地
か
ら
造
成
さ
れ
て
い
た
が
、
平
常
時
に
は
小
商
人
が
常
店
を
開
き
、
大
道
芸
人
の
小
屋
掛
け
、
水
茶
屋
な
ど
が
現
れ
庶
民
的
な
自
由
空
間
と
し
て
機
能
し
、
そ
の
利
用
は
明
治
維
新
以
降
も
続
い
た
と
さ
れ
る
。
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
七
五
、
八
頁
お
よ
び
前
鰯
、
前
掲
轡
、
一
九
八
九
、
六
～
両）白幡、前掲識、一九九五、四三頁ｃ
（躯）「一九○三年には、全国の約一四○の都市において〔｝口『【の目】『鳥一Ｃ『二五名、。■『后コヨ召の宍戸Ｃ『一一一五名、切匡己｜層『盲の『三六名、⑫蚕ニー
ニ：⑮『笹『一『】の『一一○名が就いていた。また、その下に一般の造園関係の仕ことに椀わっている技術職として、】。⑫己⑮三。『、○すの『恩目皀の『、
。翼冨二ｓ『９－。『などと名づけられていた職員が数多く唾用されていた」白幡、前掲響、一九九五、四四頁。
（妬）前島、前掲懇、一九八九、二五～二六頁。
〈”）前島、前掲書、一九八九、二五頁。
〈躯）東京都『東京の公園一○○』一九七五、二頁・
弱
）
東
京
都
、
前
掲
僻
、
’
九
七
五
、
四
頁
。
ま
た
、
「
身
分
の
な
い
庶
民
生
活
は
も
と
よ
り
目
由
で
あ
っ
た
。
そ
の
慰
楽
の
道
は
多
方
向
に
発
達
し
、
料
理
風や花柳界が盛り、公許の遊郭や劇場が彼らの唯一の社交鰯として繁栄を競ったかたわら行楽が急速に普及した」東京都詞塁駅の公園
七頁。
脇
や
花
柳
界
が
盛
り
、
公
許
（
一一○』一九八五、五頁。
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法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一五八
（調）東京都、前掲書、一九八五、’五頁。
命）「大政官制公園における蛾大の問題は官有、民有による地所区別であり、社寺境内地上地ところ分とともに封建的象徴である城跡
地ところ分にも及んでいる。明治六（一八七三）年一月の徴兵令とともに大蔵省、陸軍省燃号達で廃城令の布達を見た。更に、明治六
（一八七一一一）年二月二三日の大蔵省布達第二○号で三月一五日までに建物、樹木の存在を、また、明治六（一八七一一一）年五月一七日の
大
蔵
省
達
第
八
○
号
に
お
い
て
も
、
大
蔵
省
は
同
年
六
月
中
に
建
物
、
木
石
代
価
の
調
査
報
告
を
三
府
六
四
県
に
求
め
た
」
柳
五
郎
「
太
政
官
公
園
の
研
究
」
『造園雑誌」四五（四）、一九八二、二二○頁。
（
辺
「
明
治
期
の
公
園
制
度
は
、
土
地
制
度
や
国
民
統
合
、
後
に
は
都
市
化
の
進
展
に
強
く
規
定
さ
れ
体
系
的
な
シ
ス
テ
ム
を
有
し
な
い
ま
ま
漸
進
的
に
変
容
し
、
も
っ
ぱ
ら
公
園
制
度
の
み
に
焦
点
を
あ
て
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
て
来
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
」
野
嶋
政
和
「
近
代
公
園
の
成
立
過
程
に
お
け
る
国
民
統
合政策の影響」『ランドスヶープ研究』五八（五）、一九九五、二五頁。
（
翌
東
京
都
、
前
掲
譜
、
’
九
八
五
、
十
六
頁
。
弱
）
前
島
、
前
掲
書
桶
一
九
八
九
、
一
五
頁
。
公
園
制
度
の
成
因
に
つ
い
て
は
ｐ
小
寺
駿
吉
「
日
本
に
お
け
る
公
園
の
発
達
と
そ
の
封
建
的
基
盤
」
『
都
市
問
題』四四（五）、一九五三、三三頁以降を参照。
（
蛆
）
日
本
公
圃
百
年
史
刊
行
会
編
『
日
本
公
園
百
年
史
（
総
論
Ｅ
一
九
七
八
ａ
、
七
八
頁
。
石
）
「
腿
史
的
な
背
景
を
念
頭
に
お
い
て
太
政
官
布
達
の
趣
旨
を
蚊
術
し
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
以
来
、
庶
民
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
永
年
の
既
得
権
の
尊
重
に
あ
り
、
『
公
園
」
の
名
に
お
い
て
法
的
な
確
認
と
保
証
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
が
布
達
の
本
質
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
…
…
西
欧
文
化
の
余
波
か
ら
生
ま
れ
た
公
園
と
い
う
新
し
い
概
念
の
網
を
古
い
伝
統
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
迦
産
の
上
に
か
ぶ
せ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
新しい概念（コトバ）と古い実存（モノ）との結合、そこに布達の本質的意味があったとみなすことができる」高橋理喜男「太政官公
園の成立とその実態」『造園雑誌』三八（四）、一九七五、三頁。
（⑫）また、「太政官布達公園の契機として外来文化との交渉を取り上げる場合は二つの通説に起因する。一つは、オランダ躯医であっ
た
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
病
院
用
地
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
た
上
野
を
訪
問
し
た
際
、
景
勝
地
で
あ
る
上
野
は
公
園
に
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
太
政
官
に
建
白
し
た
と
い
う
建
白
説
と
、
も
う
一
つ
は
、
太
政
官
布
達
の
以
前
幕
府
の
開
港
条
約
に
基
づ
い
て
、
横
浜
・
神
戸
・
大
阪
な
ど
の
外
国
人
居
留
地
に
公
園
が
設
置
さ
れたことによって、公園の必要性が次第に政府に伝わってきたという外国人の公園必要論がそれである。しかし、両方とも史料に欠け
ているところが多く、それを裏付ける具体的な資料がないため憶測の域を出ない」前島、前掲譜、’九八九、二八～三一頁。
繭）日本公園百年史刊行会編、前掲書、一九七八ａ、八○頁。
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（鍋）金子、前掲論文、’九九一、三二一一頁。
（
印
）
佐
藤
、
前
掲
書
、
一
九
七
七
ａ
、
一
三
一
頁
。
（皿）高橋、前掲論文、一九七五、五頁。
（
皿
）
佐
藤
、
前
掲
書
、
’
九
七
七
ａ
、
二
四
～
一
一
六
頁
。
（錨）前島、前掲書、一九八九、五六頁。
（
型
「
太
政
官
布
達
公
園
の
五
大
公
園
の
中
で
、
最
も
借
地
料
の
高
い
の
は
上
野
公
園
で
あ
っ
て
、
｜
坪
当
た
り
一
ヶ
月
金
五
銭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
管
轄
が内務省博物館であったことに加え、当時五公園の地位としての最高であったことと、将来の発展性が高く買われていたこと、公園の
ための投資が多かったことなどの理由を反映した結果であったと考えられる」前島、前掲醤、一九八九、六五頁。
（弱）夏泉部、前掲書、一九八五、二二～二三頁。
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
二
）
（
申
）
一五九
￣、
頁辿
◎ 
回）公園地の行政財産としての性格や公園地における私有権の発生などについては、末松四郎「璽泉の公園通誌（上）、郷学舎、’九
八一ａ、一一○～一一一頁ならびに柳、前掲論文、一九八一一、二三四～一一一一一九頁を参照されたい。また、戦前から公園地に対する取り扱い
方
法
を
め
ぐ
っ
て
は
大
蔵
省
と
内
務
省
（
後
に
は
建
設
省
）
間
に
そ
の
解
釈
に
お
い
て
対
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
公
園
地
が
廃
止
さ
れ
る
原
因
に
も
な
っ
て
お
り
、
自
治
体
に
お
け
る
公
園
地
の
私
人
使
用
権
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
公
園
の
設
置
が
主
に
官
有
地
な
い
し
公
有
地
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
ことに加え、多くの小規模公園が土地区画整理という手法によって生み出されたことに公園地の問題が潜んでいた。昭和三一（一九五
六）年の「都市公園法」（第二一一条“私権の制限）および昭和三八（一九六一一一）年改正の「地方自治法」の「公の施設」（二四四条）条
項は、このような公園地の所有関係から派生される諸問題を解決するために執られた措置であった。
届
）
日
本
公
園
百
年
史
刊
行
会
編
、
前
掲
書
、
一
九
七
八
ａ
、
七
九
頁
。
（妬）佐藤、前掲書、一九七七ａ、三頁。
（
幻
）
田
中
正
大
は
、
太
政
官
布
達
の
意
義
を
次
の
三
点
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
①
欧
風
都
市
の
建
設
、
②
遊
観
所
の
安
堵
、
③
封
建
時
代
の
跡
地
処
理
策
が
それである。とくに、②における「案堵」とは、鎌倉室町時代に将士や社寺の土地所有権を確認する際に使われた用語で、江戸時代以
降常に公園的機能を果たしていた遊観地ついて、その土地が官有地の場合、公園という名称をつけることでその土地および機能を再確
認
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
太
政
官
布
達
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
田
中
、
前
掲
醤
、
一
九
七
四
、
四
九
～
五
六
頁
。
（妃）金子忠一「わが国における都市公園管理関連制度の変遷に関する基礎的研究」『造園雑誌』五四（五）、一九九一、一一一一八～三一九
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（船）前島、前掲轡、一九八九、五一～五二頁。
（
辺
前
島
、
前
掲
櫓
、
一
九
八
九
、
四
九
頁
。
（
魂
）
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
八
五
、
二
六
頁
。
（
閉
）
こ
の
条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
都
市
局
公
園
緑
地
課
監
修
『
都
市
公
園
法
解
説
』
日
本
公
園
緑
地
協
会
、
一
九
七
八
、
三
四
七
頁
参
照
。
（
帥
）
佐
藤
、
前
掲
轡
、
一
九
七
七
ａ
、
百
二
十
頁
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
内
務
省
内
務
大
臣
官
房
会
計
課
「
地
盤
国
有
二
属
ス
ル
公
園
ノ
概
況
調
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
太
政
官
布
連
か
ら
の
初
期
の
公
園
調
査
お
よ
び
統
計
は
一
括
し
た
も
の
が
他
に
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
昭
和
八
年
の調査が比較的に詳しい。「地元」とは府県以外の市町村およびその他の団体をいう。
（印）東京都『東京市史稿」〈遊園編ｌ）、一九七四、五○二頁。
（
配
）
東
京
都
、
前
掲
野
、
’
九
七
四
、
五
一
六
～
五
五
三
頁
。
「
各
公
園
例
則
」
参
照
。
（
田
）
土
肥
真
人
「
江
戸
か
ら
璽
泉
へ
の
社
会
的
諸
制
度
の
変
化
と
都
市
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
形
態
的
変
化
に
関
す
る
研
究
」
『
ラ
ン
ド
ス
ヶ
ー
プ
研
究
」
五
八
二
）
、
一
九
九
四
、
七
三
頁
。
（“）明治六〈一八七三）年以来、公園は各地において認可・設圃され、明治六（一八七三）年の太政官布達時の東京の五か所から明治
二○〈一八八七）年には全国の八二か所におよんでいた。これらの公園管理は県、市、町、村、区、戸など様々にわたっていたが、そ
の土地は官有地であり、管理の総括は内務省であった。この内務省訓令第四四号「府県管理ノ係ル公園等維持保存経費徴収方法並二其
所属建物取調方ノ件」（府県宛）は、この時期発されたもので、政府による公園管理に関する最初の公園管理指針であった。というの
は
、
そ
の
内
容
の
中
に
、
公
園
の
管
理
つ
い
て
、
毎
年
そ
の
収
支
を
報
告
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
が
あ
り
、
公
園
管
理
に
対
し
て
内
務
省
が
初
め
て
そ
の
実
態
を
把
握
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
開
）
佐
藤
、
前
掲
密
、
一
九
七
七
ａ
、
一
二
五
頁
。
（“）「公園投圃等自今奥識二及パザル件」（明治三九年一○月、内務省訓令第七一二号）。その主な内容は、「府県郡市町村二於テ公園ヲ
投慨シ又ハ廃止スル場合一一ハ自今当省ノ許可ヲ受ケルニ及パザル義卜心得可シ」となっていた。
（
師
）
前
島
、
前
掲
轡
、
一
九
八
九
、
八
三
～
八
五
頁
。
（閉）東京都、前掲番、’九八五、三一頁。
（㈹）佐藤、前掲毎、’九七七ａ、一五九頁。
（四東京市区改正委員会編『東京市区改正事業誌』一九一九、一七～二○頁。
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（Ⅶ）佐藤、前掲街、一九七七ａ、一六○頁。
（
ね
）
小
寺
駿
吉
「
夏
泉
市
区
改
正
設
計
に
現
れ
た
る
公
園
問
題
一「都市問題』四三（一）、一九五二、六四頁。
（ね）夏泉市区改正委員会編、前掲感、一九一九、二六頁。
両
）
東
京
都
、
前
掲
密
、
一
九
七
五
、
二
八
頁
。
（巧）前島、前掲釘、一九八九、九九頁。
（稲）東京都、前掲轡、一九七五、三三頁。
（
両
）
「
こ
の
事
業
財
源
に
関
す
る
事
項
は
、
市
区
改
正
事
業
の
実
施
が
元
老
院
に
反
対
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
官
有
河
岸
を
墓
昂
府
区
部
の
基
本
財
産
と
し
て
下
附
す
る
こ
と
、
地
租
、
営
業
税
、
家
屋
税
、
雑
雑
種
税
、
清
酒
税
な
ど
の
特
別
税
を
財
源
と
し
て
墓
泉
市
が
賦
課
す
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
な
ど
が
反
対
の
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
日
本
公
園
百
年
史
測
付
会
編
、
前
掲
轡
、
一
九
七
八
ａ
、
’
三
四
頁
。
（
沼
）
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
二
月
五
日
の
市
区
改
正
委
貝
会
に
お
い
て
は
、
「
遊
園
ハ
大
小
ヲ
区
別
セ
ス
単
二
公
側
卜
称
ス
ベ
シ
」
と
い
う
こ
と
が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
、
従
来
の
遊
園
の
呼
称
は
「
公
園
」
に
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
島
、
前
掲
轡
、
一
九
八
九
、
九
四
頁
。
（
ね
）
佐
藤
、
前
掲
密
、
一
九
七
七
ａ
、
一
六
二
頁
。
（
帥
）
佐
藤
、
前
掲
轡
、
一
九
七
七
ａ
、
一
六
○
頁
。
（皿）東京都、前掲轡、一九七五、三七頁。
面
）
こ
の
「
公
園
賛
沢
論
」
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
は
な
く
、
明
治
二
七
、
八
年
に
お
け
る
日
滴
戦
争
以
降
「
国
力
充
実
」
の
た
め
に
工
業
生
産
力
の
拡
大
や
そ
の
関
連
施
策
が
優
先
し
、
公
園
開
投
の
よ
う
な
都
市
生
活
環
境
の
聴
備
に
関
迎
す
る
政
策
は
放
棄
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
用
語
の
よ
う
に
考
え
ら
れる。公園が一般において高く認識されない時代風潮が財政上の問題とあいまって出来上がった公園の「軽視傾向」を表す言葉のよう
で
あ
り
、
次
の
言
葉
が
そ
の
状
況
を
代
弁
し
て
い
る
。
「
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
、
市
区
改
正
の
諸
設
計
案
に
お
け
る
公
園
計
画
は
縮
小
さ
れ
、
大
幅に削減された」佐藤、前掲書、一九七七ａ、一六三～一六四頁。
（
理
末
松
、
前
掲
轡
、
一
九
八
一
ａ
、
九
七
頁
。
（“）前島、前掲懇、一九八九、九七頁。
（閲）小寺、前掲論文、一九五二、七二頁。
（髄）当時の状況については、衷早市区改正委員会『市区改正記事録」（夏泉都市計画資料集成、明治・大正編）、本の友社、一九八七、
第二一一一九号（第二○巻）・第二四五号（第二二巻）に詳述されているので参照されたい。
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化」と政策形成二）（申）
一一ハー
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（町）東京都、前掲轡、一九八五、五三頁。
（郷）東一星眼古示第六号「麹町内山下町二丁目一番地西日比谷町一番地元練兵場跡、自今公園卜定〆、曰比谷公園と称ス」（明治二六年
二
月
三
日
、
東
京
市
参
事
会
奥
泉
府
知
事
）
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
七
五
、
四
三
頁
。
（
的
）
東
京
都
、
前
掲
轡
、
’
九
八
五
、
五
○
頁
。
（卯）越沢明「公園緑地計画の展開と近代日本都市計画」『都市計画」第一七六号、一九九二、一八頁。
（
辺
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
八
五
、
五
一
頁
。
（卯）丸山宏『近代日本公園史の研究』恩文閣、一九九四、一二一頁。
（兜）日本公園百年史刊行会編、前掲轡、一九七八ａ、一四九頁○
（
翌
大
霞
会
編
『
内
務
省
史
」
（
第
一
巻
）
、
原
野
房
、
一
九
八
○
、
五
七
二
～
五
七
八
頁
。
な
お
、
博
覧
会
と
公
園
開
設
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
橋
理
喜
男「公園の開発に及ぼした博覧会の影響」『造園雑誌』三○（｜）、一九六六、一二～二四頁が詳しい。
（
妬
）
佐
藤
、
前
掲
宙
、
一
九
七
七
ａ
、
二
二
七
頁
。
（妬）井上友一『自治要義』博文館、一九○九、一七○～一七四頁。
（
ｗ
）
井
上
友
一
『
都
市
行
政
及
法
制
』
（
上
）
、
博
文
館
、
一
九
二
、
四
三
四
～
四
四
二
頁
。
（
卵
）
佐
藤
、
前
掲
轡
、
一
九
七
七
ａ
、
二
二
九
頁
。
（
的
）
山
崎
林
太
郎
『
欧
米
都
市
の
研
究
」
璽
尻
市
、
一
九
一
一
、
二
二
六
～
二
三
二
頁
。
（川）佐藤、前掲密、’九七七ａ、二三一頁。「自由空地」という概念は池田宏によって股初に紹介され、後に都市計画制度に取り組ま
れ
た
専
門
用
語
で
あ
る
。
当
時
「
自
由
空
地
」
と
は
、
「
市
内
に
お
け
る
逝
路
河
川
運
河
等
公
共
に
供
す
る
営
造
物
の
敬
地
以
外
の
空
地
に
し
て
建
築
物
を
以
っ
て
蔽
は
る
こ
と
な
き
空
地
を
指
す
。
公
園
、
広
場
、
運
動
場
、
植
物
園
、
動
物
園
の
施
設
の
類
は
言
ふ
を
俟
た
ず
、
法
制
の
適
用
に
依
り
建
築
物
の
周
囲
に存せしむべき建築敷地以内の空地をも含む」と定義された。池田宏の「自由空地論」については、池田宏「都市計画について」「都
市公繍』一（八）、一九一四および同「自由空地論」『都市公論」四二）、一九二一、同「社会の動的勢力の本源たる都市の慰楽政策」
『都市公論』一四（八）、一九三一を参照されたい。
（川）また、公園に対する認識不足からもっぱら術生面において公園を取り扱おうとする風潮に対して、「我国の中央政府は、公園に関
する行政主管を内務省の衛生局となしたる時、人は劇場と病院とを同列に凪ぐに似たる奇異を感じたり、我国に於いて之を奇異とした
るは固より当然なり、内務省が之を衛生局の主管としたるのは唯漫に欧州の例に散ふたるのみ、然らずんは全然理由なきこと劇場と病
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（皿）この時期出された公園論に関する資料として、片山潜『都市社会主義』、安部磯雄『応用市政論』、三宅磐『都市の研究』、井上友
一『自治要議』『都市行政及法制（上・下匡、山崎林太郎『欧米都市の研究』、片岡安『現代都市の研究」、西山・吉野「都市計画学説
史概説」『重泉市政調査会五○周年記念論文集』所収、福田電義「東京改造計画案」『建築雑誌』所収、笠臓正「都市計画と東京市の公
園」『都市公論」二（八）、池田宏『現代都市の要求』、同一「自由空地論」「都市の慰楽政策」『都市公論」所収、武居高四郎「都市の公
園計画」『都市公論』所収、関一「都市の緑化」『都市政策の理論と実際』所収、折下吉延「都市の公園計画」『都市計画演習録全集』
（都市研究会編）所収、田村剛『造園概論』『造園学概誕塑、上原敬二『都市計画と公園』などが主なものであった。
（噸）片山潜『都市社会主義』社会主義図轡部、’九○三、一六八～一七八頁。
￣、
迎頁
。
院を同列に髄くことよりも甚し、……実に称はさるの空名を存し……」という批判の声もあった。佐藤、前掲書、一九七七ａ、二三一
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化「｜と政策形成（二（申）
一一ハーーー
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